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はじめに

社会臨床雑誌第６巻第３号｛‘ＩＳ｝９９．３．）

日本社会臨床学会編集委員会

本号は、先号にひき続いて、社会臨床学会第６回総会の報告を中心に編集されています。総会は昨年（１９９８年）

５月に開催されましたが、３日間にわたって開催されたため、報告の分量が多く、２号に分けてお知らせすること

になりました。

今号で報告されるのは、３つの分科会と１つの全体会の記録です。分科会Ｉ「老いと介護をめぐって」、分科会１１１

「学校と教育を解読する」及び分科会Ｖ「日本を生きる」の報告、そして全体会「資格・専門性は必要か、幻想か」

の記録です。いずれも記録されたテープをもとにまとめられたものです。参加されなかった方にも、当日の雰

囲気が伝わるような内容になっていると思いますので、どうぞお読みください。また、分科会１１１「学校と教育を

解読する」の森重雄さんの発題は、先号（６巻２号）で既に論文という形で報告されています。御参照ください。

川添修司さんの記念講演「描くこと、沓くこと、そして触ること」は今号には掲載できませんでした。近いう

ちに社会臨床雑誌で報告することになります。

なお、第６回総会の記録は１冊の本となって出版される予定であると前号でお知らせしましたが、様々な状況

を考慮して、残念ながら中止することとなりました。申しわけありません。

総会報告の一っとして会計報告（１９９７年度決算と１９９８年度予算案）があります。

本来ならば先号（６巻２号）に掲載しなければならなかったのですが、今号になってしまいました。掲載用の表

を作成する際に、雑誌を編集するのに使用しているシステムに導入されていないソフトウェアを使用してしまっ

たために雑誌にデータを読み込ませることが出来ず、データの変換が必要になったのですが、既に締め切り真

際で、加えて電子メールソフトの相性のためか、添付ファイルのやりとりが上手くいかなかったために、結局
のところ間に合わなかったのでした。また、その件についてのお詫びの一文も前号にはなかったことも併せて

この場をお借りしてお詫びいたします。

第７回総会は４月２４日（土）、２５日（日）に東京都江東区森下文化センターで開催されます。表紙裏にお知らせが
あります。みなさんどうぞ御参加ください。

論文は、渋谷典子さんの「義肢装具の社会学的考察（４）」です。連載論文の４回目ですが、今回は傷痍軍人をめ

ぐる言説を分析し、義肢装具障害者の置かれている状況を考察されています。
“ここの場所から”は２本あります。一つは、丸山康彦さんの「教育の改善より、教育への対応を」です。丸山

さんは、“良い教育”をもとめて、「こんな教育をすれば」「あんな教育をすれば」と教育論議をするのではなく、

教育とー定の距離を置いで教育とっきあう”ことへと転換することが必要、と主張されています。

もう一つは、藤原礼子さんの「『精神病者』グループごかい」です。病者のたまり場である“ごかい”を拠点に、

「キーサンがキーサンのまま」生活するあり様を描写しています。
いずれも鋭い問題提起を持った文章となっています。ぜひお読みください。

１



社会臨床Ｓｌｌ誌第６巻第３号（・１９９９．３．）

日本社会臨床学会第６回総会報告

全体会「資格・専門性は必要か、幻想か～臨床現場から考える～」報告

話題提供者我妻夕起子さん（東京足立病院）
三浦高史さん（兵庫県中央子どもセンター）
戸恒香苗さん（東京大学附属病院）
飯島勤さん（山梨県立やまびこ養護学校）

コメンテーター木之下孝利さん（うさぎとかめ保育園）
山下恒男さん（茨城大学）

司会・報告林延哉（日本社会臨床学会運営委員）

日本社会臨床学会第６回総会の三日目（一九九八年五

月三日日曜日）午前十時から、全体会「資格・専門性は

必要か、幻想か～臨床現場から考える～」は行われま

した。

話題提供者に、我妻夕起子さん（東京足立病院）、三

浦高史さん（兵庫県中央子どもセンター）、戸恒香苗さ

ん（東京大学附属病院）、飯島勤さん（山梨県立やまび

こ養護学校）、また、コメンテーターとして木之下孝

利さん（うさぎとかめ保育園）、山下恒男さん（茨城大

学）を迎えました。司会は運営委員の赤松晶子さん、

林延哉が担当しました。

参加者は百名を越えていたと思います。

昼一時間程度のお休みをはさんで、午後三時までを

予定していたのですが、実際には、一時間超過の午後

四時に終了しました。

午前中は、四名の方からの話題提供、そして午後か

らはふたりのコメンテーターの発言を皮切りに討論、
という設定で行いました。

ここでは、当日参加されなかった方にも、できるだ

け当日の雰囲気をお伝えすることを目指しつつ、比較

的逐語起こしに近い状態で、当日の流れにそっての報

告を行いたいと思います。

２

司会赤松さんによる全体会の主旨説明

まず、冒頭で、司会の赤松さんより、今回の全体会

の主旨説明がありました。

-「現状の社会の中では今さら国家資格は必要

かどうかなんてこと言っても仕方ないんじゃない

か」と思えるほど、社会は整然と資格化が進ん

で、いわゆるコ・メディカルでいくつか残ってい

たうちの、ソーシャルワーカー分野が精神保健福

祉士としてスタートしだして、これから講習を受

けて来年から国家資格化が進む、というような状

況で、医療の現場も福祉の現場も資格勢ぞろいに

なっていくという、そういう現状があります。

そういう中で、もう一度何故私たちが資格にこ
だわってきたか、を振り返ることをしていかなけ

れば、というのが今日のテーマです。-

一九六九年から七〇年にかけて、日本臨床心理学会

は、臨床心理士の資格認定を始めるべく検討を進めて

いました。

-そのころの精神病院というのは、今の精

神病院よりも病棟の現状というものが非常に大変
で、畳の大部屋に何も調度品もない吊りダンスが

あって、物は危険だというところで何もない所で



患者さんはすごす。

腰の所までのつい立てがしてあって、立ち上が

ると人の顔が見えるというような、そういうトイ

レと、カギのかかる鉄の扉の保護室があってー

今も変わらず持っている病院が多いんですけれど

もーそういう所で私たちが心理屋として、ケー
スワーカーとして何をしているかっていうと、

「そういう所でとてもつらい、こんな所で暮らす

のは屈辱です」っていう患者さんを一生懸命なだ

める仕事をしている。

仲間の中では、電気ショックを受ける人の足を

押さえる役をしていたりとか、そういう現状が一

九六九年の臨床心理学会で語られて、そういう中
で資格認定どころではないじゃあないか、という

の が 発 端 で し た 。 -

こうして日本臨床心理学会は、資格認定業務のため

の準備を中止し、自らの営みを点検する作業に入りま

した。

-それからずうっとくる中で、だんだんそ

ういう精神医療の病棟なんかは変えられてきて、
一九八八年には精神衛生法が精神保健法になり、

それがさらに精神保健福祉法に変わってきている

んですけど、それが変わる中で、任意入院ってい

う自分の意志で入院できる、自分で疲れたらひと

休みする、っていうところで入院できるように

なった。

そうすると病院は選ばれる病院、病棟を作らな

くては、患者さんが選ばなくなってしまうので、

病棟は変えていかなくてはならない、ということ
になり、何の調度品もないところに箪笥が入れら

れたり、カギのかかるロッカーを入れて現金を持
つ事ができたり、っていうのがこの二〇年、三〇

年にわたる歴史の中で変わってきています。
-

こうした経過の中、一九九一年頃には日本臨床心理

学会の中で、「もう、患者さんの生活も変わったんだ

社会臨床雑誌第６巻第３号（１９９９１３．）

よ、みんな自分で外に出られるんだよ。良くなったん

だから、自分達ももう資格を取ってもいいだろう」と

いう議論がされ始めました。

結局、臨床心理学会は、臨床心理士の国家資格化推

進の方向を選択しました。

その流れに批判的だった人々が中心になって、日本

社会臨床学会を設立したということは、多くの方が御

存じではないかと思います。

-その間、心理臨床学会による臨床心理士

資格の協会認定が出来てきたりとか、いろんな形
で社会は変わってきていて、もう、現場はばあっ

と資格化されていくように変わってきているとい

う現状です。

そのような現状の中で、今日の話題提供者は、

それぞれの現場で個々に関わる人達、ぶつかる現

場と苦労しながら働いているわけですけれど、そ

ういう個別状況を語って頂くことになると思いま

す。

臨床というのは、各現場でぶつかっているこ

と、その個々の関わりの中、また自分の問題を通

して、本当にぶつかっている事をありのままに見
つめながらどうしていくか、という、非常に個

別、具体的な問題を持っているんですけれど、そ

れがこう非常に矛盾に満ちてくる中で、理念的に

まとめていってしまってそれでいいのか？、それ

で現場はどうなるの？、また現場に帰っていくと

同じような現場の矛盾にぶつかるという、そうい

うことがある中で、今、社会臨床学会の運営委員

会でも発言しにくくなっている人や、この大会で

も第一日目の大会のやり取りの後「僕の発言をど

うとらえましたか？」っていうことで問いかけが

あったりとか、いろいろな意味でまだ消化しきれ

ない問題を抱えている人たちがいるということ、

それを踏まえて、出来るだけわかりやすく、どん

な事でも出しあえる、そういうことを原則にしな

がら話をすすめていけたらと思っておりますの

で、フロアーの方もそういう形で午後の討論には

出来るだけ参加して頂きたいと思います。-

３



社会臨床雑誌第６巻第３号｛‘ＩＳ｝９９．３．）

このように赤松さんより話があって、全体会は始ま

りました。

以下、まず、各発題者の発題です。できる限り発題

に忠実にと心がけてはいますが、ページ数の都合で、

要約しています。また、見出しｊま、僕が勝手につけて
います。テープの聞き取りが不明瞭な部分で削除した

ところもあります。

我妻夕起子さんの発題

病院から保健施設ヘーＰＳＷから相談指導員へ

私は、司会の赤松さんと同じ東京足立病院という精

神科の病院で長い間、ＰＳＷ（Ｐ哩ｃｈｉａｔｒｉｃＳｏｃｉａＩＷｏｒｋｅｒ）

として働いてきていました。

それが二年前に経済的な経営的な理由もあって、病

院が老人保健施設を作り、そちらの方の担当になりま

した。そのため、最近の病院の状況はよく見えなくな

てきています。

老人保健施設におりますとお話しましたが、私はこ
の職に就く時に、ＰＳＷ、精神医学ソーシャルワーカー

と言われていました。それになりたいと思ってその職

に就きましたので、老人保健施設の方に移っても自分

はＰＳＷだというつもりでおりますけれども、制度上は

老人保健施設にいて、その相談員をしているというこ

とになり、名前も、相談指導員といいます。で、一応

相談指導員という事で仕事をしています。

精神保健福祉士資格国会通過

そんな訳で、ここのところ病院の状況からちょっと

離れておりましたし、ＰＳＷの方の状況ともきちんと取
り組んでいなかったというところへ、去年の十二月に

精神保健福祉士が国会で通りました。
ＰＳＷ協会のニュースで、「ようやく通って万歳！」と

いうようなニュースが届いてきました。

４

ちょうど介護保険法が出来る、出来ないということ

でかなり国会はもめておりましたし、ＭＳＷ（Ｍｅｎｔａｌ

ＳｏｃｉａｌＷｏｒｋｅｒ）協会とも、資格に関してＰＳＷ独自の物

をつくるのか、あるいは社会福祉士という形で一緒の

ものをつくるのか、あるいは、医療に関するワーカー

達のものをつくるのか、という事でもめておりました

し、臨床心理士の国家資格化は幸い進んでいなかった

ということもあって、まあ、時間切れで流れるだろう

と楽観していたものですから、通ってびっくりしてし

まったという迂関な状況でした。

白衣一専門家としてのアイデンティティを求める

人々

資格ということでいいますと、病院だけではなく
て、老人保健施設でも同じように問題を抱えていま

す。
二年前に施設が建ちましたけれども、それをつくる

にあたって全く御老人に関してのことを知りませんで

したので、準備委員会のようなものが作られました。

準備委員には私、相談員になる者とそれから担当の

医者、看護の者だとかが入って、先輩となるいろいろ

な施設の見学をさせて頂きました。

そこを拝見すると、いわゆる介護の人-ケアワー
カーといわれていましたけれどもーそのケアワー

カーさん達はだいたいジャージ類を着て仕事をしてお

られます。一方、看護婦、看護士さん達は、白衣を着

て仕事をしているというところがほとんどでした。

実際仕事を見ても、介護の方よりも、看護の人の方

が上にいて、「あれをしなさい、これをしなさい」とい

うような形で仕事が進んでいく。その事に関して介護
の人からは、「看護の人は日常はあまり知らないにも

関わらず偉そうにしている」という不満が見えていま
したし、そういう形での介護や看護の対立というのが

見受けられる場合がとても多くありました。

私どものところでは、老人保健施設を作ろうという

段階で、始める一年程前から介護福祉士さんも入って
きています。病棟の方で、実際の仕事がどういうこと

か、というのを一年間見てきて頂いた方が何人かおら



れます。それからレクワーカーという方々がおられる

のですが、そのレクワーカーさん達も、それからそう

いう資格は何もないという方々も、介護に当たる方は

皆、ケアワーカーという呼び方を東京足立病院ではし

ています。

病院の中でケアワーカーさん達がしているのは、他
の施設でも見たように「看護のお手伝い」というような

色彩がとても強いです。そういう中で「せっかく勉強

してきたのに」、という不満も出ています。

準備を進めていた私たちは、病院の中でお医者さん

が中心のヒエラルキー構造に肺易としていました。看

護部門の準備の人も、その方は実はいわゆる准看の方
でしたし、医者中心のヒエラルキー構造に対して、

やっぱり嫌だなあという感じを強くもっておられまし

た。

そういう事もあって「施設は病院ではないんだ」とい

うことが強く言われてもきましたし、そのつもりでい

こうというがあったので、職種間の対立だとか、病院

の中のようなヒエラルキー構造みたいなものを持ち込

むのは嫌だなあ、というのが準備段階の委員の中に
は、医者も含めて当初ありました。だから、着ている

物で分けたくないということになりました。

看護と介護は実際にお年寄りのお世話をさせて頂く
という事がありますので、多少役割は違っても白衣を

着て偉そうにするのはよそうということで、結果とし

て、看護も介護も同じジャージということになりなし

た。

実は、以前の東京足立病院では、事務の人も白衣を

着ていました。それが今は、女性はスカートとベスト
と上着というような形となっております。男性は私服

を着ています。

私どもワーカーもそれから心理も、以前は白衣を着
ていたんです。でも、実際には白衣はあまり必要な

い。それに、医療の中で白衣を着るのは医者や看護婦

で、いわばその権威の象徴でしかないなあという風に

感じて、七三年頃からはもう白衣を着ないで働くよう

になっていました。

そのうちに、解放病棟でも、だんだん、私たちが白

衣を着ないで働いているのに影響されて、看護婦さん
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の中でも「解放病棟では白衣はいらないねえ」と、着な

いで働いてくれる人たちが少しずつ増えていました。

そんな経緯の中で「ジャージ」と決めたんですけれど

も、実際に開いてみると、施設の職員には、東京足立

病院から移動した私のような者と、まったく新しく

入った職員とがおります。どちらかというと移動して

行った者の方が少なくて、新しく他の病院から移って

きたり、あるいは施設から移ってきたという人達が多

く、ケアワーカーは新卒がほとんどでした。

で、そういう人達が動きだすと ジャージを決め

５

る時にはいなかった人達ですので一不満が出てきた

んですね。

ひとつは、若いケアワーカー達から、「ジャージは

とても格好が悪い」、「ファッショナブルではない」と

いう意見が出始めました。

もうひとつは看護から出たもので、「やっぱり白衣

が着たい」というものでした。

東京足立病院から移動して来た人一先ほど申しま

したようにジャージを決める時に一緒に考えていた人

達は、「実際に着てみたらば白衣よりも動きやすいな

あ」っていう感じを持ってくれて「いいわよ」っていう

ような言い方をしてくれていますけれども、他の病院

からうちに移って来られた人達というのは、やっぱり

白衣に対して物凄く強い思い入れがあるようなんです

ね。

看護婦さんの着る白衣というのは、もともとがとて

も機能的に作られているのだそうです。今はかなり
ファッション的になって、デザイナーの名前がついた

りしていますが、もともとは、衛生面から考えて白

だっていうことだとか、非常時にキャップだとかス

カート、ベルトが、全部ほう帯だとか三角巾に早変わ

りするように作られているんだそうです。

まあ、「ナイチングールが戦場にいて…」というよう

な事がもとになっているのかも知れませんが、そうい

うような機能性が白衣にはあったそうで、そういう白

衣を着るということは、看護学校でも戴帽式なんてい

うのがとても感動的に行われるようですし、そういう

ところからも特別な思い入れがあるんだなあというこ

とは想像がつくわけです。
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とは言っても、やっぱり白衣を着ることが、一種のす。

アイデンティティになっているんだと思います。そしけれど、例えば、冊瘤などが出来ている方のお世話

て、このアイデンティティというものが、ちょっと曲をする時に、ある消毒液が合わないとかいう事もあり

者 だ と 思 う の で す 。 ま す の で 、 そ の 治 療 を 続 け て い て 良 く な っ て い く 場 合

日本の医療というのは、患者さんの治療をするといと、逆に悪くなってしまう場合がある訳です。そうい

うことで、まず、医者ができた。その医者が自分が動う時に介護の人が「今行われている治療でほんとに

くに当たって手助けをしてくれる者、補助役として看あっているのかな？良くなってきているのかしら？逆

護が生まれてきた。その看護もどんどん手不足になっに悪くなっているのではないかな？」と感じること
てきて、人手不足を埋めるという事で介護制度が作らは、その人と関わる上で当然のことだし、見ておかな

れてきたという経緯があるように思います。その為くてはいけないことだと思うのですが、そういう事に

か、医者は看護を自分より低いものとして見ますし、あまり積極的ではありません。

看 護 は 介 護 を 下 に 見 て い ま す 。 「 ど う も 今 日 は 顔 色 が 悪 い な あ 」 と い う 方 が い て も 、
こういう中で実際の仕事では、看護の人間は「介護普通家庭の中でならば「ちょっと気分が悪いなあ」と子

の人は雑用をする人だ」っていう風に思っている面がどもが言っていたり、顔色が悪かったり、「お腹が痛

多くて、看護は雑用するべきじゃないと思っているよい」って言ったらすぐに熱を測ったりすると思うので

うです。だから、雑用をする介護と同じユニフォームすが、こういう事すらしようとしないんですね。
で は 嫌 だ と い う こ と に な り ま す 。 こ れ は 、 足 立 老 人 ケ ア セ ン タ ー と い う 施 設 の 職 員 の

こういう言い方には語弊があるかなあとも思うので質の悪さと言ってしまえばそうなのですが、アイデン

すが、看護の仕事というのは介護を含んだ仕事だったティティと言うか、専門性というものが、自分の地位

はずです。介護を含んでそれに伴う雑用も含んでの仕の確保と、逆に貴任の放棄にも繋がっているんじゃな

事だったと思うのです。それが、雑用は看護ではなくいかなあって思えてなりません。

て介護の人がするもんだ、と言うのはおかしい、と思う資格っていうのは、これを、貴任の放棄も含めて保
の で す 。 障 し て し ま う 制 度 な の で は な い か な あ と い う 風 に 思 っ

介護の人が看護とは別の分野を広げていったり、深ています。

めていったりしているという面はあると思うので、そ

れを否定するつもりは全然ありま鶯んけれども、介護資格はやはり専門家のためのもの

も又看護の仕事の一部であって、「雑用は介護（介護は

雑用）」と言ってしまうのはおかしいと思います。ＰＳＷ協会の方で資格を取ろうと動いていったのは。
一応、基本は社会福祉だという風に押さえています。

介護もまた、自分の枠に閉じこもろうとするＰＳＷの資格が通った時に、協会の方では、我々の為
に国家資格が必要であった訳ではなく、対象者にとっ

ただ、この役割意識みたいなものは、看護だけでなて必要な専門職を日本に確立する事が、対象者にとっ

く介護の方にもどうもあるみたいなんですね。て最も役立ち、最も期待に応えられると信じて国家資

というのが、ちょっと医療的なことだと、もうこれ格法成立の運動に取り組んできた、と言いました。

は看護の仕事で介護の仕事ではありませんと手を出ししかし、その協会の規約を見ますと、二章「目的」

ません。確かに注射だとか医療的に特別な処置というに、こんなことが轡かれています。

ような事は介護の人が知らないし出来ないっていう事

はあります。法的にも禁じられている場合もあるの

で、出来ないっていう事は仕方がない部分があるので

６

本会は会員相互の連絡と協力をはかり、精神医

学、ソーシャルワーカーの専門職としての水準の



向上と社会的地位の確立を目指し、我が国におけ

る精神医学、ソーシャルワークの発展に寄与する

ことを目的とする。

これはどう見ても、やっぱりＰＳＷ自身の社会的地位

の確立のために資格が欲しかったんだと思わざるをえ

ません。

医療の中にソーシャルワーカーが設置されたのは、
アメリカが最初だそうです。一九〇五年ということな

んですが、ＰＳＷは一九一三年にやはりアメリカで確立

されたそうです。

アメリカでは、その精神医学的な歴史の背景もあっ

て、精神医学の方からＰＳＷが要請されたというような

事があるそうです。

でも、日本の医療制度はだいぶ違っておりますし、

日本ではそれから三五年位遅れて国立国府台病院に置
かれたんですけれども、アメリカのように最初から必

要だとされて、ある意味では最初からいわば地位があ

る程度確立されていたのとは違って、日本ではなかな

か地位が確立されていきませんでした。

最初は まあ今もそうでしょうけれどもー、

社会臨床雑誌第６巻第３号｛‘ＩＳ｝９９．３．）
ことばかり聞いて、管理上の不都合が出ている邪魔な

存在、と受け取られてきました。ただ、そういう中で

実情はどんどんそれぞれが自分の場を広げていった

し、仕事の場を確保していき、徐々に必要性が認めら

れてきたと思います。

ただ、そうは言っても、法的には規定がないから病

院収入に結びつかなかった訳です。その為に身分保障

ということは、劣悪でした。給与面でも低い。ＯＴ（作

業療法士）だとかＰＴ（理学療法士）というのは資格もあ

りますし、病院の収入にも繋がっています。それにま

だ、人数も少ないので引く手あまたですから、東京足

立病院なんかではとてもいい収入で雇用されていま

す。

そんな状況で、ＰＳＷも、資格制度というものはな

かったけれども、一九七五年にはデイケアの施設運営

要項というのが出来て、その中で必要人員とされまし
た。ですから精神科医療の中では、ＰＳＷの市民権みた

いなものが得られてきたのかなあ、とは思いますが、

ＰＳＷ協会自身は一九六四年に作られていますから、ま

だまだその存在意義というのが認められずに身分確立

という事ではとても切実な思いがあったんだろうなあ

と思います。
一九七二年に社会福祉法制定試案という動きがあり

まして、この時、ＰＳＷ協会はこの資格化、身分法に反

対しています。この頃は第二次ベビーブームの頃で、

保育園や、保母がものすごく不足していた時でした。

その為に社会福祉士には保母さんも含もうという動き

もあって、専門性が確立されないという事で協会では

反対したのではなかったかと記憶しています。
一九七三年にはＰＳＷの協会をとても大きく揺さぷっ

たＹ問題というのが提起されました。

Ｙ問題というのは、川崎で起こった事件ですけれど

も、当時十九歳で受験生でだったＹさんが、御家族と

のトラブルのあった中で、両親が「どうしたらいいん

だろう？」という心配から保健所に相談にいったとこ

ろ、保健所にいたＰＳＷが「どうもこれはかなり大きな

病気ではないか？」という風に判断して、本人には

まったく会わないまま警察に応援を求め、病院の中で

も診察はしないで、両親からも御本人からも入院する

７

医者の小間使みたいだったり、それから医療事務をさ

せられている人達もいましたし、かわいらしい若い

ワーカーだったりすると、秘書的な感じで飾りもので

あったりという実態が、多くありました。今でもそん

な実情は引きずっています。

資格を求め続けたＰＳＷ協会

実務上で大きかったのは、看護とのぷつかりだった

だろうと思います。

ケアワーカーという方々が、いわば看護の雑用をす

ると思われがちなことに比べて、逆に心理やワーカー

というのは、それまで看護の方でやっていた仕事のう

ちのいわば「一番おいしいところ」、患者さんとゆっく

り話すとか、それから家族の方と話すとか、退院にむ

かってどんどん動く事を進めていくとか、そういった

部分だけを持っていってしまう。しかも患者側の言う
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という同意を得ないままに、精神科に入院させてし

まったという事件でした。

なかなか退院できず、薬を大量に使われて「れろれ

ろ」になってしまう中、「大変なんだ」ということを洗

濯物にメモを入れて「退院させて欲しい」と両親に訴え
てようやく退院し、その後不当な入院だったというこ

とで、裁判を起こしています。協会に対してもそうい

う風に進めてしまったＰＳＷを、告発してきた訳です。

それで、協会の中でも大もめにもめた、という状況が

ありました。

結果として、ＰＳＷ協会では、患者の人権保障とその

為の業務、その業務を保障する身分法が必要で、専門

性の検討を要するというまとめをしました。

にわかに動き出したのが、八四年の宇都宮病院事件

をきっかけに精神保健法が改正に向けて動き出した時

です。

当初は精神病院でのマンパワーがないからこの不足

を何とかしなくてはいけないだろうという事を掲げ

て、ＰＳＷの配置と財源措置の要望を出したり必要性を

訴えたりというような形で動いていっていました。

八七年に社会福祉士法と介護福祉士法が作られまし

た。この同じ年に精神保健法が作られて、いよいよ積

極的に協会では国との交渉を始めたようです。福祉の

各団体の協議だとか、ＭＳＷ協会だとかのぶつかり合
いを続けてそして去年の十二月に法制定という風にな

りました。

家族会の方でもＰＳＷの資格化には、賛成だと言って

動いていました。

自分の家族である患者さんの為に動いてくれると思

えるＰＳＷが、かなり身分的にも低いということへの同

情もあったんだろうなあと思いますし、資格によって

専門家となれば、それで患者さんが良くなるだろうと
いう思いもあるのだろうと思います。

人権保障の有償業務化は社会福祉の理念から逸脱して
いる

でも、実情はＰＳＷが病院の中で資格が与えられたと

しても、病院の構造はやはりヒエラルキー構造でお医

者さんが一番偉い訳で、ここが変わらない限り内実は

変わらないだろうと思います。

協会の方では患者の人権保障、その為の業務、その

業務を保障する身分法と言っている訳ですけど、本来
人権の保障っていうのは誰でも無償で得られるべきも

のだろうと思う訳です。

ところが、その為の業務が点数化されて、業務が商

品化されてしまうという風になると、これはもうＰＳＷ

がその基礎を社会福祉に置いているという基本自体が

揺らいでしまっている。社会保障の基盤から外れてし

まったと言えるだろうと思います。これ自体でもう、

「敗北」と言えるのではないかと思います。

こういう流れを見てもやっぱり、その専門性という資格は国家が必要とした時に作られる

言葉でＰＳＷ独自の身分をずっと欲しがってきたんだな

あ っ て い う 事 改 め て 感 じ ま す 。 こ こ に き て も う ひ と つ 国 の 方 で 資 格 化 を す す め て い

欲しい欲しいと言ってきても実現しなかったのが、るものに、ケアーマネージャーがあります。

急に進んだのはここのところで、精神病院協会が大きこのケアーマネージャーは国家資格ではなくて、自
く影響していただろうという風に思います。治体が与えるといったようなものなのですが、この決

精神保健法では精神障害者の社会復帰を謳っていまめ方を見ると、国が制度上必要だと思うと、その内容

す。これをすすめるにはマンパワーが必要と言われてはどうであれともかく資格は作ってしまうんだな
います。そのためには経済的裏づけがなければ企業であ、ってことがとても良く感じられます。

ある病院が成り立ちません。だから、ＰＳＷを何とか点ケアーマネージャーは介護保険に絡んでできる資格

数化して、収入に結び付けたい。そういう事も絡まっです。

て協会では資格制度化に動いたという風に言えるだろ介護保険は、高齢者の方に介護が必要だという状況

う か と 思 い ま す 。 が 出 た 時 に 、 ど う い う 介 護 が 必 要 か の 認 定 を 受 け て 、
●
●



その認定の度合いに合った介護を受けるというもの

で、この時にその認定に合った費用の中で何と何を組

み合わせてケアを受けるか、という事をマネージメン

トするのですのがケアーマネージャーの業務です。

介護保険法は二〇〇〇年から実施と決まっていま

す。それが決まっていますから、実際に介護保険が始

まる時には認定を受けなければならない人がものすご
い数で出てくる訳です。

高齢者の介護の必要度の認定は自治体でする事に

なっていますが、自治体の方では、人手が足りず大変

だということで、認定業務をケアーマネージャーに委

託しようとしています。厚生省ではケアーマネー

ジャーが四万人必要だと言っていますし、老人関係の

施設や病院等ではこのケアーマネージャーがいなけれ
ばならないということになっていきます。

ケアーマネージャーは当初、受験資格が医者だとか

看護婦さんだとか九種目に限られていました。しか
し、その後、医者、歯科医、薬剤師、保健婦、助産

婦、看護婦、准看護婦、ＰＴ、ＯＴ、社会福祉士、介護

福祉士、按摩マッサージ士、指圧士、鍼灸士、栄養

士、技士、装具士、言語療法士、歯科衛生士、視能訓

練士、言語療法士、柔道整復士、精神保健福祉士、医

療福祉士、社会福祉主事、ホームヘルパー一・二級、

身体障害者施設の相談員、社会福祉協議会の職員、寮

母、行政社会福祉関係の仕事をしていた人で、それぞ

れ五年以上の実務経験の持っている人とどんどん広

がってきて、五年以上あれば結局誰でもいいという形

になっいます。
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安がっている患者さんのアパートを訪ねると、「仕事
の時間外で行きなさい」と言われたりしていました。

それが、デイケアや訪問が点数化されると、その患

者さんにとって、デイケアや訪問が必要かどうかとか
いう事は全く抜きに、収入をあげる為にどんどんデイ

ケアの人数を増やせとか、訪問件数をあげろという事

が言われてきます。

社会復帰という名前で退院の促進が言われてきてい

ますが、実は長期在院が収入の減少に繋がるような点

数制度になっていますので、アパート探しのような事
も仕事として出てきます。

資格取得を目的に要請されることで資格に疑問を持た
なくなる

この間、新聞で、ＰＳＷの資格を取る為の専門学校の

宣伝を目にしました。

福祉より医療の方に片寄ったような形で作られてい

るようで、しかもそこで資格を取る為に勉強してくる

というような形になれば、「そういう状況はおかしい

んじゃないか」というような疑問を持つ若者は減って

きてしまうと思います。

東京足立病院でも見られることですが、ＯＴやＰＴ、

薬剤師なんかが白衣を着ていますし、なおかつ「先生」
と呼んで欲しいというような人達が出現しています。

資格が人間のランク付けにまでなってしまっていま

す。

国は、国にとって蓉鎧鼠ことを国の基準で動いてく資格化の中で切り捨てられる「専門家」もいる

れるという者がいればいい訳で、ことさら専門性を問

題にしている訳ではありません。

業務化（点数化）はニーズに答えるのではなく、ニーズ

を生み出そうとする

ＰＳＷは、病院という企業に雇われ、商品化された業

務を行うことに縛られます。
これまでは、患者さんと一緒にサークル活動等をし

ていると、「お遊びだ」と言われたり、一人暮らしで不

現在ＰＳＷとして仕事をしている者にとって、今回の

国家資格化では、五年以上の経験があればいろいろな

単位が足りなくても、講習を受けて受験することが出
来るようになっています。

ただし、今年の四月一日現在精神科の病院に在籍し

ている者とか、社会復帰施設に身を置いている者とか

に限られているので、例えば、老人施設や児童施設な

どで、自分としてはＰＳＷとしてのアイデンティティを

持ちつつ仕事をしている人達から一資格がいい、悪

９
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いは別として一自分達はどうなるんだろうという疑

問が出てきています。
この人達は、結果としては、国家資格化から切捨て

られてしまった。もし新たに取るとすると何年間か学

校に行って単位を取ってということになります。国家

資格化によって「精神保健福祉士」という名前になるの

で、「ＰＳＷ」としてならば勤務を続けられるのでしょう

けれども、「精神保健福祉士」という身分ではいられな

いわけです。

病院は、点数に繋がる精神保健福祉士を雇用するこ

とになるので、今まで病院で働いてきたけれどもたま

たま四月一日現在そこにいなかったという人たちが、

精神科の病院で働けなくなっていくわけです。そうし

て、ＰＳＷ自身が職場をどんどん狭めていってしまって
いるのではないか、というような疑問も持っていま

す。

三浦高史さんの発題

人権の保護と国民の管理

兵庫県中央子どもセンターの三浦と言います。

兵庫県ではこの四月から児童相談所の名前を「子ど

もセンター」と変えまして、私は、中央子どもセン
ターヘ勤めています。児童相談所に三〇年勤めてきた

んですけれども、「子どもセンター」というのはどこか

の児童公園みたいな名前で、何となく落ち着かないん

です。

名前を変えたのは、児童福祉法が改正になったとい

う事も一点あるんですけども、まあ、児童相談所のイ
メージアップということも一つ目的で、もうーつは新

しい時代の新しいニーズに取り組むんだという事で名

前を変更しております。

福祉というのは、やはり両刃の剣だと思っておりま

す。

国民の基本的な人権を守るという役目があると思う
のですけれども、裏を返せば、「保護」という形で国民
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を管理するという事にもなっている。その両方の役割

があるんじゃないかと。児童相談所のイメージが非常

に悪かったのは、どちらかというと、「管理」が優先さ

れてきたから、ではないかと思っております。

「児童相談所＝子どもセンター」が担わされた六つの新

しい仕事

新しい「子どもセンター」という名前が出来まして、

出来た途端に新しい仕事がどっと、これまでの仕事に

追加されて出てきました。

何が出てきたかといいますと、六つあります。
ひとつは管内のすべての小、中学校を訪問して学校

との連携を強めなさいということです。ざっと四〇〇

位あるんです。これ、大変なんですね。全部回るって

言ったら、ケースワーカーが顎出すのではないかと

思っているんですけど。

それが、信頼関係を作って連携を強めるってことに

なると、一回やそこらの訪問では無理だろうなと思っ

ているんですけれども。そういう事を新しい仕事とし

て取り組まざるをえない。

次に、子育てグループ等に講師を派遣してミニ講演

会を開きなさい、というのがあります。これも、年間

何十回かをこなさなきゃいけない。

さらに、インターネットにホームページを開いて、

子育て支援の情報を提供したり、あるいは子育て相談
に応じなさい、という事も言われています。

それから、四番目に、子育てグループに子どもセン

ターの施設の一部を提供して、住民に施設を解放しな

さいというような事もいわれております。

五番目は、中学、高校生等の年長児対策に取り組み

なさいという事で、思春期専門の精神科の嘱託医を配

置して毎週一回の相談日を作る。これは、医者に全部

まかせるって事は出来ないから、こちらも仕事の量が

かなり増えるわけです。

六つ目は、児童福祉法改正に合わせて、社会福祉審

議会の児童相談部会を設置して措置に関する意見を聞

きなさい、という事が出てきています。

実は、これだけ仕事を増やしてくれたんですけど
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も、この四月で職員は一名削減になりまして、うんざ措置権を行使して社会防衛に寄与してきた児童相談所

りしております。
この仕事には、私は四つねらいがあるんじゃないか

なと思ってます。

ひとつは直接サービスから、間接サーピスヘの移行

です。

これは、かなり以前から厚生省が言っていたんです

けれども、阪神淡路大震災とか、あるいは、神戸の須

磨区で起きた小学生連続殺傷事件なんかで、「心のケ

ア活動」という事で、児童相談所が動いた。私もその

仕事にかりだされて行っていたわけですけれども、そ

ういう中でいわゆる学校コンサルテーションというよ

うな、新しい分野が児童相談所の役割として位置づけ

られ始めたのではないかと思ってます。

二番目のねらいとしては子どもの保護から自立支援
へです。これには、児童福祉法の基本的な考え方の転

換があります。

保護ではなくて、自立支援なんだということを打ち

出しているんですけれども、問題の子どもの保護指導

から、問題の子どもの発生予防にっていう方向に児童

相談所も動かなくてはいけない、というような考え方

が出てきているんじゃないかと思います。

三つ目は間接サービスだけではすまない子ども達に

対して、児童相談所がより強力な指導をするというこ
とです。

より強力な指導とはどういう事かと言えば、結局は

そういう子ども遠の施設措置を強化しろという事で

す。そういう困難なケースヘの対応という事が要求さ

れています。

四つ目は児童の権利条約と７うヽ行政手続法との関係も

出てくると思うのですが、児童の人権や権利を守ると
いうことを、形としては、児童福祉審議会の方に諮問

して、そしてお墨付きを頂くということになると思い

ます。

こういうことが、額面通り、つまり本当に子ども達

の権利あるいは人権を守るという事で行われるんであ

れば、私はそれなりに意味があるとは思うんですけ

も、どうもそうではないのではないかと思います。

児童相談所が先も言いましたように悪いイメージを

持っているという事は何かって言いますと、やはり措

置権を使って社会防衛をして来たという部分が非常に

強いと思います。

福祉は、もともと資本主義社会の安全弁であると言
われるんですけれども、児童相談所もやはり、社会不

安に対処するという事を大きな役目として出発してい

ます。

児童相談所が設置されましたのは、昭和二三年、一

九四八年ですが、その最初の仕事がなんだったかとい

えば、戦災孤児、浮浪児対策で、路頭に迷っている子
ども達を保護して衣食住を与えて、教育も与えていく

んだという事が立て前でした。それだけ聞けば非常に

美談なわけですけれども、私は一度だけ、浮浪児、あ

るいは戦災孤児の子ども達を保護するという記録映画

を観た事がありますが、闇市みたいなところにトラッ

クを乗り付けて、警察官と一緒に、逃げまどっている

子ども達をひっつかまえてはトラックに放り込む。そ
れで送り込んでいったのが、当時ラジオにもありまし

たけれど、「鐘の鳴る丘」というあんな立派なとこでは

ないんですね。劣悪ないわゆる孤児院という所に放り

込んでいく。ですから、施設からどんどん、子ども達

は脱走するわけです。

その次に児童相談所が取り組んだのが何だったかと
いえば、第一次の非行のピークと言われている時期

に、少年非行対策に取り組んだ。

その時も何をしたかって言うと、少年非行を犯した

子ども達、警察に補導された子ども達を、どんどん施

設に送り込んでゆく。当時は感化院という風に呼ばれ

ていましたが、この四月からは、児童自立支援施設と
いう名前に変わりました。そこに子ども達を次々に送

り込んでいった。
一九六〇年代にはいって今度は何が始まったかとい

いますと、心身障害児対策です。この段階でようやく

障害児にも目を向けるようになったと言えなくもない
んでが、心身障害児対策もやはり施設に子ども達を送

り込むという仕事です。

１１
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こ・ういう風に児童相談ｉｇｉっ’ていうのは、その時々の

社会問題になった子ども達を施設に送り込む、措置権
を行使するという事で対処してきた。

説得の材料としての専門性

ただ、心身障害児対策の段階では、浮浪児対策や少

年非行対策と違って、施設入所に対して、保護者を説

得して同意させるという手順を踏みました。その時に

説得材料として使われたのが、専門性という言葉で

す。

「専門の心理判定員が検査した結果、これこれなん
だから、お宅の子どもさんは専門の施設で専門の職員

に専門的な指導をしてもらった方がずっと良くなりま

すよ」という言葉で子ども達を施設に送り込んだ。こ
れは、私自身もその当時、親を説得していた人間です

から、非常に胸が痛むんですけれども。

それまでの児童相談所には、専門性は必要なかった

訳です。つまり、社会の要請に従って、問題の子ども

達を施設に送り込むという役割だけだったんです。
ところが、一九六〇年代の半ば頃からだと思います

けれども、そういう措置権が使えない子ども達が現れ

てきた訳です。ひとつは登校拒否の子ども達、もうひ

とっは自閉症の子ども達です。

この子ども達については、受け皿になる施設がな

かった。だから何とか児童相談所が取り組まざるを得

なかったというのが実態です。
ここで初めて児童相談所っていうのは指導力を問わ

れたってことになると思います。

伝家の宝刀である措置権が行使出来ない事態に直面

して、児童相談所はいたしかたなくなのか、あるいは

心理判定員は、「いよいよ自分達の出番が来た」と喜び

勇んだのか分かりませんが、威信を求められたのが一
九六〇年代だったんだという風に思います。
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て、こういう取り組みがどんどん行われていたんです

けれども、ちょうどその当時が資格問題を巡っての論

争が起こるという時期に重なって、きます。

私自身の経験から言いますと、児童相談所の登校拒

否に対する取り組みって言うのは、かつての浮浪児対

策とか少年非行対策と同じように施設措置をするので

はなく、入れる場所がないので、児童相談所にある一

時保護所に子ども達を収容するという方式にちょっと

変更しただけでした。

家庭に引きこもって学校に行ってない子ども達のと

ころに児童相談所の職員が公用車を乗りつけまして
ー一私なんかも出かけて行ったんですけれども→

どもを無理矢理に部屋から引きずり出して、公用車に

積み込んで、児童相談所に連れ帰って一時保護してし

まう。
一時保護した所での生活の仕方っていうものがどう

いう生活かと言いえば、これもかなりえげつなくて、

軍隊の教練を思い出してもらったらいいんじゃないか
と まあ、思い出せない人が多いかもしれませんが
-ともかく身体を鍛えるというような名目で、どん

どん運動させるというような事を繰り返しました。後

に、戸塚ヨットスクールが摘発されましたけれども、

私自身も似たような事をやってきたんじゃないかと思
います。

今だったら、「拉致、監禁」とかって言葉を使われる

かも知れませんけど、児童相談所に無理矢理子どもを

引きずり込んでおいて、しかも、その子どもが「家に

帰してくれ」といくら懇願してもそれは聞き流して、

そういう状態で子どもに心理治療を行うというひどい

事を行っていたわけです。心理治療の輿似事やカウン
セリングをやって、それが収容治療であるというよう

な事を言っていた。

児童相談所に真に変更を迫ったのは自閉症の子ども達

だった

登校拒否には、児童相談所は、小手先の変更で対応し

た だ か ら 、 登 校 拒 否 に 関 し て 児 童 相 談 所 が 専 門 的 な

サービスを提供する機関に変わりえたかと言えば、変

特に一九六〇年代の後半から七〇年イー１；半ば頃にかけわらなかった。



本当に私たちに変わることを求めたのはなんだった
かと言うと、自閉症の子ども達だったと思います。

私自身自閉症の子どもに対して、何も出来ない、措

置も出来ない。だから気休め的にとりあえず子ども達
を児童相談所に通わせるという事を始めました。

児童相談所ってのは、断わり切れないものですから

次々に通ってくる子どもの数が増えて、最終的には１４
人の自閉症の子どもと、毎週Ｉ回つきあっていたんで

すけども、専門的な知識とか技術とかいうよりも、先

に体力的な問題の方がかなり大変で腰痛症になってし

まったりって事もありました。

その子ども達とつきあう中で、私は、「子どもを施

設に措置しないとすれば、児童相談所に何が出来るん

だろう」とか、「私に何が出来るんだろう」という事を

考えるようになりました。その中で、心理判定員とい

う仕事の枠を越えて、ケースワーカーの領域にまで踏

み込んでいってしまう。そうして、障害児保育とか、

あるいは障害児教育ってものを切り開くというような

仕事をやっていきました。自閉症に限らず、全ての障

害児の在宅福祉、あるいは地域福祉を考えていくよう

になったわけです。

その時期にちょうど、インテグレーションとかノー
マライゼーションという考えに出会う事が出来て、私

自身は養護学校の義務化ということにも、はっきりと

「これは反対や」という立場を、児童相談所の職員とし
て言い切ってしまいました。

一九七五年以降、子ども達は大変な時期を迎えたー

子どもの能力管理システムの完成

そこら辺からだいぶ、しんどい思いもしましたけど

も、一九七五年以後の子ども達の様子ってのはかなり

大変だったなって思います。

障害児の問題についても随分としんどい思いをしま

したけれども、養護学校の義務化ってものが一九七九

年に行われますが、同じ年に共通一次試験も行われて
います。私は、この段階がいわゆる子どもの能力管理

システムっていうものが出来あがった段階ではないか

な、と思っています。
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七〇年代の半ば頃からすでに、高校入試は、偏差値

でどんどん輪切りをされるようになって、能力別学校

に変えられていきました。

その能力管理システムが出来上がる段階で、子ども

遠が暴動を起こした。これが校内暴力だったと思いま

す。
いわゆる管理システムから落ちこぼれてしまった子

ども達一振り落とされた子ども遠と言った方がいい

かもしれませんーそういう子ども達が暴動を始め

た。これが、非行の第三のビークだと言われるんです

けれども、ここで、また私たち児童相談所の職員は、

子どもを施設に送り込むという方式で対処しました。
ただ、校内暴力の相談を受けると同時に、たとえば

不登校の相談を受けていく中で、実は非常におとなし
い子ども達からも、校内暴力や荒れている子ども達に

対してどちらかと言うと同情的、共感的な言葉がしば

しば聞かれました。

校内暴力は、警察官の導入と積極的な補導、逮捕、

あるいは非常に屈強な体育会系の生徒指導の教師を導

入して、鎮圧されました。

そうすると今度は、いじめとか自殺とか不登校とい

う問題が沢山出てきたのです。

この、不登校の子ども遠を集めて、私自身は児童相

談所の中に「思春期プレイルーム」って看板を揚げてし

まったんですけども、子ども遠のたむろする場所を

作って、「もう、学校なんていかなくていいやない

か」っていうような気持ちで、「楽しく登校拒否しま

しょうね」というような事を言った時期もありまし

た。つまり、学校の能力管理システムが強くなりすぎ

て、もう学校を見限ってもいいんじゃないか、という

感じさえしていたわけです。

子ども達の様子を見ていると、かつて私たちが強引
に連れ出していた子ども遠、つまり、登校拒否といわ

れていた子ども達は、どちらかと言えば、インフォー
マルな人間関係を作るのが非常に苦手で、例えば試験

の時だけは出席して、すごくいい点を取って帰ってく

るというような子ども遠がいたんですけれども、七〇

年代の後半から出てきた子ども遠というのは、試験は
どうも受けられないのだけれども、管理が緩む時には
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学校へ行ける。例えば遠足とか運動会とかそういう時
にはちゃんと学校に行っているんです。非常に楽しそ

うに生活をして、そしてまた学校を休んでしまう、と
いう事の繰り返しで、いわゆる登校拒否っていうもの

で作っています。

このようなたくさんのコースを作って、子どもをど

んどん分散させていく。

が、かなり裾野を拡げてしまったというか、能力管理専門家は名付けずには気が済まない

システムについて行けない子ども達が増えてしまった

という感じを受けております。

フリースクールすら取り込んで、管理システムは子ど

もを分断しつつ完遂する

一九九〇年代に入りますと、文部省は、不登校はど

の子にも起こりうる問題だと言い始めて、「適応教室」

というのを作っておりますけれども、どうも「適応教

室」っていうのが、私が作っていた「思春期プレイルー
ム」と似たり寄ったりのものじゃあないかと思いま

す。時々勉強も教えてくれるってとこを除きますと、

そうじゃないかなって思っています。

文部省はさらに、民間のフリースクールに通ってい

る子ども達も出席扱いにするとか、児童相談所に通っ

てきたらその日も出席扱いにするとか、そういうこと

すら言うようになっています。

兵庫県っていうのは非常に珍しい県ではないかと思
うのですが、県立のフリースクールを作ってしまいま

した。

ひとつは、中学を卒業した子ども遠、あるいは高校

を卒業した子ども遠の、特に不登校の子ども達を対象

にした施設というか学校というか「神出学園」というの

があります。

教育委員会がやっている「県立やまびこの里」とい

う、これも立派な施設ですが、学校に行っていない子
ども達が出・かけて行って宿泊をしたり、あるいは通っ

ていったりという事ができるそういう施設もありま

す。

また、主に高校中退者を対象にした「山の学校」と

言っていろんな事を教えてくれるところもあります。

山林の関係の専門家を育てるような学校という事で始

まったんですけども、ほとんどは野外活動の指導員を

養成するところになっています。こういう学校を県立
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実はいま学校の中で、学習障害というのが出てきて
います。

児童相談所の心理判定員で臨床心理士の資格も持っ
ている、まあなかなか頭の良い切れる人がいるのです

が、彼女は例えば、「高機能自閉症」とか「アスペル

ガー症候群」とか「非言語性学習障害」とか、どんどん

そういう名前をつけていくわけです。「何で名前つけ

なんだらいかんのや」と言うんですけれども、やはり

専門家としてはそういうのをつけなきゃいけないんだ

という風におしゃっている。

この三つの問題、外見から見たらほとんど差がない

んですよね。

児童相談所は、児童の人権センターとならなければい

けない

能力管理システムってのがより徹底していくんじゃ

あないか、その管理システムに乗っかって、いつも脱

落する不安というか恐怖というか、そういうものを考

えながら、そのシステムに乗っかっている。

その中で、子ども達は、特に乗っかれない子ども

達っていうか、振り落とされた子ども達ってのは、学

校からもう、心が離れていってしまっている。そこか

ら子どもの問題がまた出てきた。だから、自立支援

だっていう話になってきているんじゃあないかと思い

ます。

さっきも言いましたけれど、神戸市では大きな事件

も起きましたし、最近では、ナイフを使った事件が起
こったりして、心の教育だっていう事で騒いでいま

す。学校カウンセラーが設置されて、神戸市では学校

精神保健委員会とかができて、精神科の医者に学校が

相談するシステムも出来ようとしています。

保護から自立支援へと軸足が動きましたけれども、



これが私たちが取り組まざるをえない中学、高校生対

象の相談だと思うんですけど、その管理の網の目から
はずれた子ども達を児童福祉司が担うっていう方向

に、すすめられようとしているんじゃあないかと思い

ます。

非行問題を犯した子どもを指導する教護院は児童自

立支援施設になりました。不登校の子どもを主に扱っ

ている情緒障害児短期治療施設は、実はこれまで入所

年齢が中学生だったんですけれども、二十歳まで延長
されました。そういう中で児童相談所の職員は相変わ

らず、受け皿の整備を早くしなければっていうことを

さかんに言ってます。

社会的な要請というのは、児童相談所に措置権の行

使を要請しているんだという風に思いますけれども、

私は児童相談所が、児童の管理センターになったらい

けないんじゃないかと思います。子どもの種類を細分

化していく心理判定員は、結局のところ、管理セン
ターの機能をどんどん果たそうとしているのではない

かという感じがしてしようがない。

児童相談所は、むしろ、児童の人権センターとして

機能していかなければならないのではないか、と思い

ます。

戸恒香苗さんの発題

浮き世離れした東大病院

東大病院の小児科というところで心理相談室におり

ます。非常に大きな病院です。

私はこのお話をするにあたって、私の病院の中での

立場はどういうものなのかな、と考えてみたのです
が、「社長」である病院長の名前を知らない、それか

ら、小児科のお医者さんの名前も三～四人しか知らな

い、という状態で、非常に浮き世ぱなれした現場だっ

ていう風にあらためて思いました。

東大病院は二三区内にあります。実は二三区内の他
の私立の病院や都立病院では、もう小児科がなくなっ

ています。内科に全部吸収されています。
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ところが、東大病院の中では私たちの所にまでは、

そういう動きっていうのはほとんど何も入ってきてい
ません。私たちの小児科には、四人も心理相談員がい

ます。これも非常に浮き世ばなれした話で、小児科で

四人も、それもかなりの巨大な赤字を抱えている病院
の小児科が四人も抱えている、と言うのは、これは非

常に珍しい話だろうなと思います。
一応「心理の中央化」ってことは、少し噂にはなった

んですけど、各科にやはり心理の方がいらっしゃるみ

たいなんです。診療内科とか、精神科とか。まあ、何

人かは知ってはいるんですが、ほとんどその方たちと

も交流がなくて、私たちは小児科の十分の一ほどの外

来の空間を頂いて、そこで商売をしているという様子

です。

東大病院の医者は、他の病院とは違いまして、二～

三年ごとに変わります。ローテーション組んでいるん

だと思うんですが、みんな、外に行っちゃあ、また来

て、で、またいなくなっちゃう。

だから、私たちを管理しきれるお医者さんがいな

い。「こうしろ、ああしろ」という風には言えない。要

するに、私たちは、なんかすみっこで、主をやってい

るようなものです。

看護婦さんに関しても、やはり一年、二年のロー

テーションで各科を全部廻されちゃっているので、顔

見知りにはなるけれども、やはり自分たちの仕事が大

変で、私たちとの関係はそんな密にはならない。

事務職の方も、半年で全部各科を廻っています。

ある意味では、だから、「労働強化」って言い方、な
つかしい名前ですけども、そういう部分ではかなりの

ことが行われているんですが、やっぱり私たちはそこ

からもはずされている、という所にいます。

東大病院で働いているということが患者には既に資格

として機能している

私は就職したのが二〇年前なんですが、高卒の事務

職というポストが空きまして、それを心理相談に流用
して、私は高卒資格でそのポストにいるわけです。資

格については、病院内で問われたこともないし、患者
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さんから「オタク、資格あるんですか？」っていう風に

聞かれた事もなくて、やっぱり東大病院っていう大学

総合病院の権威みたいなところで、私たちは守られて

きているという気がします。だから、仕事も入ってく

るんだろうなあと思います。

東大病院小児科心理相談の仕事-ただひたすら人に

会い続ける毎日

皆さん、私の仕事がどんな仕事か知りたいと思うん
ですが、ただ、ひたすら二〇年間、人に会い続けてい

ます。

三人で一緒にやっているんですけど、家族療法と

か、人を集めてグループやるとかいう、何か新しい療

法がありますが、そういうのをやろうという「野心」を

持つ人がいなくて、そんな「療法」をやることもなく、

ます。あと、ずっと長くやってきているもので障害を

持った子どもたちの会があって、そこの学校の問題、

家庭での問題も関わってきています。
ここ最近二～三年、これは私だけなんですけど、三

十代前後のある女の人が話に来たいといらっしゃっ

た。その人が、二、三回だか、三、四回だかで終わっ

たら、今度はそのお友達というのが来て。で、そのお

友達がまた終わったら、またその人の前のお友達のお

友達っていうのが来たりとか。結局六人の人が、三十

代前後の方が来て話していきます。私も人がいいから

「嫌です」とも言わず、「三十代ってどんな事考えてい

るのかなあ」と思って、ある意味では気楽なわけで

す。気楽な仕事もひとっ入れてみようと思って、ま

あ、会っているわけですけど。その辺のエピソードも

含めて時間内で終わらしてみようと思います。

ひたすらただ変わりなく二〇年間人と会い続けている「待つ」センスを持つ医者のすばらしさに感じ入る

という、まさしく専門職なわけです。

患者さんの受け方は、以前は、お医者さんが、何か今、部屋で三人のお医者さんが関わってくれていま

熱が出ただの、発作を起こすだのあって検査をしたけす。
れども異常なしで、手間がかかるから心理の方お願い彼等は、実は以前に二～三年いたんですけれども、

しますって事で引き受けていたわけです。

それが、最近は何か不思誰なんですが、直接電話で

私たちの所に患者さんが電話をしてきて、「人から聞
いたんですけれども」とか「誰かさんがこう言ったんで

すが」とか「東大病院には何かあるかと思って電話した

らここに廻されました」とかいう。

私、試しに一月から四月までの手帳を繰ってみまし
た。そうしましたら、五二～三人の名前が入っている

んです。

その内の半分が、小児科は十八歳までなんですけ
ど、それを越えていて四〇歳位までの人がいます。

精神科の医者や小児科の医者と組んでいるのは五十

数人のうち半分くらいで、半分は、親と子という形で

同僚と組んだりしています。
この、二十数年、昔は登校拒否の方が主流だったん

ですけれども、最近は、拒食、過食の女の子たちが非

常に増えています。それから、神戸の事件やナイフの

事件が起きますと、不安にかられた親が飛び込んでき

１６

どういう訳か私たちの仕事に興味を持ったようで、自

分たちもそういう仕事をしたいと、今は外に出ている

のですが、月二回外来を一緒に持っています。

その中に、私がとても「なるほど」って思う医者がい

まして。
この人は、一切の診断をしないんです。親が、例え

ば、にの子は自閉症じゃないか」なんて診断を欲しが

ると、「何で、そんなモン欲しいんだ？」と「状態には

変わりないじゃないか、こうして生きていくしかな
い」って答えることができる人なんです。

この前、一週間寝ないって子がいたんです。夜中

じゅうあばれちゃって、家中の物引っぱり出してやぶ
いちゃう。キイキイ、キイキイ騒ぐんで親も参っ

ちゃった。

私もその話聞いただけで参っちゃうわけですよね。
そんなの一ヶ月もニケ月も続くわけないと分かってい

るんだけど、医者に、「先生、なんか眠らせる、ビ

タッと止まる薬ないですか？」って聞くわけです。そ



うすると、「薬はあるけれども、彼女には絶対効かな
い」って言うわけです。「彼女に効かせるためには、相

当量の、もう僕は恐くて言えないような量を飲ませな

くてはいけない」と。「ああ、それもそうだろうなあ」

と私も納得します。

しかし、親御さんは、街の精神科に飛び込んじゃっ

たわけです。暮れに、どこも開いていなくづて。

ところがそこで出された薬は、やっぱり副作用の方

がひどくって、もう、瞳孔が開いちゃうような状態

で、加えて硬直状態になちゃって。

その薬の話を聞いた医者が「だから、あれは駄目な

んだよ。あんなもん出しちゃ。精神科の医者はああい

う子を見た事がないから、びっくりしちゃってその量

出しちゃうんだよな。それを飲んじゃったらもう、ほ

んとに副作用しか出ないよ」と。

あと、もう一つ「すごいなあ」と思ったのは、もう骨

と皮だけのような拒食の女の子が来て、で、私たちも

ほんとに見ていて「入院させて点滴を受けさせた方が

いいんじゃないですか？」っていう風に言うと、「そ

りゃ、もう死を迎えるのと同じだ」っていう風に言わ

れました。「それをやっちゃったら、彼女がショック

を受けちゃって大変なんだ」と。「こうやって、週ｌ

回、何だか知らないけども、わかんない話をしに来

る。その事が大事なんだ」という風に言い切ってい

て、実際にその子、半年もたったら、何となくふっく

らとしてきました。

この辺の、待つ、待てる、そういう感覚っていうの

は、すごいなあって思いました。

自分の不安を心理に肩代わりさせようとした医者にあ

きれる

一方で、この前、外科の若いお医者さんから電話が

入りまして、「実は、がんのお子さんにこれから手術

を施す」と。それについて、手術の説明を私たちにし

て欲しいという。

私は小児科で、そういう専門の事がー切わからない

ところに、 ’ ぽんつとそういう話が入ってきたわけで

す。で、実際にそんな事はできないし、医者には、
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「一緒に、命を預かっているのは、あなただ。あなた

がー緒に頑張ろうって言わなかったならば、その子も

やっぱり頑張れないんじゃないですか？」って、返し

たんですが。「術後のケアについて、何か遊ぶとか

ね、暇だったら来るとか、そういう付き合いは出来ま

すけど」と言ったんですけど。その後は、電話はあり

ませんでした。

私が思うに、やっぱり、その若いお医者さんは、

とってもしんどかったんだろうなと。生き死にを賭け

た手術、自分もそれをどういうふうに引き受けたらい

いかわからない手術を説明するっていう、向き合うっ

ていう、まず最初の仕事がとってもしんどくって、ア

メリカかなんかで、そういうの見たことがあるのかも

知れませんけど、そういうことの間を取る人がいてそ

れをやってくれる、そんな有り難い人がいるんなら、

そりゃあもう、是非やって欲しいという感じだったの

かな思いました。

イギリスの出生前診断のクリニックの話をＮＨＫで

見たんですけれども、イギリスではそれがきちんと整

備されちゃっていて、出生前診断っていうのが無料で

妊婦さんに行われているんです。

女性は、産婦人科に行くんじゃなくって、出生前診

断クリニックってとこに全員行くわけです。そこで誰
が現れるかっていうと、まず血液検査をする、それ

で、可能性、確率が出た人に対してまず、遺伝カウン

セラーって方が付きます。その方が、医者の診断した

確率を妊婦さんに語るわけです。それが、インフォー
ムド・コンセントで、十分な説明って形で行われま

す。そして、拒否するか、拒否しないか、自己決定さ

せられるわけです。

出生前診断で分かる障害を持つ子どもが、二〇年前

には一年に五〇〇人生まれていたのが、今では二人し
か生まれていないという状態だそうです。殆ど全ての

人が中絶する。

中絶をすると次に何が待ち受けているかというと、

今度は中絶相談センターっていう所が出てくるわけで

す。中絶してしまったということの、悲しみ、つら

さ、葛藤を、今度はその電話相談センターのカウンセ

ラーが受けるわけです。で、「時が来れば、忘れるわ
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よ」とか、「こういう経験をした女の人たちがいるか

ら、その人を紹介するわ」とか、まさしく、私もしゃ
べった事があるような語り口でやるわけです。

事の前後で全部カウンセラーが引き受けていくとい

う構造が、これから始まってくるんだろうなあって思

います。

私たちの病院の中の医者も、そうあって欲しいと思
い始めているんだろうなあと思うわけです。

医者は自分の権力を放棄することはないだろう

この前ちょっと司会の林さんと話していて、林さん

が「医療の中での医者の役割をどんどん取っていっ

ちゃえば、医者の権限はなくなるのではないか。医者

を単に検査し検査結果を判断するだけの役割を担う者

としていくことで、医者の権威は相対化されない

か」って、そんな話になったんですが、どうもそうで
はない。

医者は病気を持った方たちを減らしていくわけで、

それは自分で自分の首を絞めることにならないかと尋

ねたら、「そんな事はない。医者なんてもんはみん

な、自分だけえらくって、治す事よりも、発見する事

に喜びを見いだす、そうなればね、発見する事で、権

威化していくんだから。もう、何だって医者にとっ

ちゃそれは誉れだ」と言っておりました。医者は自ら

の権限や権威を手放そうとは絶対にせず、パラメディ

カルはやっぱり医者の下で補完の仕事をしていく、心

理ならば、十分な説明を行っていく役割をやっぱり医

者に担わされるのだろうと思います。

狂言自殺で親を振り回す高校生との関わりの中で自分

は何をしていたか

もうひとつ、私が去年経験した話で、高校生で、

「クラス替えしたら友だちが一人もいなかった」、で、

「担任が何もしてくれない」っと言って騒ぎ始めた女の

子がいました。「学校に行けない状態だ」って、騒ぎ出

して。

最初は「ふん、ふん、そりゃ大変だね」って聞いてい
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たわけです。そのうちその子が、だんだん親を巻き込

んでいく。家で自殺騒ぎを始める。「手を切りまし

た、先生！」とか言って、自宅まで電話してくるわけ

です。

で、教師にも、担任にも電話しているわけです。担

任は飛んで行きますよね。親が「裁判にする」って言い

出したんです。人権養護何とかセンターとかいうのも

あるし、県教委にあるなんかそんな、教委のとこまで

行っちゃうし。

学校側は、私の所に飛んできました。学校側は、非

常にあせっちゃったわけですね。「この子は登校拒否

じゃあないか？」とか、「精神病ではないか？」とか、

まあ、学校は非常にあせるわけですね。どうも私が見

たところ、「死にもしないし、絶対そりゃあ、死には

しませんよ」っていう事と、それから、「登校拒否じゃ
なくて、あの人は、しっかり出席日数を数えてちゃっ

かりちゃんと卒業しますよ」って言ったんですが、

やっぱりその、親の剣幕とその本人のやらかす事で、

学校側はすごいあせっちゃう。

私も、その子の気持ちみたいのがわかる。「ああ、

やっているな」っていうのがわかるんだけど、だんだ

んこう腹が立ってくる。学校側が非常に気の毒になっ

てきちゃった。

このへんが私も、ぶれちゃって。本人はちゃんと

しっかり出席日数取って、しっかり担任とも非常にい
い関係を作りながら、親にはそんな事言わないんです

よ、いい関係があったなんて。親にはもう「担任は私

の事いじめる」と「皆には面接ちゃんと入れるのに私に

は一切入れてくれない、無視する」と言いまして、す

ごいそこのギャップがありすぎちゃって、担任も迷っ

ちゃったって経過があったんですが、ちゃんと卒業し
ていきました。

この件で、私はなんだったんだろう？って思うんで

すが、間に入って、右往左往して、両方をなだめてい

たという話で、これが専門性のどういう話になるの
か、ちょっと後で繋げていただければって思います。

時が来れば自然と解けることに、今すぐ結論を出した
がる、生きる迫力を感じさせることのない三十代の女



性達

さっきの三十歳代の女の人たちの話をしますと、私

小さい頃から、母の横にすわって、近所のおぱさんた

ちの「一代物語」を、いつも聞いていたわけです。みん

な、なんかしゃべりに来ちゃあ、すごい話をしていく

んです。だんだん興に乗って、今七十代、八十代のお

ばさんたちですけれども、あの頃はまだ若かったわけ

ですよね。三、四十代で。みんな戦争くぐっています

から、「生き死に」の話を一代物語として語っていくわ

けです。引き込まれながら私はそれを聞いてました。

今、私自身も含めてなんですけど、三十代の方たち
には一代物語ってないんですよね。そういう意味で

は、迫力が不足していて、話としては、「いかにス
マートに今の現代の女性として仕事をやめずに家庭を

両立させるか」、とか、「恋人との関係をどう対等に

やっていくか」、とか。あと「母娘の関係を掘り下げた
い」とか。非常に何か、私からすれば「やんなくたって

いいじゃん、そんなもの。四〇、五〇になればわかる

わよ。かあちゃんとの関係なんて」って思うんだけ

ど、それをやりたいと。それは、私は蹴ってますけど

も。
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教育の視点から見た資格・専門性っていうのを、

ちょっと考えてみたいと思います。

僕は、資格・専門性については、批判的には見てい
るんですけれども、じゃあ、それをまるっきり否定し

ちゃってどうなのかなあ、という戸惑いもあるんで

す。

臨床心理士の国家資格化の問題があってこの学会が

出来たわけですけれども、今考えてみますと、やっぱ

りあれはあれで良かったんだなあと思っています。学

校現場なんかでも、あの問題ってものが非常にリアル

になってきて、「うん、あれは確かにああいう決断を

したのは正しかったんじゃないかな」って思うんです
けどね。

ただ、もう少し具体的に、ではどういう風にこの資

格・専門性の問題を改善していくのか、というような
ところが、まだ僕の中に見えて来ないんです。

と言うのは、僕達は、資格・専門性がいろんな所で

林立していて、それにどっぷり浸かっているわけで

す。僕達自身も、何らかの形で資格・専門性を使って

生きているわけです。そこをどういう風に考えていく
のかなあ、って思うのです。

一方で、「おばさん、大変な事になっちゃったよ。」制度があれば専門性は存在する

「何よ。男でもできたの？」「いやあ、子どもが出来

ちゃったよ」って十六、七の女の子がいるわけです。

声が朗らかになっちゃってたりして、もう生みたいん

だろうなあって思うと、彼女はもうすでに一人産んで

もいて、「どうにかなるんじゃあないの？」って答える

しかない。

そんな彼女と、その三十代の女性たちの話っていう

のが、何かこう私の中でね、繋がらないんです。

飯島勤さんの発題

資格・専門性林立の現実の中で、僕達も資格・専門性

を使ってい生きていることをどう考えるか

僕は特殊教育の教員をやっているんですけれども、

端的に言えば、特殊教育という制度をなくさない限
り、特殊教育の専門性とか、そういうものは、残って
いくと思うのです。

僕は、自分の力を高めて行く為には、専門性ってい

うのがある程度必要だって思っています。それを「専

門性」という言葉で表現するべきかどうかはわかりま
せんけれど。

例えば、今年、小学生の五年生の子どもを新しく受

け持つことになったのですが、身体が不自由で知的な

障害があるんですが、いろんな授業をしていく時に、

自分も勉強しなけりゃならないです。

「歩行訓練をやってくれ」っていきなり言われまし
て、どんな課題でやっていくのかな、とか、それどう

僕の場合は養護学校の教員をしていますので、特殊いう風に実施したらいいのかな、とか、何故そんな事

１９



社会臨床雑誌第６巻第３号｛・ＩＳ｝９９．３．）

するんだろうか、って事を自分なりに納得してやりた

いと思うわけです。そうすると、そのことについての

勉強が、やっぱり必要になってくるんです。

生きていくためには「資格」をとらなけれぱならないこ

ともある

ただ、そういう素朴な段階で専門性を考えていられ

ればいいんですけど、やっぱり一旦仕事をやっていく

と、この現実の社会の中で生きてくわけですから、そ

の専門性を人にひけらかしたり、それをもって生きる

術にするとか、そういう事が必要になっちゃうところ
があるんですよね。

例えば僕の場合、教員になるについては、教員免

許ってものが必要なわけです。
こんなものあったからってどうってことないんです

けれど、免許がなくたって、子どもたちの教育がすご

く上手な人はいるわけです。例えば僕の学校でも、先

生なんかよりも、スクールバスの運転手さんの方が

よっぽど子どもたちの扱いが上手だったり、一番始め

に学校にきてなつくのはそういうおじさんたちだった

りするんですけど。でも、学校の教員ってことになる

と免許が必要になってくる。取らなければ教員になれ

ない。そういう構図があるわけですよね。

そういう事を考えていくと、まず、自分を批判しな

ければならないということになります。

教員になるにはまず、学校を出なければなりませ

ん。僕の場合は都市部ではなかったので、昭和二六年

生れですけれども、同級生の中で大学に行った人は少

間の会社に就職したんですけれども、家族に障害児が
いましたので、「障害児教育やってみたいなあ」ってな

事で、そこを辞めます。

辞めるにあたって、養護学校の教員の免許を取りま

した。これが、今思うと義務化の二年くらい前なんで

す。だから、そういう気運に乗っちゃった、ってこと

なんですけれどれも、自分の意図がどうであれ、その

気運に乗って今日そのおかげで職を得ているわけで
す。

養護学校の教員をしていると、いろいろな専門的な

事を問われる事があります。

僕は、その辺についても非常にいい加減な人間でし

て、養護学校の人間でありながら統合教育の運動とか

なんかしているわけです。ですから、よく「飯島は、

何故養護学校の教員をしながら、養護学校を否定する
ような活動をするのか？」とか言われて、いろんな抑

圧を受けたり、睨まれたりしているわけですけども、

そういう自分を、じゃあ、どういう風に考えていくの
かな、と思っているんです。その時にやはり、特殊教

育制度っていうのを変えていかなければいけないって

気持ちがあるわけです。特殊教育制度を変える事に
よって、子どもたちも、そのくびきの中から解放でき

るし、自分もその囚われの中から解放されるんじゃな
いか。だから、そういった所を目指してやっていきた

いなあって思っています。まあ、簡単に特殊教育制度

がなくなるかどうかはわかりませんが、気持ちとして
はそういう方向で努力していきたいなと思っていま

す。

ないです。六〇人くらい同級生がいますが、五、六人ある就学の問題から

しか行っていません。そして、六人兄弟の一番下なん

ですが、他の兄弟はだれも大学には行っていません。ある重度障害の子どもに「訪問教育」を強制した山梨県

中卒もいますし、両親は小学校卒です。「一番下の僕教育委員会
くらい、学校出したい」っていう気持ちが母親には最近、ある障害児の就学問題に関わりを持ちまし

あったようですが、父親には「そんなとこ、行く必要た。

無い」って反対されて、結局、決まっていた就職先がこの子は、いわゆる重度障害児と言われている子

突然駄目になって、それで急濾、仕方ないって形で父で、経管栄養で鼻から管を通してそこからミルクを注

親が認めて学校に行く事になりました。

そこで、なんとなく教員免許を取って、いったん民
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入するような形で食事をしますし、咽に穴を開けてお
いて、そこから痰がつまった時に吸引するとか、そう



いうことをしながら暮らしている子どもです。その子

どもさんの親が、どうしても地域の学校に行きたいと
いう事で、そういう話が私のところへいろんな関係か

らあって、「じゃあ、まあ、一緒にやりましょう」って

事になりました。

結局、最終的にぎりぎりの三月の末になって、県の

教育委員会から、「養護学校の訪問教育を受けろ」と強

制的な通知が出されました。

翌日、僕とか親御さんで県教委に行って、それを返

して抗議をしてきたんですけれども、今は、親御さん

の方がそういう生活に疲れてきていて、やむおえない

かなっていう状態になっています。

ただ、そういう通知が出た事については非常に憤慨

していますし、不服なんですが、やむおえない、現実

の中で何か考えていこうっていう方向です。

親をねじふせるために「専門性」を強調した県教委
この事の中で、やはり、専門性って事が、すごく教

育委員会の方たちから強調されるんです。

例えば、「専門的な教育を受けた方が、その子ども

さんの幸せだ」とか言うわけです。幸せかどうかなん

てことは、親と子ども自身が判断する事で、幸せを教

育委員会が押し付ける必要なんかないって思うんです

が、そういう事を平気で言う。

それから、「判断するのはやはり専門家だ」なんてこ
とも言う。「就学指導委員会の専門家が判断した事を

もとに、教育委員会が決めていくんだ」と言うわけで

す。就学指導委員会なんて、御存じのように、特殊教

育関係者とか、福祉関係者、それから医者とか、そう
いった人たちが教育委員会の都合で選ぱれて、ちょっ

とした会議を持つだけで、ほとんどが子どもの事を知

らない。当の子どもを見た事もないような人たちが、

もちろん親も交えることなく、勝手に判断して、それ
を押し付けてくるわけです。

これはほんとにおかしなことです。

専門性ということは、特殊教育の場合には、ほとん
どこういったレベルで強調されているんです。論理的

にどうのこうのって言うんじゃないんです。

論理な批判としては、例えば、この学会が日臨心の
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時代に出版した「戦後特殊教育その構造と論理の批

判」の中できちんと述べられている事だと思うんです

けども、あれからもう二〇年近くたっても一般的には

そういう使われ方がしていて、そのことに、ほとんど

抵抗出来ないような状況も生まれているんです。それ
が本当に残念でならない。

「専門性」が都合良く利用されていく
どうしてそんな事が許されちゃうのかなって考える

のですが、一つはこういう事があると思います。特殊

教育の専門性っていうのが、障害児を地域から切り離

す為の格好の□実になっちゃっている。

例えば、地元の小学校の校長が、こう言うんです。

「能力の低い者が小学校に来ても私には授業が出来な
い。専門家がそれをやるべきだ」って言うんです。こ

ういう形で全然受け付けないわけです。

二つ目の問題としては、専門家側の問題なんです

が、そういう風におだてられてしまった特殊教育関係

者の方は、「一応ああいう子どもたちが普通の学校に

行っても、条件が全く整ってないわけだから専門的な

教育が必要である」っていうふうに自画自賛するわけ
です。ところが最終的な結論というのは、「あの子の

場合は医療行為が必要なので通学させられない。訪問

教育を受けなさい」という形になってくるわけです。

僕は、彼らの言う「専門的な教育っていうのは、̶体

なんなんだ」って思うわけです。結局、家庭の中に閉

じ込めてしまう事でしかない。

いわゆる寝たきりのような子なんですが、でもこの

子が自宅付近を散歩してましたら、近くの幼稚園の子
どもが一一小学生だったかもしれませんが一一近づい

てくれて、どんぐりの実を握らせてくれたんです。そ

の日はそれを夜まで握り締めていて、お父さんが帰る

まで握っていたそうです。彼女は把握する力が弱いん
ですが、お父さんが帰るまで握り続けていた。例えば

そんなような、いろいろな経験する中で、親御さんが

「やっぱり、この子には友だちが必要なんだ」と思った

わけです。

訪問教育っていうのは週に二～三回、自宅などを先
生が訪問するのですが、-対一です。大人とその子ど
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もの関係でしかない。授業の内容っていうのも、養護

訓練みたいな事を一時間か二時間位やるだけです。そ

んな教育形態が、本当に「専門的な教育」として自慢で

きるものなのか。通学できる子どもに訪問教育を強制

する教育。通学できる子どもに訪問教育なんて強制す
べきじゃないと思うのです。でも、そういう事が平気

で行われているのです。それが特殊教育関係者の考え

方なんです。

三つ目の問題としては、なり振り構わずそういう事

を強行する時は、権力を使うって事です。

指導主事は「この子が普通学級に行ってしまった

ら、今まで養護学校に行った子どもはどうなるんだ」

などという発言をする。そんな事はよけいなお世話で

す。要するに、特殊教育制度を維持する事が彼らの目

的なのです。「お子さんの幸せを考えている」なんて平

気で言うわけですけれども。

それから、就学指導委員会の判断に基づいて教育委

員会が就学先を決めるんだ、という権力的な考え方で

す。

今どき、平気でそんな事を決めて押し付けてくる。
しかも、全然その子どもたちを見たこともない人間

が、密室でちょっと書類を見ただけで決めていくわけ

です。本当に恐ろしいなあって思うんです。

僕なんかも、そういう事に関わると、かなり抑圧を
かけられるわけです。校長が僕を呼びつけて、「県の

教育委員会からこういう話があったんで、手を引

け」ってな事を言うわけです。「県立学校の教員がこん

な事したら困る」と。勿論、そんな事ははねつけまし

たが。でも、どうしてそんな卑怯な事をまでしかけて

くるのか、本当に専門的で立派な教育だったら、そん

な事しなくたってみんな行くと思うんですが。とにか

く、そういう事を平気でやってくるわけです。かなり

権力的な形で出てくるわけます。

最大の問題は、許されないことを見過ごしにしてしま

う風潮

しかし、なによりも問題なのは、それを見過ごしに

してしまう風潮、これが一番の問題だと思うのです。
どう考えたってこんなこと許されないと思うんです

２２

よね。僕も実際に養護学校の教員をやっていますけど

も、県の教育委員会にいたことがありまして、就学相

談なんかをして振り分けをさせられました。例えば就

学先を決める時の資料を作るのに、知能検査とかを

やって、どこがいいとかって沓くのですが、僕には出

来なかったんです。最終的には、親の希望とかを尊重

してやることしか出来ないのですが。「こっちに行き

なさい」とかって事が、僕自身には出来なかったんで

すけど、何故そういう事が出来ちゃうのかってことが

わからない。

そして、それをーいろいろ立場あるでしょうけど

ほとんどの人たちが怒らない。例えば、地域の人

たちが「事を荒立てない方がいいよ、飯島さん。そん

なごたごたすると駄目だよ」って忠告してくれます。

それから、学校の先生たちはほとんど積極的に動きま
せん。地域の学校の先生たちもそうですし、特殊教育

の教員たちもほとんど話題にしませんでした。新聞に

も載ったりして、いろいろ大きな問題にはなっていた

んですが、表立って論じる人はいませんでした。

僕は、僕の前に来て「飯島、お前、何変な事やって
んだ？自分たちが養護学校の教員やっていて、専門

的な教育をばっちりしてやるから、養護学校に来るよ

うにさせればいいじゃあないか」と、そういう風な事

を僕に言ってくれる同僚たちがいれば、それなりに納

得というか、立派だなあと思うんですけど、そんな事

も言って来る教員はいない。しら～っとした雰囲気が

漂っているわけです。
いろんな運動組織があって、そういう組織なんかに

話をしてみたりもしたのですが、こういう組織は自分

たちの思惑から外れるとなかなか応援してくれない。
これもおかしい。

「こうやったらどうだ」とか「もっと、うまいやり方

があるよ」とかいろんなこと言ってくれる人もいるの

ですが、じかに表に立ってくれないし、何か具体的に

やってくれるわけではない。

結局みんな、保身って言うんですかね、自分の立場

を保ったり、事を荒立てたりする事を避けてる。そし
てその無関心の中で、いじめにも相当するようなこう

いう事態が許されていく。そういったものが、専門性



とか、資格とか、そういうものを暗黙のうちに支えてん。

いるのだと思います。

「共に生きる」「ノーマライゼーション」は遠く

そういう事考えるにつけ、共に生きるとか、ノーマ

ライゼーションとか、そういう風になっていくのか

なって考えると、ならないんじゃあないかって思うの

です。

むしろ、そういう理念からどんどん後ずさりしてい

くような現実があって、とんでもない方向に突き進ん

でいるんじゃないかなと思います。

ちょっとよけいな話になるのですが、この事を考え

ている時に、島崎藤村の沓いた『夜明け前』って小説を

学生時代に読んだ事があるんですけど、なんかもう一

度読み返してみたいなって気がしました。

青山半蔵って人が、藤村の父親がモデルだそうです

けど、木曾の山の中で明治維新に夢を託すわけです。

しかし、時代にいろいろ裏切られてしまって、最期に

は狂い死にしていくみたいな形で終わる小説ではな

かったかなって思うんですけど。なんか時代が変な方

に動いていて、そういう世の中とか時代とかと、自分

がどう渡りあっていくのかって事が、すごく気になり

ました。

資格とか専門性とかそういう事を越えて、こういう

事を許しちゃう社会っていうのがずっと続いていくん
だろうかって、すごいショックがあったのです。

特殊教育の中で自己否定っと言っても、辛いです。

山梨には、特殊教育諸学校は九つくらいあるんで

す。学校の数としては少ないですけども、教員の数は

相当います。数百人、五〇〇人近くいると思います。
でも、特殊教育の教員の中で、こういった事に共鳴

してくれる人ってほとんどいません。表向きちょっと

調子合わせてくれるとか、裏ではそういう話できる人
は多少いますけど。

殆どの人たちが、いざとなると見向きもしてくれま
せん。何人かの友だちがいまして、こういう運動を山

梨の中でやってきたんですけれど、皆僕と同じ四十代

後半から五十代にかけての人ばかりで後が続きませ
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そして、その中のもう何人もの友だちが疲れている
んです、今。心身共に疲れていて、例えば、病院に入

院している者もいますし、カウンセリングを受けて病

院に通っている者もいます。体調崩しちゃったとか、

そういうような状態なんです。それで、自分もなんか
このまま行ったら、どうなるかなあって、かなりきつ

いんですけれども、その辺はまあ、見かけよりはかな

り気が強い方なのでなんとか、頑張っていこうかな

あって思うっているんですが。

ただ、どうしても特殊教育という枠の中で戦い続け

なくてもいいのではないかなあ、っていう気がしてき

て、やり方を少し考えて、もう少し楽な形でこれから

はやっていこうかなあって思い始めています。いろい

ろなことが外からも出来るでしょうし、そんな方向も

模索して行こうかなあと今、考えています。

まあそんなような事を今つらつらと考えているので

すが、結論を言いますと、資格とか専門性って問題を

考えていく場合に、非常に難しい問題があって、自己

批判もしなけりゃならないし、状況ってものがものす
ごく厳しい。それをどうやって具体的に変えていくの

かというところが、めどがたたないわけです。それで

も、やっていこうという気持ちはありますけれども。

その辺がどうなんだろうなって事を提起したいと思い

ます。

それから、資格・専門性っていうのは、あまり真面

目に考えていっても、実際に使われている次元という
のは、ものすごい愚劣な形で使われていると思うんで

す。先ほども言ったように、その就学指導の中で行わ

れる「専門性」なんてものは、ほんとにめちゃめちゃな

感じがします。論理的には批判できるんですけど、そ
れを強引に通してくるわけですから。そういうのにど

ういう風に立ち向かっていけばいいのかとか、そうい

う事をみんなで考えて頂いて、教えてもらえたらな

あって思います。

午前の部、まとめ

２３
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以上のような発題を四人の発題者から受けて、司会

の赤松さんは、

一第二次大戦後、一九六〇年代、その頃か

らずっと制度と資格化全てが、子どもの領域でも

大人の領域でも進んできた。今、制度にがんじが
らめになって、資格もその中に組み込まれてい

る。もう逃げ道がないような体制が出来てきてい

る中でのにこ」、現場でぷつかっている非常にし

んどい状況が出されたように思います。

今ではただ、そこをどうぶつかっていけばいい
のか、そこにどう組みしていくか、というのが残

されているというか、これからの問題だと思いま

す 。 -

とまとめて、午前の部を終えました。

コ メ ン テ ー タ ー に よ る コ メ ン ト

午前中、四名の話題提供者から以上のような話を頂
いて、午後は討論の時間をとりました。

まず、コメンテーターとして木之下孝利さん、そし

て山下恒男さんから意見を頂き、その後、フロアの参

加者の方へとマイクを回しました。

以下、その様子を報告しますが、午前中の部分と同

様に、報告者である僕が勝手に見出しをつけており、

要約、省略等をした部分もあります。

木之下さんのコメント

「被害者」から自己決定の「主体」へ

戦後の混乱期から一九六〇年代、七〇年代位までの

間、「される」側の立場にあった者の自分の方からの、
いわゆる弱者としての立場からの主張というものは

まったく取り上げられなかった。そのことに対する反

動として、権力の行使が行われる中で、「される」側と
いうのはやっぱり被害者の位置として位置付けられて

きた。

２４

それが現在、「当事者主体」という考え方が前面的に

出てきて、人権の問題、人権という言葉の問題や使わ

れ方の問題、障害者にしても当事者参加とか、昨今は

やりのオンブズマン制度の問題とかが言われて、そう

した切り口が結局のところ、自己決定、自己責任とい

うことに問題を転化させている。

例えば学校の場なんかで言えば、学校選択権の問題

であったり、障害者自身の自己決定権の問題であった

りとか、最近は、死の自己決定みたいな話もずっとや

られてきていると思います。

自己決定の尊重は、専門家の責任回避

もともとが当事者主体なんていうのは、今の世の

中、一見尊重されているように見えるけれども、結局

それは、当事者責任、当事者に対する責任転化機能と

して働いているということを、強く感じています。

今までいわゆる専門家とか資格を持っている人たち

が責任を問われてきた。僕も自分の娘が障害児なんで

すが、例えば、障害児が生まれた事に関してとか、そ

の医療行為に関して、インフォームド・コンセント
ー一患者の同意とその自己決定ということに、医者が

非常に神経を使うようになってきた経過というのは、
いろいろな医療訴訟があったりしたからです。

専門家たちは、貴任回避機能として自己決定を認め

ていく。当事者主体ということも前面に打ち出す事に

よって、いろいろな問題が起きた時に、「それはあな

たが決めたんですから」とその当事者自身の貴任に転

化していく。

例えば、小学一年生の自己決定なんてものが確認出来

るのだろうか

もう一つは、ちょっとやっぱり気になっているの

は、その当事者主体という問題が出てきた時に、午前

中、飯島さんの方から養護学校で特殊教育を実施して
いく立場から実際に専門性が否定出来きれるかどう

か？という事が話されたと思います。

僕としては、現実にいろんな障害児を学校に入れて
いく時一敢えてこれは「入れていく」って言葉を使い

たいんだけどもー、小学校一年生の子どもに「入り



たい」とか「入りたくない」とかいう、そういう自己決

定なんてものは、基本的には確認不可能だろうと思っ
ています。

ただ、行政との対峙の中で論理立てをしていく時に

は、「やっぱりここにしか入れない、ここに行きたい」

という論法使って自己主張していくけれども、でもそ

のことの確認っていうのは、普通、不可能です。

教育現場の専門性は振り分けの装置

教育現場での専門性には、「どの程度の障害児だっ

たら普通学級に入れる」とか、「どこまでの障害児だっ

たら養護学校に入るべき」とか「まっすぐに治療施設に

行くべき」とか、そういう非常に抽象的な概念のもの

を、さも具体的に証拠があるかのように示して見せて
いく為のシステム、装置としての役割があると思いま

す。

最近の人は自分に火の粉がかかる運動をしなくなった

最近常々感じるのは、職場の中で、例えば、交通事

故であるとか精神障害も含めて障害者になってしまっ

た、いろいろな条件の中で働けなくなってしまった、

そういう人たちの立場に立ってその職場に留めていこ

うとするような闘いを、現場で組んでいけてるか？っ

て言うと、組織できないわけです。でもー方で、子ど
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は、僕は思わないんだけども。その人自身が、そこに

おりたいんだったらそこにおればいいと、変わりた

かったら変わればいいと。まあ、生活上は変わった方

が楽かもしれませんが。

僕は、そういうところでの闘いとかその人の暮らし

とか、そこに焦点を当てて、その専門性とか資格の問

題とかいうのを考えていきたいというのが、午前中四

人の方の話を聞いて、思ってきた事です。

僕達大人は、自分達が作り出している社会に責任をと
ろうとせず、資格で逃げようとしている

僕は、大人社会の中で自分達が作り上げてきたシス
テムに対して、自分達で責任を取っていくという動き

方を全くしなくなってきている現状があって、それが
いろいな資格が必要なんだとか、専門家を作らなくて

はいけない、養成しなくちゃいけない、とかいう状況

を作り出していると思います。

経済効果とか経済システムの問題とか、社会の制度
の問題とか、そういうところではまた、別の話になる

のだろうと思うのですが、一人ひとりの意識の部分で

言えば、そういうところで専門家とか有資格者を必要
とするという状況をつくり出しているのだと思いま

す。

もの就学権を保障していくとか、それから労働権を保山下恒男さんのコメント

障していくとか、要するに、他人事であれば、第三者

的立場に立ってであれば闘うわけです。自分の職場に大学が変化して、大学も「現場」化した
は障害者はいらない必要ないけれども、人の職場だっ私は大学で教師をしています。

た ら い て も い い よ 、 と い う こ と で す。 今 か ら 一 〇 年 位 前 で す と 、 こ う い う 、 臨 床 現 場 か ら

極端な言い方をすれば、そういう構図が全体的に流考えるみたいな全体会で大学の教師が話をすると、何
れていて、それを助けるのが専門家であったり資格化となくそぐわない感じがして、「まあ大学もまた、現

の問題であったりということです。その時々の証拠だ場ではあるけれど…」みたいな、そういう弁解じみた

て を し て い く 。 事 を 言 い つ つ も で す ね 、 あ ん ま り 大 学 っ て い う の が

例えば、養護学校に障害者の教員が配置されている「現場」って実感がなかったっていう感じがします。

と、障害児がおってから、教師も障害者だったら、それが、今日午前中の四人の方の話を聞いていて、

どっちも介護がいるじゃあないかっていう話になっあまり違和感がなかったっていうか、私も「-つの現

て、それでせめて転勤を、というような話になってい場と言えば、現場から来ているなあ」という感じを持

く 。 ち ま し た 。

養護学校に障害者の教員がいても別におかしいとその理由はふたつあると思うんですけど、やはり今

２５
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の大学が、この一〇年で非常に変わったと。それか

ら、これからも変わりつつあるという、その事の方が

大きいんじゃあないかという気がします。

大学が投資効率を問われるようになってきた

ネージメントという発想

２６

務してからも、いる場所がしょっちゅう変わっていま

して、「一体専門は何だ」というのが、自分でもよくわ

からないんです。

その中で、一番最初にいたのは「職業指導」という

マ コ ー ス で す 。

「職業指導」というのは、ちょうど２０世紀の始め位か

らアメリカで始まるんですが、やはり「指導」という言

葉はいけない、とかってことで、言葉が変わってくる
んです。「アシスト」とか、そういう言い方をするよう

になる。「助力する」とか「支援する」とかいう言い方で

す。それを専門家がやる、というような形になってく

るわけです。

とにかくそういうような形で大学も変わらさせられ

つつあると。

それから、国立大学の教員養成系の学部や大学の定

員も、一〇年位前ですと二万人いたんですけどもその

後、新課程という教員養成課程でないところが増えた
り、定員が削減されたりして、今はもう、一万五千人

を完全に割込んでいる。文部省は現在、「あと二年間

で、学生定員を五千人減らす」と言っています。これ

が実現されると、だいたい一万人くらいで、一〇年前

と較べると半減されるわけです。

この学会では、これから作る資格について、ずいぶ

ん議論されてきたと思うのですが、教員資格について

言えば、ずーっと前からあったわけです。明治の初め
からあった。

クラスの生徒数減らせば別に教員が多すぎるってこ

とはないんだけれども、現状でいえば教員が余ってい

るというわけですね。資格を取って出てくるのは大勢
いるけれども、みんな教員になれるわけではない。そ

ういうような現象も起こってきている。
これは、弁護士の資格や医者の資格にしても同じ

で、特に弁護士なんていうのは、日本はまだ少ない方

で、オーストラリアなんかものすごく大勢いるみたい

です。あるいはアメリカでも、弁護士っていうとあま

りいいイメージがないとかですね、いろんな事がある

わけですが。

社臨は資格・専門性に対してどのようなスタンスにあ

どこが変わったかと言うと、一番大きな問題は、や

はり、国立大学にも、マネージネントという発想と言

うか、いわゆる一つの産業というか、経営というか、

そういう事を考える風に、近年とみにそのようになっ

てきている事です。投資に見合う効率が問われるよう

になっている。非常にあからさまな形で、普通の民間

の企業と同じような経済原理を導入しつつあるってい

うか。

そういう事で、その「現場性」っていうのが、いっぺ
んに浮き出てくるという感じを持っているわけです。

大学がサービス業務化してきた

現場性の中身でもう一つ共通性があるなあという気

がしたのは、大学でも、仕事の中身っていうのがサー

ビス業務化されてきているということです。そこで、

その対人サービスの資格とか、専門性という問題が、

生じるようになっている。

昔の大学の教師っていうのは研究だけしていればよ

かった。よく引き合いに出されるように、「日露戦争

が起こったのも知らないで研究室にいた学者がいた」

とか、そんな話が残っている位ですが、近年は、研究

だけで評価すべきではなくて、むしろ教育の事をもっ

と重視しろという事が言われてきています。

その教育も、最近では「学生の指導」とか、そういう

言い方ではなくて、「学生支援」という言葉を使ってい

るわけです。学生に対するサービス。これ、午前中に

もふたりの方から「支援」という表現が出て、非常に似

てきているなあと感じております。

「支援」という言葉を何故使うのか、という事なんで

すけども、私は、これはもともとアメリカ的な考え方

が日本にどんどん浸透してきている一つの証拠だとい

う風に思っています。

私の「専門性」というのは実にいい加減で、大学に勤



るのか

先ほど来の話を聞いて、やっぱり思ってしまうの

は、この社会臨床学会が「資格・専門性は必要か？、

幻想か？」という形で全体会をやる事の意味なんで
す。さっき司会の林さんも言っていたように、「必要

か？幻想か？という問題の立て方っていうのは、何な

んだろう？」という気がするんです。「必要か？幻想

か？」。では今、社臨はどういうスタンスにいるの

か？という事をです。そのことを、あらためて点検す

る為に今日の場はあるんだ、とは思うんですが。

日本臨床心理学会が改革したのが、一九七〇年前後

だったわけで、もう三〇年近くなってしまうわけで

す。

その段階では、心理の関係について言えば、資格と
いうものはなかったけれども、ある種の専門性という

か、その専門家の権威とか、専門性の権威というもの

があったから、逆に、倫理的な意味でですね、モラル
の問題としてそういう事に気付いた人たちが出てきた

のだろうと思います。

それが、社臨が出来る前後になると、研究者とかセ

ラビストたちのモラルの問題ではなくて、一つの社会

的な構造っていうか、日本の社会というものはそうい

う風に、変わっていったってことを、やっぱり考える
べきだって、私は思っているんです。

社臨が出来て以来、この資格・専門性っていうもの
がどうなのか、って事については、精神医療の一部に

ついて時々報告があった程度で、あんまり社会臨床学

会として、深い掘り下げみたいなものもしてこなかっ

たし、それから、今のスタンスはどうなのかっていう

のもよく解らないわけです。

「資格反対」っていうのは、誰に向かって言っている

のかっていう事なんですね。ひとつ、気になるのは。

最近の日本のセラピスト達は、アメリカ的楽観主義を

持っている

最近たまたま、いくつか続けて、一〇年近く前に訳

されているアメリカの社会学者のベラーという人の書
いた「心の習慣」という本が引用されている書評を読ん

だんです。
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どういう事が引用されているかというと、「経営管

理者」、つまりマネージャーと「セラピスト」、二〇世

紀のアメリカ文化の輪郭っていうのは、概ねこの二者

の 存 在 に よ っ て 定 義 さ れ る 、 と 。 で 、 何 で マ ネ ー

ジャーとセラピストが出てきてるのか、その中心にあ

るのは「自律的個人である」って言っているわけです、

ベラーは。

日本でも、非常に、セラピスト、あるいは専門家に

対するアメリカ的楽観主義っていうのがあって、セラ

ピストたちは、自分たちの職業を誇りに思って、しか

も非常に役立っている、っていうような事を言ってい

るわけです。

僕はこういうアメリカ的な楽観主義っていうのは、

日本のセラピストの中には、なんか七〇年代の始めま

でのイメージだと、無いっていうか、あるいはそれを

求めても、結局苦悩しているみたいなイメージしかな

かったですけれども、最近は違うんじゃあないかと

思っているんですね。そういうような楽観主義みたい

な も の が ‥ 。

そこら辺の人たちと、特に会話をしてみたいとは思

わないんですけれども、そういう接点がなしに、なに

か社会臨床学会だけが、一つの個別の現場での資格・

専門性を考えていくって事には、個人的には共感する

話も多いんですけでども、それがどこへ行くんだろう

か？って気がするわけです。

どこの場でもそういう事が起こっていて、それは僕

について言うとアパシーっていうか、なんか無関心を

かえって呼んでいくっていうか、その場その場で、感

動する話を聞いたけれどもそれっきりじゃあないか、

みたいな感じがしますし。

「専門性」とは伺かがつきつめられないままに「いい専

門家」も語られている

良き専門家として振る舞う人たちが、たぶん社臨の
・＝１＝１には総体的に多いと思うのですが、良き専門家とし

て振る舞う事がどうなのか、っていう疑問が以前から

あります。

個人のレベルで言えば、僕は自分の体験からも非常

に悪い専門家一特に医者にですけれどもーに沢山

２７
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出会っていて、「いい専門家」っていうような感じの分

け方が確かに出来ると思うのです７うｔ、「いい専門家が
いる」という事の故に「専門性とは何か？」と問うた時

の、「専門性」の中身が非常に違ってしまっているわけ

ですね。それは、知識であったり、技能であったり、

人との接し方なのか、価値観なのか、人柄がいいと

か。この「専門性」とは何かということが突き詰められ

ないままに、「いい専門家」ということが存在してし

まっているように思います。

「専門性」と闘うよりも「個人」について考えたい

ごく最近まで、私は、「資格っていうのはやっぱり

けしからん」という風に思っていたけれど、ある種の

専門性とか専門家っていうのはいるべきだし、資格を

持たない専門家が、資格を持っている専門家と称する

人たちに対抗するみたいなイメージを、私自身持って
いたんです。

でも、最近、そういうものは、なくなってきちゃっ

たんですよね。

なんでなくなったかっていうと、やはり個人的体験

みたいな事があって、私の中に、かなり能力主義的な

ものがあって、「自分は頑張れば出来る」とそういうよ

うな感じが非常にあった。だけど、頑張っても出来な
いとか、あるいは、ここ２～３年体調があまりよくなく

て、いろんな医者に行ったりとか、いろんな経験をし

た。すると、頑張っても出来ない事もあるとか、歳も

取ってきたとか、そういう中で、やっぱり専門性って

ものを主張するということは能力を主張するみたいな

事になっちゃうじゃあないか、と思い始めたのです。

そういう感じで今、私は、体験の中で、「良い専門

家」とか「良い専門性」ということに出会った事は否定

しないんですけど、それを自分の目指す方向として、

自分の専門を磨いて何かに対抗しようとか、そういう

感じは持たなくなってきています。

良心的な専門家とか、倫理的な個人主義みたいなこ
とが、今、日本でも相当入り込んできているのではな

いか、伝統的な地域共同体や家族というものが崩壊し

て、そこに、そこを埋める形で非常に細分化されたソ
フト産業としてのセラピストや福祉や、そういう専門

２８

家や資格を持った人たちが、今後もどんどん出てくる
んだろうと思うのですが、私はそういう状況の中で、

敢えてそういう専門家に対抗していくみたいなイメー
ジっていうのはあんまりなくって、なんかそこにある

その「個人主義」とか「自立した個人」みたいなものを考

えてみたいと思っています。

「するーされる」という関係は揺らいでいるが、これを

捨てる訳にはいかない

それから、これの資格・専門性を問うことと平行し

て、日臨心が考えてきたのは、「するーされる」側の関

係という事ですけれども、私は結論的に言えば、この

関係は、揺らいでいるけれどもやっぱりここを崩して

しまったらもうどうしようもない、という部分だろう

と思っています。

揺らいでいるっていうのは、自分の中でやはり、

「する」側と「される」側っていうのが両方あるという感

じを持つ事が多くなってきている。

ただ、決定的に違うのは、例えば、自分が精神科の

医者に行っても、そこで社会的にラペリングされてし

まったりはしないし、あるいは、仕事がその事によっ

て何ケ月も出来なくなっちゃうというようなことがあ

るわけではないので、敢えて自分をされる側なんて言

う風なつもりはないんですけども。

「される側自身」という規定の仕方そのものを含め

て、「する」側もまた、考える必要があるんじゃあない

かと思います。「する」側っていうのは一体何をしてき

たのか、「する」事の中身っていうのが、日臨心の改革

時代と変わってないのか、変わっているのか。

まとまりのない事を話しましたけれども、ちょっと

感じた事を話しました。

（報告者より‥・
本来ならば、この後、「フロアからの発言」、「話題提供者

及びコメンテーターの再度の発言」、「司会によるまとめ」の
報告が続か４：ければなりません。
しかし、残念ながら頁数の都合で以下は、ここに掲載する



｜

｜
１

ことができませんでした。ご了承下さい。
フロアからの発言を中心にまとめた報告を、出版が予定さ

れていた総会報告の単行本に掲較するはずでしたが、これ
も、出版の中止に伴い掲載できなくなりました。
この原稿は、次の「社会臨床雑誌」七巻一号に掲載予定です

ので、本報告とともにあわせて御覧いただければ幸いです。
なお、「フロアからの発言」、「話題提供者及びコメンテー

ターの再度の発言」、「司会によるまとめ」の部分も、-応原
稿には起こしてありますので、御入用の方は社臨事務局ま
で、その旨御連絡下さい。

２９
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日本社会臨床学会第６回総会報告

分科会Ｉ老いと介護をめぐって

司

発 題 者 花 崎
浪川
高石

会・報告加藤

皐平（哲学者）
新子（小学校教員）
伸人（九州竜谷短期大学）
彰彦（横浜市立大学）

加藤：高齢者問題については、昨年の静岡大学で行
われた第５回社会臨床学会総会のシンポジウムでとり

上げたのが始めてです。その時には、高齢者自身の声

を直接聞くところから始めようということになり、高

齢者生活協同組合のお話しを聞くことを大きなテーマ
として討論が行われました。そして、神奈川県高齢者

生活協同組合、静岡県高齢者生活協同組合の報告と、

東京の老人保健施設の実態とを絡ませながら問題を深
めていくことになりました。その中で、高齢者自身と

してはいつまでも元気で社会活動に参加していたい、

社会から排除されたくないという気持ちが強く、「老
いたくない」「いつまでも若く元気でいたい」という考

えが強調されました。つまり、エイジレスの生き方を

理想としたいという報告がされたことになります。し

かし、実際には身体も衰えますし、痴呆もおこりま

す。そうなった時、高齢者はサポートを受けなければ

実際には生きていくことが出来ない。
こうした現実も受けとめ、見つめながら「老い」の問

題を再度考えてみたい。それが、今回の分科会のテー

マ設定の大きな理由です。

したがって、私たち一人ひとりにとって、あるいは

家族や社会にとって「老いとは何か」を考えてみたいと

思っています。

さらに、老いを「介護する」「介助する」「ケアする」行

為の思想的、実践的課題とは何かをも問い直したいと

考えています。

本日、発題をしてくださる花崎皐平さん、浪川新子
さんは、実際に介護をなさっており、その体験を踏ま

えてお話をいただきます。また、高石伸人さんは、地

３０

域で陣害者を支える活動を長くやっておられ、そうし

た活動から地域や家族が介護する意味や課題を中心に

お話いただきます。午前中は、３人の方々から問題提

起を受け、午後、皆さんとの討論としたいと考えてい

ます。

花崎皐平さんの発題

この前、私が参加した社会臨床学会の総会（第２回、

於横浜）から既に４年が経過していますが、あの総会の
すぐ後から、実は母親のケアを始めておりました。私

は現在６６才になります。４年前に父が亡くなり、母親

が独居老人となりました。私は３０年来、札幌に住み、

地域の問題に関わってきていましたが、母を誰がみる

かということで兄弟で話し合いました。私は長男です

が、この時、自発的に私がやろうと思いまして、以来

ケアを続けています。

この３年半は、１ヶ月の４分の３は千葉の母の所に来て
一緒に暮らしています。有給で母をみてくださる方と

２人でケアをしています。私は主として家事、家庭の

管理、食事づくり、医者との関係を担当ｔ．、排泄や身

体の世話はその方にやってもらっています。

母は９５才でボケがありますが、日中は起きていま

す。そんな訳で、私は月に１週間だけ札幌に帰って生

活しています。慣れてはきましたが心身両面で無理が
出て、この２月に小樽市に借家を見つけ、５月には母親
の引っ越しをし、一緒に住むため、現在はその準備の

真最中です。住み慣れた所から移って大丈夫かとも考



えたのですが、多分、人との関係の方が、居住空間よ

り落ち着けるのではないかと考えています。

私のつれあいも母のことを気に入ってくれ、母の体

力も回復しているのでそう決めました。４年前は、介

護の知識や技術も知らなかったので実際に関わりなが
ら学んでいくという過程をたどりました。

まず、行政（習志野市）の対策について調べ、「ボケ

老人を抱える家族の会」（全国組織）に入会し、いろい
ろ教えてもらいました。

特に３度の食事についてはなかなかよい本がなかっ

た。本はあるけれども、一律であまりおいしくなかっ

た。例えば、呑み込みが悪くなった時どうするかと

いった問題に充分答えてくれていない。保健婦さんか

らも充分情報がもらえなかった。どちらかと言えば、

昔風、病院風の献立が多かったようです、そんな中
で、母に合うように工夫し試行錯誤しながら食事もう

まく出来るようになり、母も三食キチンと食べるよう

になり、体力がついてきました。そんな中でボケにつ

いての認識も変わってきました。母にも徘徊があるの

ですが、夕方になると「失礼します」といって家を出て

行くのです。ついていくと駅に行って行き先を見てい

るのです。「そろそろ寒くなったから帰ろう」と言って
一緒に帰ってくるのですが、母のやっていること、考

えていることを否定すると頑固になるのです。肯定し

ながら一緒に付き合い、一緒に楽しんでしまうと、と

ても自然に関われるということが分かってきました。

介護者と私と３人でいる時でも、介護者と私が話して
いるとボケているとはいえ分かるようで、都合の悪い

ことを話していると、落ち込んでいくのが分かりまし

た。つまり、ボケているとはいえ、関係の中での理解

力は続いているのです。「この人は誰ですか？」と言っ
ても分からないのですが、暮らしの流れの中ではよく

分かっている。

自分に対してどういう関係を作ってくれる人かに
よって、反応したりしなかったりもするのです。私の

つれあいが来て、話しかけたり世話をしてくれると、

よく話が出るのです。実は、私が母をみることにした
のは、介護における男女の役割分業の問題を感じてい

たからです。介護は女性の役割という強いられた分業
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への批判が私にはありました。しかし、実際に男が介

護に関わるのは難しい。しかも介護をする男性には、

「偉い人だ」と美談化される風潮がある。私は、現在自

由業。経済的には父の遺族年金などがあり、定収入だ

が縛られるものはない。移動も出来るし、たまたま介

護に関われる条件があったということになります。

最近の文学でも、佐江衆一さんの「黄落」、松下竜一

さんの「ありふれた老い」、そして桝添要一さんの「母

にムツキをあてる時」など、老人介護文学とでも呼べ

そうな男性による作品が生まれています。一般化は難

しいが、こうした文学には、老人本人の要求や希望を

重視したいという思いと、介護する側が、自分のやり

たいこと、職業を断念したくないという思いが心の中

で対立し、その矛盾や葛藤が描かれている場合が多
１、ゝ。

こうした記録文学やドキュメンタリーを読むと、書

くことの権力性を考えさせられる。書き手が男性の場

合は、轡かれてしまう人の痛み、一方的な力関係を感

じてしまう。また、年をとる、ボケることに対する価

値観の問題も気になる。一般的には、マイナスになる
と考えられているが、毎日新聞の記者を辞められ、主

夫を４年やった後、老人介護施設の職員を３年やられた

安田睦男さんが「ボケてもいいとね」という本を出され
ました。

安田さんが九州で講演をした後、「今日の話しはボ

ケてもいいとね、という話しやった」と嬉しそうに会

話している老人の言葉を聞いて感動し、本のタイトル
にしたと言われています。これまでの文学では、年を

とること、ボケることは嫌なこと、避けたいこととし

て描かれてきました。例えば大西巨人という作家です

ら、晩年１こは記憶力を失うことを恐れて、その前に死

にたいと小説やエッセイに書いています。

中野重治が晩年の柳田国男に会った時、１５分おきに

「君は誰だね？」と聞き、あれだけの人物がこんな状況
になってしまうとエッセイに盲いているのを見て、大

西さんは戦慄するような恐怖を覚えたと書いているの
です。このように文学の中で「老い」というのは避ける
べきもの、自らの命を絶つほどに拒否すべきものと位

置づけられてしまう。
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私の母は９５才ですが、精神的には負担ではありませ
ん。年寄りに対する価値観は、近代に成立したように

思えます。なぜなら、北海道のアイヌの人々、沖縄の

人々の間では、年をとること、ボケることは現在でも

祝福されています。

上野千鶴子さんが最近「恍惚の人と黄落の間」という
エッセイを轡いていて、この２つの小説の間に、老人

をめぐるケアの考え方のハッキリした変化があると

言っています。「恍惚の人」では女性が年寄りをみるの

は当たり前。『黄落』では、作家である本人が介護せざ

るをえなくなり、うろたえ、妻との確執があり、さら

にそれを反省するということが沓かれている。した

がって、老人介護をめぐる男女の差をなくしているこ

とが最近のテーマであると言われている。春日キスヨ

さんの「介護とジェンダー」を読んで、あらためて私は

まだまだ不充分であったと教えられています。

介護の労働というのは社会化された労働となってい

て、相手の欲求を満たすことを第一次にするのではな

くて、労働の内容がマニュアル化され、わりと客観的
に対応されている。桝添さんも、本の中で、母は自分

に身体を拭かれたりするのは嫌なのではないか、他の

女性にしてもらいたいのではないか、と述べています
が、こうした性別役割分業は介護の労働の中に明確に

表現されていると思われます。
この点は、午後の討論で深められればと思います。

加藤：花崎さんからは、ご自身のケア体験の中か

ら、介護における性的役割分業の問題、また、年をと

ること、ボケることをマイナスと考えることの問題に

ついて提起をいただいたと思います。続いて、昨年の

総会の時、会場から「ボケていてなぜいけないので

しょうか」と質問されたのが、これから報告いただく

浪川さんでした。昨年も僕は司会をしておりました

が、ずっと浪川さんの質問を考え続けてきたという経

過もあります。
では、よろしくお願いします。
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浪川新子の発題

藤沢の浪川です。

昨年は、母を家でみている時で、専門家の意見が聞

きたくて、静岡大学には石川憲彦先生がいらっしゃる
ので参加したという状況でしたので、シンポジウムを

聞きながら、いたたまれなくなって発言してしまいま

した。いま、この場で母のことを話したくないような

気がしています。例えば、母を介護してきたと言われ

ると、私は親を介護してきたのだろうかと、「介護」と

いう言葉がとても合わないような気がするのです。

私の母は亡くなったんですけど、いまだに悲しくて
つらいです。母が何時頃からボケたのかはハッキリし

ないんですけど、その頃、子どもも５人いまして母を

入れると大家族で、狭いマンション住まいでした。母

と娘と次男が同じ部屋で寝ていました。私は母の一

人っ子で仲が悪く、ケンカばかりしてましたが、しょ

うがないんで一緒に暮らしていました。

母がボケたのに一番早く気づいたのは次男です。母
は次男を可愛がっていて、次男が敏感に母の変化に気

づいたのだと思います。私は、それを母の性格だと

思っていましたので普通に暮らしていたのです。この

時、母は８１才だったんですが、次男が「お婆ちゃん、

おかしいよ」というので、そう思って見るとヤッパ

リ、ボケていると気づきました。

例えば、郵便局へ毎日行って「年金が出ていないか」

と聞いたり、八百屋さんへ「ミカン１０箱」頼んだり、ア
メリカドルでスーパーに買い物にいったりと、いろい

ろおかしな行動があって、近所の方はそんな母の様子

を知っていたことも分かってきました。

そう思って見ると、部屋の中はキチンとしていたの

ですが、押し入れの中はメチャメチヤだったり、その

頃は絵画教室へ通っていたのですが、忘れ物が多かっ

たり、貸りたものを忘れてしまったということがいろ
いろありました。やがて、教室にも行かなくなりまし

た。夜に起こされることも多くなりました。そんな

時、言い合いになるのですが、いつも私の方が負けて
しまうんです。例えば、私の名前を言わないものだか



ら「私は、新子！」と言うと「あらそうですか、お名前を

お変えになったんですか」と言うんです。

こんな状態なので、昔は母と言い争っていたんです

が、ケンカにならないんで争うことがなくなったんで

す。母にはお小遣いをあげていたんですが、なくなっ

てしまったというので子ども達とー緒に「宝探し」と称

して母の部屋を探したんです。そうしたらいろいろな

所から１０数万円出てきて、喜んだこともあります。夜

中に起こされる時は、いつも、「いつまで寝ているん

だ！」と怒られることが多いのですが、ある時、悲しそ

うにしているので「どうしたの？」と聞いたら「明日、算

数の宿題を出さなくちゃいけないんだけど、どうして
も出来なくて困っている」と言うんです。それじゃ「一

緒にやってあげるから」と言って、お茶飲んで終り

だったんですけど、ほんとうに辛そうに言ってまし

た。

あんなに年とってまで宿題で悩んでいる母を見て、

やっぱり宿題はよくないと思ったりしました。母はソ
バとかお肉とか「生もの」を調理したくて台所に入るん

ですが、後が大変で入れないように工夫するんです

が、まるで知恵比べをしているように中へ入ってし

まって、段々母の行動を制限するようにもなりまし

た。また、母は「鍵」と「入れ歯」と「眼鏡」をよく忘れる

ので、近所に迷惑をかけてはいけないので家には鍵を

掛けませんでした。さらに、子どもの通っている学校
へ入って「一緒にお昼を食べに行こう」と誘いに行った

りもしました。一緒に電車で出かけるといろいろ話し

かけるので、席を立って離れた所にいると、「すみま

せん、家のものはどこにいるでしょう」と聞くんで

す。「知りません」というと、子どもの所に行って聞く
んですね。

結局、根比べでまた一緒に座ることになるんです。
回りの人がゲラゲラ笑うんですね。

私も、いろいろ運動もしている関係で、母を一人に

しておくことも出来ないので、よく交渉などで県庁や

教育委員会にも一緒に連れていきました。ある時、教

会に連れていったら、とても静かにしているんです

ね。それで、何回か一緒に行ったんですが聖体をもら

う儀式をとても受けたそうなので洗礼を受けることに

社会臨床雑誌第６巻第３号｛‘ＩＳ｝９９．３．）

したんです。ベールをネッカチーフのようにして顔に

被っちゃうんですね。子ども達が笑いをこらえるのに

必死でした。そのうち、一人で教会にも行ってしまう
んですけど、ある時、お爺さんに財布を盗られたとい

うので行ってみたら、神父さんに向かって「財布を

盗ったのはこの人だ」とやっているんですね。でも皆

さん、やさしく見守ってくれたんですけど。こんなふ

うに話していくとき宥恕織くなりますが、とても楽し

かったです。

そんな母が、やがてウンチを食べるようになるんで

す。初めは認めたくなかったんです。でもそうだと分

かった時は凄くショックでした。ショックの時は人に

話すに限ると思って、すぐ娘に話したら「自分の体に

入っていたものだから大丈夫だよ」と言われ、いろん

な人に聞いてみたらと言われ、夜中の１２時位まであち
こちに電話をしていたら、わりと落ち着いてきまし

た。それからも、綺麗にウンチをティッシュで包ん

で、子どもにおいしいから食べなさいと言ったり、大

変でした。家の中も汚れてひどくなりました。

そこで、家の改造をすることにしました。少しずつ

変えていったんですが、熱が４０度出てしまいまして、

救急車を呼び入院することになりました。

退院してから、一人だけで母を見るのはいやだった
ので、いろいろな方に来ていただきました。友達が月

曜日から日曜日まで交替で来てくれました。そして、

母が可愛がっていた次男の結婚式の翌日になくなりま

した。医者からみれば偶然ということですが、私たち

には母が、その日まで待って亡くなったように思われ

ました。

以上、経験談だけのお話しになりましたが、後の討

論で補強をしたいと思います。

加藤：最初に花崎さんが、一緒に楽しむ、一緒に遊

ぶという感じでケアの問題を話していただきました

が、浪川さんのお話しを伺っていると、楽しかったお

母さんとの日常が目に浮かぶようです。介護と言う言

葉は合わない、相応しくないと言われていましたが、
やはり、介護と言うより一緒に暮らしていたという方

がピッタリですね。

３３
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だからこそ、お母さんが亡くなられてとっても悲し

いという思いが深いところで伝わってきました。共に

暮らすこと、夜の１２時まで話しを聞いてくれた仲間が

存在すること。そうしたものが私たちの暮らしの中か

ら失われてしまったこと、これが浪川さんのお話しか

ら僕が感じたことです。

最後に、高石さんの発題を受けたいと思います。老
いるという問題は、身体が衰えるということですが、

機能が充分に果たせなくなる。つまり、障害を負った

状態と非常に類似していると思います。老いの場合に

は、その先に「死」という問題がありますので、質的な

違いがあるかもしれませんが、障害者と共に地域で暮

らすと言う活動を続けてこられた高石さんが、どんな

ことを考えておられるかお話を伺いたいと思います。

高石伸人さんの発題

高石です。

九州の福岡（筑豊）に住んでおります。人口６万５千人

位の小さな町の社会福祉協議会の職員として２３年ほど

働いてきました。いかに地域の中で障害者や高齢者を

支えることが出来るかを模索してきました。また、自

宅に筑豊共学舎という「溜まり場」をつくり事務局とい

う形で関わっています。ここの代表は、知的障害者で

す。ここには一人だけ障害者が住んでいるのですが、

その介助もしています。

さらに、私はダウン症の子どもに恵まれまして、親

が遊んでもらっているというか楽しませてもらって

います。その子が、ちょうど今、福岡市の子ども病院

で２回目の心臓手術のため入院しております。そんな

中で、問題提起をさせていただきます。

まず、人間にとって自然な「老いる」が「老い」に変換

させられてきたということがあると思います。つま

り、「老い」は作られているのではないかということで

す。

そこで、国がよく言う「高齢化社会危機論」なのです

が、その場合、高年人口が引き合いによく出されま

す。戦前から１９５０年代の始めまでは、ずっと５％弱と
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いうことですよね。’１９５５年でも５．５％なんです。そこか

ら一気に急上昇をはじめ、１９８６年に１０．５９６、２０００年で

１５．６９６、２０２０年で２３．５Ｓと予測されています。

こうした傾向を見ると日本の産業社会化が、その内

側から高齢化社会を生み出してきたのではないかと考

えられるわけです。

産業社会の合理主義、科学主義、能率主義といった

近代主義が、人口の高齢化を促進したし、いわゆる高

齢者問題を顕在化させてきたと言えます。

栗原彬さんは、老いというものは、非生産的なも
の、非中心化的（分散するもの）、脱欲動的なもの、古

いものであり退行するものである、と言っています。

これは負性としての老いを示すものです。それに対

して、戦後社会の価値というのは、生産的なもの、中

心化的なもの、欲動的なもの、新しいもの、進化する

ものであるということが出来ます。こうした枠組みの

中で私たちは生きてきたわけです。

結果としてとはいえ、こうした過程の中で、老いは

見事に制度によって取り囲まれてきたわけです。そし
て、老いは養われるもの、あるいは見守られるものに

なってしまいました。老いが排除され、隔離されてき

た根底には、老いのラベル貼りがあると思います。

老いるという現象は自然なものであるのに、衰弱し
ていくものとしての老いとしてラペルが貼られていく

仕掛人と言うのは、作られた私たちの意識の枠組み、
つまり、生産力主義や近代主義的な人間観や社会観だ

と言うことが出来ます。

老いの制度化をめぐっては、高齢者が農村、漁村の

過疎地帯に取り残されるとか、労働現場で加齢と共に

労働力が低下していくといった年齢神話が定着してい

くとか、さらには、窓際族などという言葉が使われて

定年制が普及していく（１９７８年頃から）ということがあ

ります。つまり、老いの制度的な囲い込みです。同時

に、ビジネスエリートを例外として、退職と共に収入

が低下していくごとになります。そして、一定の低所

得層を形成していくというのが÷つの光景として浮か
んできます。

またｊ一般的には高齢者の主体となる社会活動の場
は確実に狭められできています。７



その上で、高齢者の人口が増えてくると、新たな
マーケット戦略に組み込まれてもくる訳です。ＪＲのフ

ルムーンとか、熟年とかいう形で消費生活のターゲッ

トにされていきます。総じて、老いというのは生産力

主義の社会の中では産業社会に抵触するノイズとして

排除される過程であったと思います。

同時に老いは、自分の内ＩＲＩから湧きおこってきたよ
うに錯覚させられ、老いへの自発的服従が強いられて

きた側面も持たされてきたと思います。

こうして、１９６３年に老人福祉法が成立する訳です

が、ここで大きく老人観が変化する訳です。「老いる」

という人間の自然性の中には、学ぶこと、遊ぶこと、

働くこと、あるいは病を癒すということが家族や地域
の人々との共同の機能としてあったのです。

ところが「老い」という形で制度化されるということ

は、個別機能的に分解させられて、そんな中でモノと

して分類収容されていく、外から専門機能を張り付け

ていくという事なのではないかと思うのです。それを

ケアと言ってきたのではないかと考えられます。

そこには、どうしても老いの管理が入り込んでくる

と考えられます。管理しやすいように、分別管理する

方向で進んできているような気がする訳です。

その点を「他者介護」の問題とつなげて考えてみたい
と思います。

他者介護の問題は、介護の社会化と関係があると思

われますが、在宅介護が意識的に言われたのは、１９７０

年代の後半から１９８０年にかけての時代です。

例の日本型福祉社会構想を政府が言い出した頃から

「自助努力」という言葉が盛んに」使われ始めますし、

１９８１年の第二次臨時行政改革調査会の中で、民間活力

という」ことが言われて、これが今日のサービス産業

の隆盛へとつながってくるわけです。

１９８２年には、医療費無料制の廃止という形で老人保

健法が出来ますし、１９８３年には在宅福祉という言葉が

登場してきます。それを受ける形で老人保健施設を制

度化するために老人保健法が改定され、その上で、そ
れを支えるマンパワーをつくらないといけないという

ことで、社会福祉士法、介護福祉士法が１９８７年につく

られてゴールドプランとなるわけです。こういうふう
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に見てくると見事な位、計画的に「老いの分別収集」が

行われていると言えるのです。重い方は特別養護老人
ホームヘ、軽」度の方は養護老人ホームヘ、さらにさ

まざまな在宅ケアがありますという形で選択ができ

る、と言われているけれど、それは別の角度から見れ

ば管理のしやすさともとらえられる訳です。

こうしたことに気がつかされたのは、老人医療有料

化に踏み切る１年前、当時の厚生省の病院管理研究部

長であった石原新吾という人がこうハッキリと言って

いたからです。

「遠くない時期に、有用な命とそうでない命を区別

した医療体制を考えていかざるをえない」…こういう

ことをゴールドプランに先立って言っているわけで

す。

明らかに、この意味は医療費の抑制策として在宅福

祉が登場するということを示しているのことになりま

す。
こうした社会背景とは別の視点から「介助」という考

え方が生まれてきたことも押さえておきないと思いま

す。それは、近代の産業社会での価値観に対する異議

申し立てという意味も込めて、重度の障害者が地域で

暮らすということが主張されたからです。
つまり、重度障害者の地域における自立生活を保障

するための介護者の確保が言われ始めたということで

す。具体的には、介護者の派遣要求であり、自前の介

護者への介護料要求というものでした。その時、その

主張をした人々が介護者をどんなふうに位置づけてい

たかというと、当然のこととして、こうした運動の同

志であったわけです。

そこから「介助手足論」という、考えが出てくるわけ

です。こうした考えは、介助者に無力感を与えたとい

う側面もありますが、同時に障害をもつ人に強い意思

力を要求していたということも押さえておきたいと思
います。

そこでは、通念的な「介護」ではなく、「介助」という

言葉と内容を使おうという主張が「青い芝の会」の人々

から出されました。

その場合に「介助」とは、障害者の日常生活を手助け

するにとどまらず、健常者的身体観を変革することな

３５



社会臨床雑誌第６巻第３号（・１９９９．３．）
のである、という言い方がある。実際には、言葉を交

わすこと、服を着ることでも遅いという事実と向き合

います。その場合、遅いと思うのは健常者の身体感覚

になるわけです。そこに気づき、どこまで引きづられ

続けるかということが問われると思います。それは、

産業社会に浸りきっている自分自身からの離脱への挑

戦でもあります。そこがとても大事なところだと思う
のですが、現在、老いの介護化をめぐって切り崩され

ているのではないかと気になっているところです。

「介助者とは、障害者の身体性の健常者社会への翻

訳可能性を健常者社会へもたらそうとするものであ

る」という言い方をした障害者がいるのですが、考え

させられます。

本来「介護の社会化とは何か」が、これまでの障害者

からの提起も含めて議論されなければならなかったの

に、一挙に「さあ介護人材の育成だ！」という方向に

いってしまったということが問題だと考えます。高齢

化社会で大変なんだ、ということで人材養成だけが拡

大してしまったと思うのです。

私の所属していた社会福祉協識会でも「ボケ老人を

抱える家族の会」をやっているのですが、参加してい

るお年寄りが「迷惑かけますもんな」とよく言うので

す。やはり、される側にとっては、世話になる、迷惑

をかけると思ってしまう構造になっているのです。

しかし、この課題こそが重要で、迷惑をかけること

によって、介助する側の健常者性を問うという課題を

引き受けられるかどうかが問題なのです。例えば、キ

チンと希望をだして介助を受けている重度１級の障害

者に対して、ケアマネージャーが、「あなたは贅沢で

す。今は厳しいので我慢しなさい」と言うようになっ

てきています。する側とされる側の関係をどう作り上

げるかという課題をどう構築出来るかが現在のテーマ

です。その意味で、市民やボランティアの方々を関係
の当事者性にどう引き込めるかということが重要だと

思っています。社会福祉協議会の役割はその辺にある

と思っています。そうでないと、介護者の都合からい

ろんなことが進んでいってしまうと思います。

きのように花崎さんは、５月から北海道への転居を考

えておられ、そのまさに渦中での参加でしたし、浪川

さんはお母さんを亡くされあまり話したくはないとい

う状況での報告、さらに高石さんは、お子さんが手術

で入院中という大変な中でのご報告でした。

いくつか課題を整理しておきますと、自然のプロセ

スとしての「老いる」とその共有、それと管理の対象と

なってしまった「老い」の違い。ここから、本来の「老
いる」をどう取り戻すのかという課題が提出されたと

思います。

もうーつは、ケア、介護、介助の意味についてで

す。花崎さんは「世話」とか「世話の文化」という形で提

起されていますが、昨日の全体会で浜田さんが、甲山

事件での支援する側とされる側が、負けていく中で一
つになれたと話され、それは、社会の抑圧の構造に立

ち向かう時に、両者が同じ方向で並び合えたからだと

話されていたのを思いだし、個別なケアの関係だけで
はなくて、一緒に目指していくものは何なのかを考え

ていく時、ケアというものが一体何を目指しているの

か明確になるようにも思いました。

また、介護における男女の役割分業について。ま

た、障害者と高齢者の介護の違いと共通性について。

高齢者の介護には、世代継承という問題もあるという

提起もあります。

報告の中では充分触れられませんでしたが、公的介

護保険の意味、現実、公的な介護についても討論でき
ればと思います。

討論

それでは、後半の討論に移りたいと思います。ご意

見をどうぞ。

小山（神奈川青い芝の会）：私は脳性麻庫の障害者で

すが来年は６０才です。そういった意味で、脳性麻捧の

場合、健常者に比べて１０年は高齢化が早いと思ってい

ますので、深刻な問題です。そこで、介護という問題

加藤：３人の方々からお話を伺ったのですが、お聞です。障害者でも高齢者でも、生きていく上で足りな
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いところを助けてくれる、それが求めているものなの

だと思います。特別養護老人ホームヘ見学に行ったん

ですが、そこではいい年の人達が、○○チャンとチャ

ンずけされているのでビックリしました。赤ん坊扱い

されているのを見てあきれたんです。これは、保護す

ると言う介護の考え方だと思うんです。そうではな

く、やはり介助という考え方、足りないところを補う

という考え方でやってほしいと思うんです。介護には

障害者や高齢者の人格を奪う発想があると思うんで

す。ですから介護という言葉を介助に変えて欲しいん

です。高齢者にも、社会に生きるー人の人間として価

値があると思います。その人の全体性を認めることが

基本だと思います。

鈴木：私は８３才の痴呆の母を昨年から引取り、介護

をしております。浪川さんは、公的サービスを利用し

ないでみてこられたと伺ったのですが、私は公的サー
ビスをどう利用してきたかをお話します。施設や病院

では、手のかからない軽度の人を求めていますので、

仲々入所させてくれません。たまたま１ケ所受け入れ

てくれる所があり、しばらく見ていただきました。現

在は、在宅で母を見ていますが、利用する側の選択権
よりも、施設の側の選別の方が厳しく、利用しにくい

現状にあります。こうした現状をどう打開するかも考

えていく必要があると思います。

蔦加：浪川さんのお話が素敵でした。なぜかという

と介護の話ではなくて、暮らしぶりの話だったからで

す。私は１２才の最重度の子どもを今育てています。そ

ういう中で感じてきたのは、時間を共にするというこ

と、時を共有することの大切さです。「する」とか「さ

れる」とうことではなく、お互いが主張できたり、主

体性がもてるような関係を回復することこそが一番大

事なことだと思うのです。
そうした関係が失われて、サービスだとかマンパ

ワーをふやすだとか、教育の中にボランティアを入れ

ていこうだとか制度をつくっていかないと、こうした

経験が出来ないということに問題があると思うので
す。ですから、私は障害があろうとなかろうと、時間
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を共有し合う人と人との関係を自分なりに作っていき

たいと思っています。

ただ、一人では生きていけない私の子どものような

場合、生きることを支える仕事もあってほしいと思っ

ています。けれど、それが労働としてではない人間の

関係としてなりたつためにはどうしたらよいのか、考

えています。

花崎：善意なんだけれど病院などでの扱いで子ども

扱いをするということはよくあると思います。しか

し、よくわからないとしても、本人の意思を聞いたり

して一人の人格として認めることは重要です。一方、

若い女性が、高齢の男性の介護に当たる場合、子ども

扱いすることによって性的関係を母子関係に変えてい

くという管理上の問題として行われているという報告

もあります。また、意見が言えない人の場合、本人の

意思を汲み取ってやらなけれぱならないということも

あると思います。その場合も、自己決定権を尊重して

試行錯誤を繰り返していくほかはないと思います。

浪川：私は「介助する」という言葉でも、自分のやっ

ていることを表現できていないという感じがするんで

す。チャンで呼び掛けるのはイヤだと思うんですけ

ど、それも使ってはいけないとマニュアル化されるの

も問題だと思うんです。やはり、呼び方は、その人と

の関係を表すんだと思います。病院や施設は、日常の

関係や言葉とは切り離された空間だと思うんですが、

私たちの場合は、日常の関係を病院にも持ち込んで暮

らしてしまうということをやってしまいました。

小山：総体的に言うと、介助する人の姿勢なのだと

思うのです。チャンと呼んで子ども扱いをするという
のは、やはり、する側の権力なんです。される側は、

いつもする側の暴力を受けている状態なんだと思うん

です。だから、僕らはする側の姿勢を問い続けなくて

はならないと考えています。

木之下：介護にしても介助にしても、問題は言葉の

問題ではないと思う。される側とする側がそれぞれ何
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を求めているのかが重要だと思います。むしろ、ケア

という言葉が気になります。特にアフターケアという

形でずっと干渉され続けるという行為が気がかりで
す。

ケアということで、マネジメントされるのは、され

る側にとっては管理され続けているという束縛を感じ

てしまうのです。

加藤：サービスを提供する方からの発言はありませ

んか。

成川：ハ王子でソーシヤルワーカーの民間の事務所

を経営しています。自分ではサービス業をしているつ

もりなのですが、利用者からは厳しい注文や批判が寄

せられます。

こうした批判に答えたいと思っているのですが、ヘ

ルパーの身分が極めて不安定だという現実がありま

す。時間給であり、断わられれば仕事がなくなってし

まうという問題もあります。労働条件の問題も重要だ

と思っています。

中：品川でホームヘルパーを２０年余りやっておりま

す。する側とされる側がいい関係をつくっていくには

どうしたらよいか考えています。そのためには一方的

な批判をしあうのでなく、お互いの話し合いが大切だ

と思います。する側の悩みも受けとめてほしいです。

栗栖：手助けを必要とする人に援助をするという意

味では「介護」も「介助」もあまり違いはないと思う。日

常の生活に関わる援助をどうつくりあげるのかが大事
で、制度の中に組み込まれていくことだけで問題は解

決しないと思う。

高石：私たちの活動の中で、お互いに固有名詞で呼
び合おうと決めてやっています。発言の中で時間を共

有するという指摘がありまして、私も賛成なのです

が、ともするとベタベタした関係になってしまう心配

もあります。私たちの背後にある社会問題をキチンと

意識化しないと依存し合う関係になってしまうと思う
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んです。こうした意識化が重要だと思います。いい関

係をつくりたいという発言もありましたが、居心地の
いい関係というだけであれば、やはり絡めとられてい

く不安があります。

時間と空間のネットワークというか、共生関係をい
かに自分たちの関係として創造するかが重要だと思い

ます。私の母は９５才で亡くなりましたが、病院にいる
のは嫌だと言って帰宅して、家で皆で１ヶ月ほど暮ら

したのですが、母との共生関係の中で子どもたちも自

分たちの暮らしの作法みたいなものを受け継いだと思

うんです。こうしたことが重要だと感じています。

加藤：浪川さんにとって、公的な制度、公的サービ

スとは何だったんですか。

浪川：私にとっては母を預ける意味がなかった。私

の仲間が支えてくれたんでショートステイも使ったこ

とはないんです。公的な制度はそんなものだと思うん

です。病院に入れていることで子ども達が一番嫌だっ

たのは、オムツ交換になると家族はカーテンの外に出

ていてください、と言われることでした。急に他人扱
いされるんですね。そこが一番問題だったと思いま

す。

花崎：これからは少子化社会になりますし、一人暮
らしも多くなり介護のあり方も変わってくると思うの

です。これから、そうした支え手になる人間にとっ

て、もう少し経験の交流や、どうしたらよいのかとい

う技術や、いろいろな方に活用できる方法がもっと伝

えられてもよいのではないかと思います。こうした知

識や技能が個別化していて、社会的に共有されること
。が無い。そうしたものが今、求められていると思いま

す。

浪川：母が退院する時、家では出来ませんと言われ

て見習いを１週間やらされたんですね。

介護のための知識と技能が大切だといわれているん
ですけど、特殊な技能というがあるのでしょうか。家

では友人も含めて、皆してやっていたんですけれど。



田村：浪川さんの友達のー人です。職場帰りに寄っ

ていただけなんですが、二人で話し合って見てきたん

ですね。浪川さんが出かけていない時に、息子さんと

二人で見たこともあるんですが、とりあえずの対応を

してきました。心配なこともありましたが、引き受け

るかどうかが大事なので、キチンとするかどうかでは

ないと思う。

白井：横浜の福祉事務所のソーシャルワーカーで

す。私はワーカーとして、専門性も大切だと考えてい

ます。現代は、複雑な社会になって孤立している人も

多く、一緒に問題を解決していく必要性もあると思っ
ています。家族介護だけでは難しくなっているという

状況になっていますし、社会的な介護も必要になって

きていると思うのです。そうした中で、公的な制度も

安心して利用できるように変えていかなければならな
いし、働いている職員も努力しているので、対立では

なく協力していきたい。

峰：障害者の娘をもつ母親です。地域で障害者のリ

サイクルショップをやっています。介護というのは自

然な行為だと思っています。高齢者にしてもそのまま

認めて付き合っていけばよいと思うんです。いいも悪
いも引き受けることが生きることだと思うんです。

長本：私も障害をもった子どもを育ててきました。
また、現在、父が痴呆になり一緒に暮らしています。

父も、人の手が必要になってきて、私が支えてきたの
ですが１００％満足をしてもらうことは不可能です。ま

た、もしそうした援助をしようとすれば支え手の人生

はどうなってしまうのかというジレンマに悩んでいま

す。現在は、公的・民間のヘルパーさんもお願いし

て、和光大学へも通っていますが、支え手へのサポー

トも必要と思います。

斎藤：学生です。日本の社会で見ると制度が先に出

来てしまって、市民がそれに従うという傾向があると

思います。どうして市民が求めている制度に変えてい

くことが出来ないのかがすごく不思議なのです。今、
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就職する時期なのですが、見えないルールに押し込ま
れていく気がするのです。どうしたらよいのでしょう

か？

一の木：横浜市のソーシヤルワーカーです。介護の

社会化が出てきた背景は、国や自治体からの要請だけ
でなく、介護を必要としている人々と介護労働者の労

働条件を確立したいという人々の中から出てきたと思

うのです。したがって、介護内容の社会化も検討する

必要があると思います。介護の他人性の意味を問い直

すことも含めて専門性を考えたい。

成川：公的なワーカーには権限があると思います。

それが一方的である場合があり、利用者サイドに立っ

た仕事が出来るか疑問をもっています。独立した機関

警回亘でしょう。また、社会監視能力を市民がもつこ

とも重要だと思います。

伊藤：８１才の親との関係で、公的サービスをいかに

活用するかを考えています。私の生活を大事にしなが

ら、母を見たいという思いでいます。距離をもちなが

ら母を見ていきたいと思っています。この場の討論

は、少しキレイごとだなあという気がしています。

野辺：私も障害児の親です。障害者と高齢者との違
いもあるなあと感じています。夫の母を見取ってきた

経験があります。私は、その間、この人とは他人だな

あと思ってきました。母は痴呆になったのですが、子

もののように無邪気になっていき、あれよあれよとい

う間に自分で何も出来なくなったのです。床づれもひ

どくなって、この切なさに耐えられたのは母とは他人

だと思っていたからだと思ったのです。夫には、敬愛

する母親のこうした姿を見せたくないと思いました。

老衰するということは、身体が腐ることなんだという
ことを目のあたりにしたような気がするんです。

身動きが出来なくなるということはこういうことな

んだ。日々肉体が腐り、朽ち果ててやっと死んでいく

んだということを母は教えてくれたんだと思うんで

す。
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とてもしんどくて、辛いことでした。それが自分の

母だったら出来たかどうかわからないんです。父は８８

才ですが、もう一度同じこと（自宅で看ること）が出来

るかというと自信ないですね。

加藤：最後に３人の方々から、これからの課題をま
とめていただければと思います。

花崎：今回も感じたのですが、私の場合はまだまだ

楽だったなあと思いました。女性の労働（家事労働、

介護労働）と比べ、男性は時間の共有をもっと考えな
ればと思います。私も５月から母と一緒に暮らします

ので、そこでもう少し考えてみたいと思っています。

さえておくことが重要です。

もうひとつ、引き受け合う関係というのは大事だと

思いつつ、その前提として、今の社会の中で排除され

るべき存在としてのウロウロ、排除されるべき普通

じゃないことを引き受け合う関係であるということを
ハッキリしていかないといけないと思います。

それを「公」ではなく「共」としてつくりあげていくこ

とが必要だと思います。

最後に、家族介護の限界から社会的介護が問題にさ
れている訳ですが、もう一度、家族はどこまでいける

のかという問いを深めなければいけないと考えており

ます。

公的な機関に関わってもらうためには関わり方がある加藤：どうも長時間ありがとうございました。

と思います。公的機関は、主に男性の判断によって運貴重な発言をいただき、多くの課題が出されたと思

営されているといえます。概念的で一律、規則、公平いいます。

といことで現場の裁量の自由を与えていないわけで一つは、「老い」が社会的に作られてきた概念である

す。その意味では小樽では、積極的に公的機関と関わということ。その中で「老いる」という現実をどう地域

りたいと思っています。

浪川：役所が関わると、とたんに「在宅」という言葉

に組み込まれてしまうんですね。それが非常に嫌でし

た。スウェーデンでは寝たきり老人がいないと読んだ

んですが、寝たきり老人のいない国というのは、寝た

きり老人を殺しているんだと思うんです。

今、障害児にも関わっていますが「家族」というもの

が重要な鍵をもっているような気がしますので、私は

今後も公的なものには身を委ねないと思います。

母が何を望んでいたかというのは、正直いってよく

わかりかせん。ですから、一人で決めてはいけないと

考えて、子どもや友達にも聞いて多くの人の意見で
やってきました。専門家が憶測して本人の意思を尊重

するというのはどこかで危険だと思っています。

高石：今、短大に勣め始めて、福祉職員の養成をし
ています。そんな中で、どうも技術論に傾いていると

思います。一人ひとりは違うはずなのに、ノウハウを

学ぶことに力点があるように思います。身体介護とい
う時に、身体というのは社会関係としての身体だと押
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社会の中に作るのか。その中で、衰えるという現実は

確実に起こってくるわけですが、それをどう支えるの

か。つまり介護やケアの内容とは何か。その思想性や

実践論を、市民の側から、そして公的機関の側から出

し合うことで、その共通する基盤を見付けだすことは

可能なのか。

そんな課題を、「私」と「公」をつなぐ「共」という視点

で深められないか。

今回は、公的介護保険について討論することは出来

ませんでしたが、今回の内容を整理する中で、その問

題点を明確にしていきたいと思います。
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報 告 広 瀬 隆 士

発題（広瀬隆士）

神奈川の藤沢で、精神科クリニックのケースワー
カーをしている。子どもからお年寄りまで、大人を中

心に子どもも来る所。

簡単に自己紹介。学校で味わってきたエピソードを
２、３．小学校４年～６年、めんどうみと付き合いはいい

が、怒りと愛嬌をとり混ぜて竹の棒を振り回し頭を叩

く教師。私は気が弱いので、あるいはそのせいで気が

弱くなったのか、叩かれることに脅えをよく昧わって
いた。中学に入ってからは一言で言えば所謂「いじ

め」。中２の時、他の学校で週刊誌沙汰になった体罰教

師が赴任してきて「生活指導」に力を入れて、学校が非

常に「荒れた」。廊下を歩いていると、回し蹴りだの、
パンチだのヌンチャクが飛んでくるのが日常茶飯事。

特に屈辱的な思いをしたのは、体育館で数人の同級生

に取り押さえられ、パンツを脱がされたこと。そんな

ことがあったことを家族にも誰にも言えず、おどおど
ピクピクしたまま、中学３年間通して無遅刻無早退無

欠席という非常に奇妙な「優等生」をしていた。

それと並行して、胃潰瘍で脱サラして自転車屋をや

り、失敗して貧乏暮らしの中、夜警のバイトもして生

計を立てていた父が「自分のようになるな」といじけな
がら「公務員になれ」、高校、大学へ行くなら金がなぃ

から国公立へと、ちょうど中学でいじめられながら誰

にも言えなかった時期にねちねち言われ、そんな父に

対して軽蔑し罵倒するようなことが度々あった。父の

方でも、息子に馬鹿にされているという被害感を膨ら

ませ、だんだんこじれて口論の末、ある晩父が包丁を

持って襲ってきて兄がなんとか止めに入るといったこ
ともあり、今晩寝たら殺されるんだろうかと思ったり

もしていた。

高校に入ってか・らは、ほとんど学校に来ていない友

人ができて、その彼の家をたまり場にして４、５人が集

まり、そこで学校に対する文句や学校の管理に対して

批判し、いつもその彼の家を夜遅くまでたまり場に

し、学校、世間、社会を論じ、学校批判の新聞を作り

配るようになった。「登校拒否」「不登校」ということに

関しては、彼との出会いが大きい。彼は哲学沓とか思

想沓とかを多読していて、私はそういうものに疎かっ

たが、彼に感化されてこむずかしいことが好きにな

り、彼の影響をかなり受けた。

２５才から今の仕事につくようになったが、非常に体
の具合が悪いとか、つらいとか、死にたいとか、-言

で言うと、「不調」を伴って学校に行けないという中高

生や小学生がクリニックに多く来ていた。その際、臨

床を仕事にしてしまうと、非常に苦しく参っている人
に会うと、それを回避する、そこから抜け出すことを

第一に考えてしまう面がある。学校に続けて行きなな

がら「回復」していくことはあまりなく、当時、薬や入

院によって学校に行かせる治療をうたう「専門家」が多
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く、精神病院への隔離も横行していた。それはとんで

もないことだという思いがあって、登校拒否を考える

親の会とか、奥地さん、内田さんらと一緒に、学校に

行かせる治療をうたう象徴たる精神科医の稲村博氏一

派に対する抗議の集会を開いたりした。そんなことを

しながら、学校に行けない痛み、たまらなさを回避す

るためにと、ある意味で臨床的なことをしていた。

で、その中で、ただ学校へ行かなくてもいいと言っ

ていても、先の不安、将来はどうなるんだとか、今、

どう過ごしたらいいんだといったことが、学校での

「痛み」を回避したあとの苦しみとして、のしかかって

くる。そのことでますます苦しむということが実感さ

れ、子どものたまり場を、しばらく自宅を兼ねた所で

藤沢の市民グループと一緒にやり、その後私が引っ越

してからは公民館で市民グループが続けた。「校害

ｔｅｌｔｅｌ運動会」といって、学校の害があったら電話を

と、元々私が藤沢に行く前から、通信制の高校教員

や、「俺は尋常小学校中退だ」と威張っている「へんな

じいさん」たちが、体罰教師のいる学校や駅前に看板

とチラシを持って出掛け、「ひどい教師がいるぞ」みた
いなことを、その学校の子どもたちや市民にチラシを

巻いて知らせたり、過激でおもしろい活動をしてい
た。

そんなことをやってくるうちに、今日のテーマにつ

ながることだが、当時は、学校で「個人の尊厳」「個性」

「自分」「自己決定」がつぶされるとか、そんな思いでこ
の「校害ｔｅｌｔｅｌ」などをやってきて、学校に行くと非常に

「痛み」を感じるということや「いじめ」とか、これはや

はり管理教育が「個人」「個性」をっぶす、その中で懺屈

した怨念が子ども同志でぷつかっていくと、そんな捉

え方で、日頃の臨床とか、市民運動的なことをやって

きていた。で、そのような「個の尊厳」「個性」をつぶす

学校から離れて生きた方がいいんじゃないか、「学校

を見限って生きよう」という、そんな生き方を、ひと
つの「文化？」として発信していこうじゃないかみたい

な、そんな「乗り」でやってきていた。が、そういう

「乗り」でやってきてみると、数年前から、これでいい

んだろうかと自問するようになった。「個性」とか「自

己実現ＪＩとか「自己決定」とか、これは「個人」としての

４２

「自立」の力を高めるというような・、「自分」というもの

が立派にならなければいけないというような、「自分」

に対する「尊厳」という、人間は立派に生きなければい

けないというような考え方を非常に持っているんじゃ

ないかと。で、実は一人一人が尊ばれて立派に生きて

いくというその考え方でこそ、子どもたちは今、まさ

に苦しんでいるんじゃないかと。しっかり「自分」づく

りをして、「自己実現」をしなければいけない、そうい

うことが、今、学校で「教育」の名の下に行われてい

る、それが「教育」のある意味で本質なんじゃないか

と。で、その「自己実現」しなきゃいけないということ

が、実際背負えなかったり、「自立」できなかったり、
一人では生きていく力を持てなかったり、人の世話に

なったりとか、そういうことであってはならないとい

う強迫として、「教育」がのしかかってきているのでは

ないかと思うようになった。

で、それと「学校を見限る」ということで、学校の教

室の苦しみからのがれて生きていくことに関して言う
と、学校で苦しむ人が教室から居なくなり、残ってい

く人のことを思うと、学校という場所が、ますます学

校に「平気で？」来られる人ばかりの場所になってい

く、来れない人は別口の定時制とか、居場所で生きれ
ばいいということでやっていくと、ふつうにやれる人

は学校へ、そうでない人は別の場でと、居場所、行き

場所がいつのまにか分かれていく。で、学校に非常に

問題があったとしても、残った人たちの所では数々の

問題が凝集しているわけだが、それをになせる」人が

残っていく。そんなことになってしまっているんじゃ

ないかと。

そこで、あらためて気がつくのは、そもそも学校で
は、最初から「障害児」がはずされている。「登校拒否

児」は、後から自分ではずれていくが、最初から行か

ないと決めて行かないのではなく、行っていて、途中

からたまらず出ていく。これを「自分の意志」で抜けた

とか、「自己決定」で抜けたとかと言っていていいか。

やはりこれはある種の排除かもしれない。それと、

「障害児」が最初から排除されているということとは同

じじゃないか。そう考えると、今、学校（普通学級）、
フリースペース、養護学校・（特殊学級）、その他諸々へ
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と 、 子 ど も た ち が い つ の ま に か 、 そ れ ぞ れ に 「 合 っ ユ

た 」 、 自 分 に 無 理 が か か ら な い 場 所 で 生 き て い く よ う 発 題 （ 武 田 利 邦 ）

に と 、 あ る 意 味 で 選 別 が 細 か く す す ん で い く 、 そ う い い

う こ と が 起 き て い る ん じ ゃ な い か と 。 そ れ を 、 「 登 校 １ ． は じ め に ト 、 ぃ

拒 否 」 の 対 策 と ・ い う こ と で は 、 学 校 だ け が 居 場 所 じ ゃ 、 丿

ない、他の場所で生きていけると、ある意味で希望の県立高校の教師になってから２７年。前任校（保土ケ

星のように「多様な生き方」をうたう。「個性に合った谷高校」の前に定時制に少しいたが、それ以外は全日

生き様として、「別の場」を肯定的に見ていく。が、実制。神奈川県は１９７０年代の半ばから、１００校の高校を

際は追い込まれて決めたことなのに、「自己決定」「自作った。人口の流入が激しく、１００校作らなければ９０

分の意志」でそうしたという話にすり替わっているん数％の高校進学率を維持できなかった。ここへきて、

じゃないかと、そんなことを感じるようになってき子どもの数が減り、多くの学校でどんどんクラス数が

て、これはやはり、・「障害児」が最初から別ルート、別減り、だいたい半分に。-・番多い時の生徒数は大体

口に選別されるということも含めて「登校拒否」の問題１５００．今、保土ケ谷高校は７００を切っている。大部分
と「障害児」の問題とを一緒に考えて、いったい今どうの県立高校がそういうふうになっている。ここ２０数年

いうことが起きているのか、問い直さないといけないの間に、このことに象徴される大きな変化が日本の社

んじゃないかと、そう思ってこの分科会を提案した。会全体に起こっている。

そ ん な 経 緯 が あ る 。 そ う い う 中 で 、 「 登 校 拒 否 」 の 生 徒 が 、 ち ょ う ど 私 が

で、特に「個性」とか「自己実現」という考え方はやば教員になった頃から出てきた。また、最近は「課題集
いんじゃないかと、これが私の一つの問題提起。多分中校」、かつては「教育困難校」と言われた、いろいろ

今まで、・特に不登校で闘ってこられた人たちは、「個な問題を抱えた学校が増えてきた。そうした中で、た

性」「自己実現」を肯定的に言ってきたと思うが、もしくさんの「登校拒否」生徒が増えてきた。高校の場合に

かしたらそれは、「障害者」の選別、人は「自立」して立は、一定の出席日数を切った場合には進級できない。

派に生きなければ人でなしだという優生思想につなが進級できないと中退するという形で問題が現れてく

り、人は「自分」で活躍できる人間でなければいけないる。

という、「個」の力を鍛えて讃える人間観でもあって、「登校拒否」の生徒に出会った時に教師はまず「あい

そういう人間観が、今、子どもたちに重しとしてのしつはサボッているんだ」と考える。しかし、どうも様
かり、それに応えられないと生きる道がないと、そん子を見ているとそうではないと、普通に生徒とつき

なことが子どもたちに（＝大人たちに）突きつけられて合っているとわかる。私も最初はカウンセリングをか

しまっているんじゃないかと。で、そんな中で、活躍じったり、家庭訪問をしたり、「学校へ来いよ」みたい

できない、立派になれない・という人が、生きている価な話をしていたが、それをやればやるほど状況は悪く

値がないと「自分」で思い込んだり、みんなと一緒ではなる。佐々木賢さんが「学校を疑う」や「怠学の研究」

なく、何処か別のところで生きたらどうかと、例えば（いずれも三一沓房）で、学校そのものを前提として考

精神科の作業所にでも行ったらどうかと、そんな形でえるのは無理じゃないかと言っていて、それまでは、

離され、分けられていくんじゃないかと。だから、カウンセリングみたいなことをやっていたが、だんだ

「自分」を立派にして生きるということ、それとセットんそういうことをやらないスタンスを取る方がうまく
になった「個性」「自己決定」「自己実現」ということを問関係を取れることに気づいた。

い直したい、これが今日の私の一つのテーマ。そうしている時に、「脱学校の社会」というＩ．イリイ

チの本や、Ｐ．ブルデューというフランスの社会学者

の、学校というものが、きわめてぽくたちの時代に限
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定された近代産業社会のシステムであって、これはあ
たりまえのことではないんだという畿論に出会って、

「なるほど」と感じた。そういう識論をふまえて、１０年

ほど前に「進路不安症候群のｌｌ孝代」（労働経済社）という

本を杏いた。

その頃横浜で「相談指導学級」という登校拒否の生徒

が来る学級を始めた、永田実さんという中学の先生が
いて、「お前、教員をやっているなら、永田に会って

みろ」と、ある人に勧められた。今は「相談指導学級」

が認知され、横浜では、市立中学６校に通称永田学級

という「登校拒否」生徒の通う学級が併設されている

が、最初は、教育委員会は永田さんのやっていること

を徹底して排除した。新聞などに永田さんが出ると、

すぐに校長や教育委員会からお叱りを受けたと。で、

当時、警察の「青少年相談室」みたいな所で、本当に暗
い部屋で、永田さんに会った。

２。学校の空洞化

そんなところから、いったい「登校拒否」をどう考え

たらいいかと。今も私は学校で進路指導をやっている

が、現実的な問題として高校を中退した時に、日本の

社会では行き場がなくなってしまう。このごろでこ

そ、フリーターが一般化しているが、あるアメリカの

教育学者は「日本の社会で「登校拒否」をすることは、

社会的に自殺をすることだ」という言い方までしてい
る。アメリカの社会でかなりの生徒が高校中退してい

るのに、問題にならないのは、「登校拒否」という問題

が、社会の「職業システム」の問題であるからだと思

う。

その頃永田さんがつき合っていた「登校拒否」生徒の

多くは、中学で非常に成績のいい生徒が多く、中学卒

現状がある。

先程の学校規模の話で言えば、生徒数が減って、一

学年にそれまで５００人いたのが、半分、学年によって
は２００人から１００人台になってくる。

クラスも減り、教員も定数法上あまってくる。定数

法上は一クラス４５人だが、神奈川では４０人かそれ以

下。４５人のままにして、進学率を上げて１００％に近づ

ければ良いのに、なぜか教育委員会はクラス定数を減

らして募集している。で、中退する生徒が増えている

ので、４０人位で入学してきた生徒が、一年たつと各ク

ラス３０人位の平均になるという状態で、私はこの３月

まで授業をやってきた。学校格差が非常にあり（いわ

ゆる「偏差値ランキング」）、「登校拒否」つまり中退す

る生徒は学年に一人か二人という学校から、いわゆる

「課題集中校」と言われ、毎年何十人もやめていく学校

まである。これは全国どこでも同じ。何故かと言え

ば、学区制があり、ひとつの学区に十～十数校あれ

ば、いわゆる偏差値順に一番から十数番まで順位がつ

く。

その中で、「課題集中校。」は「授業料徴収困難校」だと
いう話がある。公立高校の授業料は、３か月ごと２万

９０００円の銀行引き落としだが、この引き落としができ

ない生徒が各クラスに数人ずついる。そういう生徒が

多いのは「課題集中校」というわけ。大学については、
８０年代初頭に教育社会学者がデータに基づいて、東大

の学生の親が一番経済力があると。これは、所得だけ

でなく、社会的地位に関しても同じ。つまり、偏差値

学力が親の所得と比例関係にあると、大学については

実証されている。それが高校の段階でもすでに現れて
いる。生徒がへたをするとアルバイトをしないと学校
へ来れないという状況が「課題集中校」にはある。

莱という形だけ取れれば、いわゆる「課題集中校」では３．解釈

なく、受験有名校にボンボン入っていく状況があった

が、だんだん時間を経て、「登校拒否」の生徒が多様化昔だったら、そういう生徒は定時制へ行けばいいと

してきた。非行傾向をはらんだ生徒が増えてくると、いう話になってしまうが、そういう状況ではない。ブ

都立烏山高校で１００人、横浜の磯子高校で２００人規模のルデューの言う「学校は階級再生産の装置である」とい

中退者が出てマスコミを騒がせた。私の前にいた学校うことは、本当に実感。豊かな社会では理解されない
でも、学年によっては６～７０人の中退者を出している話だが、「公立高校の授業料が払えない子なんている
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の」ということだが、これは「あります」。数から言え

ば「課題集中校」は、ひとつの学区にーつか二つ。学校

の数全体から言えば１０～１５分の一。しかし、明らかに

これは、憲法に言う「教育の機会均等」なんてどっかに

すっとんでいる。「学校の空洞化」ということをここ数

年言ってきた。「登校拒否」の生徒は、従来は中流、比

較的恵まれた家庭の子どもが多かったが、ここ数年の

傾向を見ると、家庭的にも困難を抱えた子どもたち

が、経済的な問題もからんで学校に来られなくなる

ケースが、私がいたような学校では目立っている。私

は運動部で男子バスケット部の顧問をしていたが、去

年初めて５人集まらなくて試合ができなかった。私が

来た頃の保土ケ谷高校は非常に運動部が盛んだった

が、バレー部の６人は数年前から集まらず、バスケッ

トも女子は５人集まらない状態が続き、野球部は去年

の後半、９人集まらず、夏休みにサッカー部も、割合

お勉強のできる学校に大敗した後に生徒が集まらなく

なッて、Ｈ人集まらず、試合ができなくなった。試合

もだが、練習もある人数が集まらないと練習にならな
い。バスケット部で「あいつどうしたんだよ」と言う

と、「バイトです」と。アルバイトの方が部活よりも重

要ないしは、バイトをやらないと部活が続けられな
い。バスケットシューズは今一万円位する。

ここでも親の経済力と比例している。公式戦に行く

と、受験有名校は今逆に部員があふれている。「課題

集中校」は、選手が５人出ていくとベンチに監督とコー
チしか残らないという状況が全国規模で起こってい

る。修学旅行に、今までであれば、どうしても乗り物

に乗れないとか、特別な理由で行かれない子がクラス

に一人か二人いたが、今はクラスに７～８人平均、学年

では６０～７０人が参加しない。そして、はっきりした理

由が見えてこない。たとえば、あの子と一緒に３日間
いるのがいやだという、いじめのようなことがあると

は思っているが、もうひとつは経済的理由。積立てを

しているが、その積立ても滞ってしまう。「行かなけ

れば返ってくるんでしょう」と。これも多くの「課題集

中校」で起こっている。

最近、小学校でも「学級崩壊」が起こっていると言わ
れる。既に佐々木賢さんが「怠学の研究」の中で沓いて
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いて、ぼくはそれを読んだ時は、自分とは遠いと思っ

ていたが、教室の中で生徒がこっちに一グループ、

あっちに一グループと集まって勝手におしゃべりをし

ている。ものを食べる、女の子はお化粧をするわ、別

の子はヘッドホンで音楽を聴いているわ、最近では、

携帯電話やピッチが鳴る。立ち歩き、「座れよ」と言っ

ても、シカトされてしまう。そういう状況の中で、少

しでもちゃんと勉強したいという子が途中でやめて

いったということもあった。

そういうことが起こると、「学年の教師の指導が手

ぬるいからだ」という話になって、「もっと厳しく生活

指導を強化する」ということになりやすい。例えば、

小学校の５０年配の先生カ１５年生の女の子に「てめえこの
クソジジイ」と言われて心を傷つけてやめてしまった

という話を聞いたことがある。小学校の先生って、や

はり子どもが好きで教員になっていると思う。私の学

校でもそういうことが日常的になって、「対教師暴言」

という指導項目ができた。そういう言葉を吐いた場

合、校長室で特別指導をするというウソみたいな実態
が拡がってきている。

もうーつは、単位認定。進級、卒業の判定が甘いか

らそうなるんだという議論が出てきた時に、なかなか

それに反論できない。特別指導とは、最後に時間数が

足らなかった時に、普通は足らない時間数を補って進

級させていくが、それではだめだと、この進級判定の

基準が次第に厳しくなっていく。今度の指導要領で

「履修」と「習得」が区別され、何のためかわからなかっ

たが、こういう単位不認定者の学校を制度的な側面か

らバックアップしているということだった。

その一方で、単位認定を弾力化している。明らかな

差別だと思うが、通信制、定時制は、大検の取得単位

を単位として認めるのに、何で全日制は認めないの

か。文部省はきちんと答えられないだろう。そういう

所で、指導要領そのものが破綻している。所沢高校の

事件にしても、似たような事はいくつかの学校で起
こっている。「日の丸・君が代」の処分をめぐり、生徒

会が校長と対立したケースが千葉の東金高校で起こっ
ているし、似たような事は、これからもっと起こると

思う。

４５



社会臨床雑誌第６巻第３号｛・ＩＳ｝９９．３．）

４。反動

教育権力と言ってよいか、あらゆる場面で管理を強

化し始めている。既成の１１１１場慣行を一つずつ剥奪しよ

うとしている。勤務評定は、神奈川、東京では形骸化

されていたが、東京では管理職について実質化し、Ａ
～Ｃランクの校長となり、Ｃランクだとボーナスが減

らされる。全国かなりの県で、そういうことが行われ

ている。地方教育行政の官僚主義化の強化が進んでい

る。岐阜県では２月Ｈ日に全市の小中学校で生徒を集

め、「日の丸・君が代」で式典をやるそうだが、いずれ

そういう風潮が成長してくるだろう。

最後に、「個性化・弾力化」ということで、広瀬さん

の話とつなげておきたい。脱偏差値というスローガン

で、受験学力ではないんだと「意欲・態度・姿勢」を評

価すると。これを「新しい学力観」といい、高校入試に
ついてはすでに「入試改革」ということで、全部点数化

する。何をやるかというと、例えばボランティアをど

うやったかを評価する。どんな資格を持っているか、

中学だと英検３級とか、漢字検定とか、全部点数化す

る。ボーダーの部分については、入試の成績ではな

く、全部この「新しい学力観」でやる。生徒会の役員を

やったら何点、ボランティアを何年やったら何点、例

えば、一年間連続してやったら１０点、一日だけなら１

点という具合に。

発題（伊部篤）

言いたいことはそれなりに今まであったが、間近に

なってくると、さて何をいったい言ったものかと、自

分の中でわからなくなってくることが、やっぱりあ

る。だから、どんな話になるかわからないが、この

間、子どもたちを含めて生きてきた中でのことを、端

折りながらお話するしか仕様がない。
ぼく自身は、一方で映画関係の学科に生きたいなと

いうのがあったが、結果的には試験に通らず、全然違

う学部に入ってしまった。それと、もう一つは、今４９
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才。逆算していただけばわかると思うが、学生運動が
バッと暴力的になり、全面展開始めた時期と合致し

ちゃう。で、それまでの、イデオロギーや言葉を使っ

ての運動から、具体的に暴力を媒介にして社会に対す

るという、全共闘の幕明けとまったくクロスして、や

はりそこから今に至るまでの基本的なものがつくられ

てしまったのかなと思う。

で、そのあと学校と、今度は外から、子どものこと

なんかでいろいろぶつかることがあって、２０年近く

やってきた。が、最近つくづく思うのは、この間自分

が、あるいは、自分たちがやってきたことに対して、

かなり根本的な疑問が自分の中で生じていて、果たし

て本当によかったんだろうかと。「障害を持っている

子どもたちを受入れろ」とか、「誰も地域で生きるん

だ」とかバーッとやってきたところで、本当に何かそ

ういうことを引き寄せるような方向に向かってやって
これたのかと、ちょっと抜き難い疑問が生じてしまっ

ていて、で、今の世の中どういう目で見てもすごいや

ぱい、このままじゃ危ないぞっていうのがある。

で、具体的な話に入る。隣にいるのが長女の朝子。

現在２３才。中学を卒業して高校受験をしたが、やっぱ

りだめで、点数取れないから、白紙の解答。中学から
の通達沓も点数がついていないから、総合したって

Ｏ。そうすると、いくら受験しても排除される。で、

１年浪人して２年目の時点でたまたま定員割れが生じ

た。２次募集で。
で、学校現場で猛反発があり、いくら定員割れして

いようと、点も取れない、字も沓けない、ものも話せ

ない子を高校生として受入れるわけにはいかないと。

職員会餓の総意ということで、ものすごい反発があっ

たが、それまで６、７年、強烈な交渉を続けてきたか

ら、都教委の方は、放り落としたら、自分たちが今ま

で答弁してきたことを全部ひっくり返すことになるか

ら、学校の校長に圧力をかけたらしい。で、校長裁量

で入学決定したと。こっちは、ああ高校生になれたん

だと。素朴に喜んで学校に通うんだけれども、先生た

ちにとっては、自分らは認めてないょっていうことか
ら、朝子にとっての高校生活が始まった。

で、結果的に一年生を６回。去年２年に上がり、今年



３年のクラスに上がった。だから、学校との関わりと

いうと、正直言ってうんざりしているし、教員たち

が、いろんないいことも言うし、それなりの立場の意

見というのはあるが、ぽくの目から見ると、やっぱり

おっしゃっていることと、学校の中でなされているこ

ととのギャップがすごく大きい。誰だって、表立って

「障害者」の差別は絶対に言わないし、やっぱりそれは

人間として認めるべきだと一方では言う。が、自分の

足元の、自分の担任か、自分の持っている授業の中で

やっぱり評価できないと、ずっと言われている。それ

は、まったくそうだろうと思う。だけど、どうなんだ

ろう。別に評価されなくてもいいが。そこで今、事態

の打開に向けて、都立高校の中で割と教員をおさえる

ことのできる校長を配置しているみたい。解決したい

から。この間、朝子が６年も７年も学校へ通ってきた

が、きちんとできた教科は一教科もない。だけど授業

にだけはふんだんに出ているから、かなりのところは

履修しちゃった。で、この一年で、あと履修できてい

ない教科、２年、３年にならないと受けられない授業、

それをどうクリアしていくか、それをクリアしていっ

て送り出しましょうというのが、どうも構想（？）みた

１、ゝｏ

で、２、３年前だったら、やっぱりちょっとそれはお

かしいんじゃないかと言ったと思うが、今、あんまり

積極的に言わない。朝子は、先天的な障害で、女の子
にしか生じない病気らしい。で、保育園あたりから始

まっていろいろぶつかり合った。保育園で対応できな
いんで、専門の知識を持った人たたちの所へ通われた

らいかがですかというのがずっとあった。だけど、そ

んなつもりはなかったし、専門的な施設に送りだす具

体的な必要は感じなかった。だって家で暮らしてい
て、本当に困ってなかった。他の子どもとの違いはあ

るにはあるが、家の中、あるいは日常の中で朝子が

「障害者」であることで現実的に困ることは一度もな
かった。だから、別に追い詰められているわけでもな

いし、何処かに「障害」を克服するために送りだす必要

なんて全然なかった。それと保育園の保母さんたちの

見解とのずれは当然ある。

そんなふうにいろいろありながら、小学校に入学し
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た。結果的にはいろいろあるが、学校が学校として困

るという中で、割と年配の熟練の教員を朝子の担任に

あてた。それはこちらも素朴に、よかったと思って、

小学校低学年の時は問題はなかった。その熟練の先生

が、「障害」を持った子どもと付き合うのは初めてで、

朝子との関係の中に先生が引き込まれて、まあいろい
ろはじまるわけだが、そんな関係だから、ぽくらに対

して何かとかは全然ない。ただ、やっぱり高学年に

なってくると、いろいろと問題が出てくる。何で朝子

さんがこの学校にいるのか、自分にとっては疑問だと

いう言い方として始まってくる。ただ、そんなのは、

先生たちと意見違うけれども、悪いけどつきあって下

さいねという形で、小、中、いろいろと、教育委員会
に文句を言いにいったりとかはいっぱいあったが、ま

あ大過なく過ぎた。

で、中学を出て高校へという時期があって、つま

り、ほんの５年くらい前までは、教育委員会と話した

り、個別の問題、朝子の問題でなく、他の地域の子ど

もたちの問題で、クレームをつけに行ったり、学校に

怒鳴り込んだりばかりやってるもんだから、会議が多
い。で、ある意味で、個的な生活が一般的なイメージ

から大きく逸脱する。そうすると今度は家庭内でいろ

んな問題が生じて、離婚という問題が出てくる。で、

あるいは離婚になる前に、いろいろやる中で付き合う

人たちが、それぞれに精神的に混乱して、やぱい状状

態になる人が出てくる。ぼくは当時、ストレートに病

院に送りだすことにすごい抵抗感があって、本当は

もっとみんなの関係の中でやりたかった

が、何人かはぺったぺたに家の中に連れてきて、

ちょっとセクハラじみた（？）ことがあったり、家庭的

には常軌を逸していると言われるかもしれないが、そ

れはつらい関係で、そこに至るプロセスやそういうこ

との中で、子どもたちがやっぱり巻き込まれる。朝子

も中学生。下の二人は小学校か入学前。
で、いろんなことで子どもたちが混乱したと思う

が、それを全て含めて、子どもたちから文句を言われ

たこともないし、家のことを割とちゃんとやるタイプ
の男なんで、離婚後の生活上、具体的な支障が生じる

わけでもなく、まあ、受入れちゃっている。ただ、そ

４７



社会臨床ＳＳｌｉ誌第６巻第３号（‘１９９９．３．）

ういう流れが自分をつくっていく中で、子どもたちの

中には自分たちの整理できないものがいろいろ生じて

きただろうし、次女が中学２年になりかけの頃に、ぱ

たっと行かなくなって、どうしたのかと、一週間くら

いみていたが、最初は元気なくてしょぽしょぼ過ごし

たのに、２週間くらいすると何かもう、容認されたん

だと思ったようで。学校へ行かないことを、家の中

で。ぽくは文句言うわけでもなく、押し出すわけでも

ないんで。朝も、ひとときのぱたばたが過ぎると、ワ

イドショーが始まって、テレビの前にお茶とお菓子を

用意して、すわりこんで、ニタニタニタニタ。そんな

感じで、そのまま卒業していく。

実は、本人にも言った。行きたくないなら無理に行
くことないよと。ただ、行けなくなったことをそのま

ま引きずって、終わって欲しくないと。俺としては、

行かないことをすっきりは容認できないよとか、まあ
いろいろ言いながら、行かなかった。で、今度、そう

いう次女を受けた一番下の長男が、小学校へ行かなく

ていいと思ったのか、つらそうな顔も見せずに行かな

くなった。それがＩ、２年あって、６年の時にはどうい

う具合かまた１年通った。そうしたら、担任の先生が

すごく喜んで、健康優良児に推薦された。登校拒否を

克服したと。まあこれは先生とぽくらの生活のギャッ
プで、なんだろうなこれって、そういうことは克服す

るってことになるのかなあと。

で、中学に入って、一学期、ものすごく嬉しかった

ようで、朝早く登校して部活もやって、めいっぱい

やって、やっぱりダウン。学校に行かなくなって。だ

から、長男はそのまま中学を卒業。行ったのは、一ヵ

月間だけ。でも、今、正直言うと、長男が定時制に
入って、妻がいなくなって生活上不便していて、学校
へ行かないのは困ることかもしれないが、ぽくは別に

困ってなくて、家に居てくれると生活上やっぱり非常
に楽で、留守頼んで、掃除や洗濯頼んだりで、それが

なくなって一人になると、生活上は、大変だなあと。
ぽく自身が、勉強はあんまり好きじゃなかったんで、

勉強したくない気持ちはなんとなくわかっていた。

で、親に隠れて、ぼくもマンガ読んだり、プラモデル

作ったり、勉強しているふりしながら、塾行くよなん
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て言って、行ってやしなくて、遊びに行ったり。我が

身の小さい時を振り返ってみると、行きたくないと

言っている奴を、無理やり押し出してもろくなことに
ならないなと。それよりも、学校に行かないことが本

当に悪いことなのかどうかというあたりは、あんまり

深刻には考えていない。最終的に君ら自身の問題だよ
と、ニ人に対して言うしかない。今、学校に行かず、

好きな本読んでプラモデル作って遊んでいるけれど、

ツケは絶対生きていく上で来るから、それは覚悟して

おいて、その時に、いくら親だからと言ってカバーは

できないし、あなた方自身がやっぱりそこをやってい

くしかないと、今言うしかない。あんまりそんなこと

を言っても仕様がないが、酔っぱらうとついつい。

やっぱり気持ちの中で言いたくなっているのか、こ

ろっと言っちゃったり。でも、本当にそう思う。学校
へ行こうが行くまいが、あの二人の生き方の問題だ

し、俺は俺でやるしかないなと。で、それと、学校の

対応を見ていると、やっぱり朝子に対しては、来られ
て迷惑だというのは、はっきりある。できれば来て欲

しくないという中で、一貫してある。で、他のきょう

だい達が学校に行かなくなると、途端に先生らが足し

げく家に来て、どうしたんでしょうか、どうして学校

に来ないんでしょうかと言われる。やっぱりちょっと

おかしい。「登校拒否」の問題とかがガーッと言われる

中で、反応がすごい過敏になっているんじゃないか。

すごく気を使う。行かない子に対して。自分として

は、学校に来ないなら、足しげくお宅に伺って、本人

と話す機会をつつくりたいが、それが逆にブレッ

シヤーになったらいけないから、こちらからは連絡と

りませんとか。そんなこと別に言わなくていいと思う

が、すごく気を使っている。

それと、長男が卒業する前の去年あたり、学校で、

学校には来ないけど、相談施設とか、フリースクール

とか、どっか行かれてますよねと言われる。いや、別

にうちはどこにも行ってません、行かせる必要もない

し、うちでごろごろしているしと言うと、どうしたん
ですかと。どうしたんですかと言われても、別にどこ

かへやる必要もないし、困ってないし、本人も困って

ない。学校に行かれなくなった子は、非常に苦しい精



神的な問題を抱えて、よりすがれる所を求めているも

んだと、やっぱり思っているらしいが、必ずしもそう

じゃないんじゃないか。まあ、いろんな子ども達や人

間がいるから、無理に一般化することはないと思う

が。

まあそんなで、長女が小学校に入学してから１７、８

年、学校と付き合ってきて、そろそろいいかなあ
と。、いろいろ変わってきたこともあるし、あいかわ

らず変わらないこともあるが、これは、大方の人達と

意見が分かれることかもしれないけれども、ぼくは、

行き届いた丁寧な教育なんて望んでない。かつて行政

と交渉したり文句言ったり、いろいろと動き回ってい

た頃はぽくの中にも教育のイメージがあった。だけど

今は別にない。正直言って、望ましい教育なんかな
い。どんな教育を主張するのかとかいうのはもう既に

なくなってしまっている。ただ、学校というのは大事

な場だなあというふうには思っている。教員がいて、

生徒がいて、そこでの関係があるわけだから、そこに

は保護者としてあまり立ち入りたくない。だから学校
へは、そういった問題以外はあまり出たりしない。呼

ばれても、始業式に行くくらいの感じ。親なり他の人

間が介入してどうにかなる話じゃないところもある

し。でも基本的には、その場を構成する教員とか事務

職やいろんな仕事をする人達、あるいは生徒達とか、

そんな中で関係を形成すればいいんじゃないかと思っ

ている。

ぼくは森さんの本を、今度の事があるんで、かなり

苦労しながら読んで、非常にやっぱり難しい。̶言一

言にぽくの日常生活に馴染めないことがいっぱい出て

くるんで。ただ、おっしゃりたいところは、ぽくなり

に、そうかこういうことかと、骨組みみたいなところ

では、非常によくわかる。そういう骨組みの中で、今

何が進行しているのかという話はそれはやっぱりあ
る。

だから、いったいどの方向に、何をどうしたらいい
んだろうという戸惑いがあるが、ぼく個人に関して

は、もう教育の問題はいいかなというか、あんまり深

入りしたくない。深入りすればするほど、ろくでもな
いものになってくる。これはもう決まってる。障害児

の問題がそうだし、親が親として学校なり教育なり

に、何かをもの申していくときに、この間私達がやっ

てきたことへの基本的な疑問ということにもなるが、

よりよい教育を、うちの子にとってよりよい教育をし

てくれる場というのを、かなりの親がやっぱりどっか

で求めている、でも、それでよいんだろうかなあと。

学校の中でぶつかればぷつかるほど、わが子、この問

題に、どんどんどんどん個別化されていっちゃうとい

うのは確実にある。

で、そんな中で、この間の「アエラ」でも紹介されて
いたが、今、単位制の学校なんかが非常に評価され始

めているけれども、あれはやっぱりちょっとおかしい

なと。それは、学校へ行けなかった生徒なんかを含め

て、できる子が、自分のスタイルで勉強していくため

の場だという感じがどうしてもして、そこからは、朝

子達や、勉強できない子ども達がやっぱり吐き出され

ていく構図というのはあって、そのよりよい教育、一

人-人に行き届いた豊かな教育、クラスの定員をもっ

と減らそうというような。隠れる場をなくしてどうす

んだよと思うが。ぼくら、小学校に入った時なんて、

先生の目なんか行き届かなくて、かげに隠れて悪さし

たり。それが一クラス３０人だなんてなってくると、も

うスカスカに見えていっちゃう。これはやっぱり、ま

ずいんじゃないかと、まあそんなふうに思っている。

会場討議・その１

（会場）勤務評定という話が出たが、先生たちがた
いへんだということをよく言われるけれども、勤務評

定の現状は？私は親なので、勤務評定って、先生た

ちにとっては重たいもので、簡単にはいかないと思う
が。

（武田）ぼくは、戦後の教育史の中で、教育行政と

学校現場とが一番大きく対立した時点は、５０年代末の
勤評闘争だったと思う。昔の本を見ると、校長が自分
の学校の教員の評定をして出すのを、最初は全部拒否

して、その拒否した校長を一人一人呼んで切り崩して
いって、最後はその全部の校長をやめさせてしまうと

４９
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いうようなことが起こった。その中で、神奈川は神奈

川方式という自己記入方式、つまり、校長や教頭が一

方的に教員にＡＢＣ、ではなくて、自分たちでこういう

努力したみたいな形で丸をつけていく。だから、空洞

化した。実際の勤務評定は、神奈川の場合、やるとい

うことは決まっているから、やらなければならない。
で、そういう形で、実質化しない形で、神奈川方式と

言われる形でやってきた。（他では）だんだん実質化し

て、つまり、給与、昇格と連動をし始めた。神奈川は

まったく連動してなかった。そういう意味では、ぽく
の経験としては幸いなことに勤務評定を意識したこと

はない。だけど、そこへきてそれを、そんなものは勤

務評定じゃないと、実質的にやれということになる
と、ぼくはなるほどこういうのが実質化してきたら、

みんな校長の言うことを聞くよなと思った。

で、僕自身が教員になって２０数年、校長が言うとお

りに全部仰せごもっともみたいなことをやった記憶は

ない。それは、やはり勤務評定なんていうのはないわ

けだから、いくらでも言えるし、小中高校で違うかも

しれないが、高校の場合、好きなことを言う教員はか

なり居る。たとえば、日の丸君が代に関して言えば、

ほとんどの学校で、職員会議で反対していると思うけ

れども、校長は、これは反対をしてもやらざるを得な
いというふうにして、やっているというのが実態。

で、そういうことで言えば、勤評がないおかげで割合

学校現場で実質的に自分たちで話をして何かを決めて
いくということができてきたと思っている。そういう

形で自分たちで議論をする中で決められていくという
のは必要なことだろうと思うが、まあそれがなくなっ

ていくだろうと、完全に上意下達の形になるだろう

と。

今だって実態として既に自分達で相互に監視をし
て、実態としての方向転換はある。それが実質化して

いくだろうと、そうすると、状況はもっと悪くなっ

て、僕の言う空洞化がもっと進行する。僕はある意味

ではそうならざるを得ないだろうと思う。で、いずれ

学校というシステムそのものが崩壊するだろうと思っ
ているが、何年、どのくらい先のことになるかはわか

らない。ただ、伊部さんの話につながってくることと

５０

して、では、いったい我々はどうしたらいいんだろう

と。学校の中で学校を解体する方向で努力をするの

か、それとも、梢神医療の分科会で、施設の解体をす

るのか、改革をするのかということが論点としてある

と言っていたが、ぽくは今、学校を改革するというこ

とはあまり考えない。改革しても生徒にいいとは必ず

しも思わない。で、伊部さんがお話になっていたよう
に、学校規模を小さくするということは、教員にとっ

ては授業をやりやすくなるが、生徒にとっては、いわ

ゆるダークサイド（？）というか、隠れる所がなくなる

わけだから、必ずしもいいことではない。そういうと

ころに問題が来ているということは確か。勤評にもち

ろん反対はしているが、やるならやれよみたいなとこ

ろが、ぽくの中にはある。ただ、当面はやはり、あら

ゆる反動に対してはつぷしていくということはやるつ

もり。それはつぶさないとどうにもならない。それか

ら、最後はやはり生徒が生きていくときに、学校で得

られるものはたかが知れていると思うが、まあ、楽し
い経験をするとか、そういうふうなことはあってもい

いだろうと思っているので、そこでやるしかないなあ

とぽくは考える。

ちょっと話がずれたかもしれないが。

司会（竹村）今の答えでよろしかったのか？先生
というのは勤務評定みたいなものに縛られる存在なの

かというような、そこらへんをもう少し、詳しくお話
いただければと思うが。

（武田）もういい。

（会場）私、下の子は今度中学に上がったが、小中

高と子どもがいたんで、まあ高校の先生ってそういう

ところもあるかなと、親として見てた。が、小、中学

校というところでは？もちろん相互で自己規制し合

うというのもあるかと思うが、そこがあんまりわから

ない。

（武田）教員といっても自分の場所しかわからない
から、極端に言うと学校によって違うし。高校のこと

では、勤評が神奈川の場合、機能していないにもかか

わらず、権力の礼讃（？）をする教員はかなりいるか

ら、佐々木賢さんの話で言うと後ろから撃たれるみた

いなことがあって、ぼくもずいぶん後ろから撃たれて



きたから、勤評が、機能したら大変だろうなと。そう
いう意味では小、中学校の場合にはもっと大変だろう

なと。ものが言えないと、ぽくは何人もの中学の先生

から訴えてこられたことがあって、本当にもう生きて

いけないみたいな状況があると伺っている。多分一番

強いのは中学だと思う。中学は受験があるから。高校

の方は加害者になる。つまり、自分の担任したクラス

の生徒が何人どこの高校に入ったみたいのが全部、文

字通りの勤評ではないにしても相互に勤評になる。あ

の先生が受験の指導がうまいみたいな話になる。だか

ら、中学校の場合、それは相互に勤務評定している。

そこを、何故中学であんなに問題が頻発するのかとい

うことと、つなげる論理は見えてこないが、明らかに

中学の先生自身が、相互に管理されている。その中

で、当然生徒に対しても管理しなければならないとこ

ろへ、教師自身が追い込まれている実態フ！ｌｔぼくはある

だろうと思う。

ただ、中学で問題が出てくるのは、生徒の側の内な

る競争意識としても、もちろんある。これは、Ｔ・

ローレンというアメリカの学者の言っていることで、

小学校は徹底してみんなで仲よくという平等原則。と

ころが、中学から高校、大学は、全部序列主義。格差

がつく。だから、今までやってきた、みんな仲よく、

みんな一緒というのは全部嘘だというのが見えてく

る。中学２～３年にかけて。で、だから、彼らはいわゆ

るダブルバインド。どっちにしていいかわからない。

今の日本の子どもたちは、全体がそういう状況に置か
れていると。

（会場）伊部さんにお聞きしたい。言葉尻を捉える

気は全然ないが、学校へ行かなくなったお子さんに、

まあ行かないのは勝手だと、でも、確か「つけがま
わってくる」と、「つけ」という言葉を使った気がした

が、実は私の娘が７年ほど行かないで、時々いいのか

なみたいに言っていたことはあったが、「つけ」がま
わってくると思ったことは一度もない。「つけ」という

言葉にあまりとらわれなくても、そこに多分学校に行

かないことのマイナスが何かあるのではというような

目で見ているのかなと。

（伊部）やっぱりマイナスの部分があると思う。行
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くべきだというつもりではない。行かないことで、人

間関係が息子の中学時代の場合、あんまりじとっと潜
んでいるタイプではないが、やっぱり家での生活が遊

びになる。そうすると忍耐（？）関係だとか、それは経

験しないで時間が重なっていく。いいことも含めて。
あるいは、いろんな計算だとか、教わるようなことを

通らないで次のステップヘ進んでいくわけだから、困

惑することや何かがいっぱい生じてくると思う。その

時に、ああ、あの時に行っておけばよかったという話
にはして欲しくない。そこは確認してもらいたいとい

うのはある。覚悟してもらいたいとか、偉そうに、大

袈裟に言うことでもないが、ただ、あんたの思っても
みないようなことがこの先、生きていく上で当然出て

くるからと、やっぱり言うしかない。で、次女が定時

制へ行って卒業したけれど、その中で、今度友達の問

題とか、まあ男の問題とか。世間、大方の人達は割と

早くいろんなことを、具体的に展開している。で、そ

の時に、隠れてこそこそやるんじゃなくて、もっと大

人なんだから言えよみたいなことで、いろんなことを

してくれる。最近落ち着いてきたかと思うが、朝起き

てきて、廊下の掃除なんかしていると、「おはようご

ざいます」なんて、全然知らない男が出てきたりし

て、なんだこれはと。

そういうことがあって、今いろいろやっているのか

と思って、大方（？）の人はそこに立って子どもを怒っ

たりするのだろうが、ぽくはあんまり怒らない。いち

いちそういう場面で押さえつけたり、怒鳴りつけたり

というのはしないから、子どもの方からすれば、許さ

れていると多分思っちゃうのかな。でも、場面場面に

よって自分の話を割と静かにするが、言葉としてわ

かったと言っても、行為としては同じことを繰り返し

ていく。

だからまあ、「つけ」って、どういうふうに捉えられ

るかわからないけれども、僕にとっては一応、この家

の中で展開している世界というのは必ずしも一般的な

世界ではないということをわからせるとしか言いよう
がない。でもわからない。何かジレンマというか、僕

の中でいろいろごちゃごちゃしているのはある。答え

になっているのかどうかわからないが。

５１
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（広瀬）今の、あとの方の質問の話から、最初の方

の質問の話に繋がる実感がある。ぼく自身の経験から
いくと、中学の時にいろいろありながら、まるで学校

を休まずに優等生を通してしまったところがあって、

この「つけ」というのが非常に大きかったというのがあ

る。それはやはり、いろいろな評価のしがらみに縛ら

れながら、家庭とかも超えて、外の世界、世間を意識

しながら、その中で安定した、自分の生きていく道を

守っていく、周りの評価の中で安住していく道をく

ぐっていくみたいなことをやっていくと、非常にあと

で「つけ」が大きい。この「つけ」は何なのかというのは

ご想像に任せるが、そういうことが非常にあったかな

と。ぽくは、「つけ」という言葉は両側から言いたい。

で、前の方の勤務評定の話に繋がっていく部分がある

と思うが、やはり今恐ろしいのは、まあ文部省だの、

縦の国家権力とか行政とか、そういう力関係での評定

というハードなことはあると思うが、同時に、ごちゃ

まぜにしてはいけないのかもしれないが、やはりお互
いが個人評定し合ってしまうという、この恐ろしさ。

子どもたちが、子ども同志のグループとか、付き合い

とか、友だち同志のかけひきとか、そういうところで

非常に個人評定し合って生きている。これがいったい

何なのかというところ。これはやはり「個性」とか「自

己実現」とかそういうところにまなざしが向いてい

て、お互いにそういう所を監視し合っていて、なおか
つ、先ほどダブルバインドという話があったが、「自

分が、自分は」ということと、周りと同じようにやっ

ていくというようなことと、同時に満たしていくとい

うことを監視し合う。この辺で今、人対人の関係で、

横に並んでお互いを忘れて何かに取り組んでいくと
か、そういうことよりも、自分で自分を評定する、相

手を評定する、そういうような関係にどんどんなって
いく、これが恐らく、雑な言い方をすれば、「いじめ」

というのはまさにそういことだろうし、「教育」という

のはまさにそういうことなんだろうと。そういうこと

を子どもたち同志でやらせていくということが、ある

意味で暗黙の教育のシステム、シナリオというか、そ

ういう脅しが一番効く。上からの管理のように抑えつ

けることには確かに隠れ場とかそういう話があるが、
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休み時間の子ども同志の関係で、人間のあり方みたい
なものを評定し合うということになると、’非常に隠れ

られない。そこで起きていることはかなり怖いという

印象がある。それをどう言うかは、むずかしいだろう

なと思う。あるいは簡単なことかもしれないが。

（会場）学校に行かなかった子どもをみてきて、

「つけ」という話ではなくて、プラスだったのは、その

人間間係のつくり方というところ。小学校３年の途中

まで行って、学校に行かないと言った時に、私自身も

危機感を感じたが、子どもがどんな場合に友達関係の

中でもがいて（？）いっているのか、すごくひしひしと

していた。それを学校で学んでくることだなと思っ

て、そういうことは学ばなくてもいいことだなと思っ

たので、それならいいかなと思った。長いことぶらぶ

らしていたが、今また２年間学校に行き出して、なん

で今さら行くんだということもあるが、新たに子ども

が関係を作り出そうとしている時に、「つけ」ではなく

て、むしろ独自のつくり方というか、学校をのがれて
いたために身につけなかった技術というのか、そうい

うものが感じられる。行くことがあたり前という世の

中の中では、学校の先生からは、社会性が身につかな
いと度々言われるが、学校で身につく社会性というの

は実に何なんだろうというのが疑問。娘をずっと見て

いると、本当に学校で身につけなくてよかったなと。

で、ある程度大人になって、またその学校という社会

に戻ったわけだが、そこでは彼女の独自の生き方でな

んとかできるという感じが見えるもので、あんまり実

際にないものを、社会性とか友達関係とかということ
で、ありがたがっているんじゃないかなと。

司会（竹村）さっきは広瀬さんの方から「つけ」とい

うのは両方の面から捉えていく必要があるという話が

あって、響き合うような話だと思う。

（会場）質問ではないが、勤務評定に関して一言だ

け。横浜からきた。さきほどの話のように、神奈川方

式というのがあって、横浜市でも教員の勤務評定は

ずっとしていない。それなのに何故子どもへの人権侵

害は発生するのか。教員は管理されている、だから子
どもへも管理するんだというような理解はできないと

思う。で、私、情報公開をやっているので、教育委員



会の情報をまとめた。横浜市が保有している教員勤務

評定一覧表、および教育委員会が保有している文部省
へ上げた勤評。そうしたら、不存在、つまり、ないと

いうわけ。それから横浜は、非常に教員組合と教育委

員会とが仲がいいので、日の丸君が代もほとんど実施

されていなかった。だからといって、その何十年間、

子どもに重症を負わせるほどの体罰や子どもへの暴言

がなかったのかと言えば、管理が表面的にない時で

も、あった。だからたとえば、子どもへの人権侵害、

子どもにとって学校とは何かということを考える時

に、勤評があるからとか、上から管理するからとか、

文部行政が悪いからという一つのベクトルだけでは

きっと解明できない。むしろ、ブラックボックスとさ

れている学校の中でいったい教員が子どもをどう評価

するのか、それはどう正当化されているのか、グリズ
の理論とも重なってくるが、多分階級の再生産の場で

なく、それほど事態が正当化される、それが人々を巻

き込んだ形で展開していくということの意味をも考え

る時に、従来型での文部行政が悪いんだということで

はできないんじゃないかと。結論から言えば、横浜で

は勤評をやってないし、文書は記入していない。

司会（竹村）この点については、森さんの方から発

表が、そういうことも含めていただけるのではと。

（武田）ちょっとぼくは誤解があったかもしれない

が、ぽくが言ったのは、今の行政に対して危機感を

持っている、そういうことの表れとしてこういう問題
が出てきているという例として言ったので、従来型の

文部省が管理をして学校がだめになったという図式
は、そういう側面はあると思う。そこはもう少し複雑

な問題があると思ってはいるが、それはかなり根本的

な問題が出てくると思うので、そういう意味でぽくは

言ったのではない。
で、一つついでに。一つは、広瀬さんが一番最初に

おっしゃった、学校を見限るかどうかということと、

それから、いわゆる障害児を学校へという運動の中で

は学校へ行くというところの議論を、横浜市大でやっ

た時の社会臨床学会総会の時に教育の分科会を私が司

会をして、佐々木賢さんとか保坂展人さんにうかがっ
たことの記録の中で、ぽくはそのことをまとめとして
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沓いた。それから、今の登校拒否が持っている積極的

なメリットみたいな議論を、地球屋という島根さんが

やっている居場所の記録で、ぼくも少し轡いている。

（広瀬）その登校拒否のメリットという所で、個性

とか自己実現ということを言ってきたのが大丈夫なの

かというのがぼくの提起。

-このあと、森重雄さんから発題がありました

が、本総会後、森さんより、当日の発題を論文として

まとめ、寄稿していただくこととなりました。それは

雑誌の前号にすでに掲載しました。したがって、前後

しますが、森さんの発題については６巻２号をお読みい

ただき、その後に以下の討論の記録をお読みくださ
１／ゝ。

討論

（竹村）最近の酒鬼薔薇聖人の事件から、また柔ら

かいテロル、この問題は、生涯学習化の中でも進んで
いくことでもあり、不登校問題をどう解決していくか

についても、非常に重要な問題をはらんでいると思

う。そのことは広瀬さんからも指摘があった個性だと

か、自己実現という問題、これはもっと全体を通し

て、モダンを問題とする視点からも考えていかなけれ

ばならない。

今、森さんから報告があり、今のいろいろな状況の

中で、特に不登校を巡る状況の中では、個性化、自由

化という形で、いろいろな学習の場といわず、居る場

所という場合もあると思うが、いろいろなものを確保

していく、そのことの重要性は非常にあると思うが、

それをただ押し進めていくだけでいいのか、これは生

涯学習化ということとも結びつくと思うが、それを

もっと広い歴史的スパンを持ちながら、近代というも
の全体をとらえていこうとすると、システム化といわ

れる、より精密で精緻な学校システム、教育システム

を作っていく結果になるのではないかというようなこ
とを、私自身は考えさせらた。

またこれは広瀬さんの方から提案があった個性化。
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自己実現という問題とも絡んでくる。もちろん教育・

学校の問題ではあるが、教育・学校の問題が支えてい

る近代社会全体、教育・学校というシステムも近代社

会の部分システムであり、全体を支えていく重要なも
の。だから、近代社会全体にかかわってくる問題では

ないかと考える。近代社会全体を、この視点から考え

直す必要があるのではないかと。そのあたりを討論し
ていければと思う。

その前に今の森さんの報告の中で、いろいろ難しい

言葉、耳慣れない言葉があり、たとえば、モダンなら

ともかく、モダニティというような言葉でも耳慣れな
いという方もいらっしゃったかもしれない。ぜひご質

問を。

（木下）横浜から来た。森さんにお聞きしたいこと
は、単純にいえば最後の、結論めいたところのシステ

ム化のテロルというところだけ。言葉もふくめて、非

常に私にわからないところなので、説明をもう少し簡

単にわかりやすくしていだきたい。たとえば、テロ
ル、プレイスメントとか、システム化、そのあたりの

言葉、モダニティとか、言葉としてはわかるようなと
ころもあるが、はっきりいって結論的には私の頭の中

ではわからないということになる。

私としては重要な感じがして受け止めていたが、こ
のあたりをものすごく簡単にわかりやすく説明をお願

いしたい。

（森）わかりやすく沓こうとしたが、難しいとこ

ろ。システム化というのは、さまざまな自生的な学

校、自然発生的に生まれた学校もふくめて、それぞれ
に関連をつけていく、これをアーティキュレーション

とも言うが、またこれも厄介なことになるけれども、

要するにさまざまに無関係であった学校を関連づけて
いって、また新しい学校を作ってそこに問連づけてい

くような形で、子ども全体を生徒として覆っていく。

それが、学校化という言葉で言ったこと。システム化

は、その覆うためには、さまざまなハンディキャップ

を負う子どもたちを、しかし生徒化していかなけれぱ
いけないということで、ある領域、たとえば養護学校

を作るとか、そういった形で、システムの内部分化と
いうのが起こってくる。それがテロルであるというの
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は、それはたぶん昔からテロルであるのかもしれない

が、分離主義と統合主義のどちらがいいか悪いかとい

う議論は、ずいぶん昔からあるけれど、現在では心理

テストなどで、非常に、いわば形式上精密に子どもに

対する監視が行き届く。ちょっとおかしいというよう

に考えられると、「じゃああなた小学校ではなく、養

護学校の小学部に行きなさい」とか、そういう話に

なってくる。そういう話になるのは、もともとシステ
ム化が成立しているから。

システムがそもそも緻密でない場合、そういった問

題は起こってこないはず。で、テロルというのは、子
どもに対してくわえられる、あるいは親御さんに対し

てくわえられる科学的なテロル。そういうふうに考え

ていただければよろしいかと。

直接的な暴力ではなくて、たとえばＩＱこれこれです
よというような形でのテロル。ほんとうにＩＱいくつ

だったら、そこにいかなればいけないのかどうか、わ

からないけれども制度化されているという、身動きの

できないような状況に親子がおかれているというこ

と、それをテロルという言葉で言い表した。

（竹村）どの子にもその子に合ったというようなこ

とで、いかにも一見いいようなふうに、普通学級しか

ない学校ではなくて、マジョリティだけではなく、マ

イノリティにも、いいところというかたちで割り当て

られる。一見いいところなのだけれども、それがもう

がんじがらめで逃げようがなくて、しかも透明に外か

ら監視され、自分が見透かされてしまっているという

ようなのが、私の解釈。そういう感じでよろしいか。

（森）結構。見透かされるというよりも、勝手に自

分が作られている。子どもが。そういう状況。

（佐々木）アメリカの小学校教師をしてという日本

人の教師が轡いた本があって、アメリカの小学校で、

たとえばチャプターワン教師、ＬＤ教師、テスト教

師、家庭訪問専門教師、スピーチセラピスト教師なる

資格を持った教師が十数人いる。これほど進んだシス

テムはない、日本もこういう方向に進むべきだと。読

んで、あれあれ怖いなという感じがした。そういう具

合に非常に細かく、たとえばＬＤ教師とは何かと言う
と、ＬＤというのは日本にもかなり入ってきているけ



れど、知恵遅れではない、学習障害児なんだけれど

も、脳の微少障害であると。微少というのはよくわか

らない、けれども微少障害と区分けして、特別の教育

の対象にしようとしている。

チャプターワンというのは、完全に正常なんだけれ

ども、ＩＱの点で高いにもかかわらず、普通学級ではつ

いていけない子どもをチャブターワンでやるというよ

うに、非常に細かく細かく分けるという専門制がしか

れているということ。

森さんのおっしゃったことは、そういう具合に、こ

れから教育というのは非常に「適切」な細分化をして、

専門化をして、子どもたちにサービスをしますよ、そ

してみなさんもそのサービスを要求しているでしょう

と、こちらの同意をもとめているということ。

今日のパネラーの伊部さんは、そんなサービスいら

ない、みんなごちゃごちゃふつうに生きていたものを

頑固に守り通すということが、ひとつの道なんだとい

うことを示してくださった。我々はこのシンポジウム
でそのことを検討していこうと。

（下こうべ）町田から来た。テロルというのがどう
いう意味合いで使われているかというのをご説明いた

だいたが、テロルという言葉自体の意味を知らないの

で、もうちょっと具体的に説明していただきたい。

（森）ここでは単純に暴力という意味で使ってい
る。

（花井）東京シューレという学校外の居場所、フ

リースクールのスタッフをやっている。今の佐々木さ

んが言ったことで、そうだなと私も実感することがあ

る。グループ分けというか、資格分けというのは、大

人がやりたがること。私たちは学校外で子どもたちと

毎日つきあっていて、登校拒否がどうして起こったの

とか、理由だとか原因が非常に気になり、そこから聞
いていってどうしたらいいんだろうということになり

ますが、そうではなくて、子どもたちにとっては、理

由とか原因とか聞かれても、そういうことはいま意味
がない。それよりもいま行かないで、生きているこの

ことをどうしてくれるのということを投げかけられて

いる気がして、資格とかグル¬プ化が、私はー概に悪

いとは言い切れないと思うが、そっちから入るのでは
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なく、そこにいる子が、いま何を言っているか、何を

したいかを見ていかないといけない。そこから私たち

が感じないといけないものがあるなとものすごく感じ

る。

先ほど、自己実現だとか、立派な生き方をすること

だとか、自立ということがすごく怖いことだという話

が出たが、私はそういうこと全部を、その人が、大人

でも子どもでも全部一緒だと思うのが、ありのままで

い れ ば い い と 、 簡 単 に 言 って し ま う とそ う 考 えて い

て、いまその人がどういう状態であっても、そのまま

を認めることが大切だなと感じる。そうしないと、そ

の人はどこへ行っても否定され続けてしまうと思う。

たとえば学校に行かないで、生きていくということ

が 、 だ め な こ と だ と 言 わ れ 、 フ リ ース ク ール と か に

行っていると、代わりに行っているという感じになっ

てしまうが、たとえば東京シューレにきている子ども

たちでも特別ではなくて、たまたまいまその子が、こ

こが合うなと思って行っている、いろいろなスペース

だとか居場所だとか、いろんな教室だとか全部、たま

たまその子が、そこに行きたいなと思って行っている

ことだと思っている。

その子がいまやっていること、その人がいま選んで

いることを認めていくというのが大切なことだと思っ

ていて、私はフリースクールの中で、主に家を中心に

やっている子どもたち、私たちはこれをホームエデュ

ケーションといま呼んでいるが、その子が自分に合っ

た生き方を選んでいくのに、学校でもいいし、居場所

やフリースクールでもいいし、いいなと思うのであれ

ば、家であってもいい。家で中心にやっている子ども

たちとつきあう、郵便だとか、電話だとか、ときどき

会いに行くというやり方が中心だが、そういった中で

も、その子がそれであったらいい、そういうふうにや

りたいようにやれればいいと、実感としてすごくあ

る。

そ れ は ど う して か と い う と 、 そ う や って ホ ーム エ

デュケーションでやっている子どもたちというのは、

自分がこれでいいんだ、認められているんだ思うと、

これは大人でも同じだと思うが、自分の思ってい。るこ

とを出せる。やりたいなと思うことを、とことんでき

５５
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る。広く深く豊かな生活をみんなやっているな、絵を

描いたり、音楽をやったり、作曲したり、映画を作っ
たり、人と交流しだり、旅のエッセイを沓いたり、と

にかくいろんなことをしているなというのが実感とし

てあって、その人のそのときしかできないことという

のは、たとえまわりの大人が何か言ったり、判断して

こういうふうにやったらと言っても、やっぱり年齢が

小さくてもその子が考えているということがあって、

それを尊重するというか、任せるしかない。そう思っ

ている。

いまパネラーの方々の話を伺っていて、全部そこに

通じて考えていけるかなと思った。

（竹村）そろそろ議論に入るかたちになってきた。

（広瀬）まさに今日の話は、東京シューレのスタッ
フの方が来ていらっしゃるとさっき聞いて、ぜひ僕の

方から振りたいと思っていて、ちょうどその話がでた
なということで、すごくドキドキしているが、いまの

子どもの「そのまま」を認めてというあたりから、それ

ぞれの「そのまま」が生かされて、そこで展開できてい

く場を作っていくという部分が、まさに森さんが出さ

れたシステム化ということにからめ取られる危険が

もっともある部分で、なおかつ不登校に関して、子ど

もたち、親たちが戦ってきた戦い方の大事な部分。

「そのまま」を認めていこうというのがポイント。そこ

が大丈夫なのかということが。

その「そのまま」を認める、これはカウンセリングと
いう思想と同じだと思いますが、その子の「そのまま」

を認める、では、その「そのまま」は、どんな「そのま

ま」なのということで、「ていねいに」その「そのまま」

がどんなものであるかを見分けていくことから分けて
いく、「その子に応じた」ということが、診断されてし

まう。あわせて対策として、その子の「そのまま」に

は、ここの場所がいいと言い切る。学校へかない子は

東京シューレに行くといいんじゃないかというよう
に。そういう形でシステム化されてくるということ

に、危機感がある。今までのシューレなどがやってき

たことというのは、学校へ行かないということによっ

て、いろんな利益が学校に集約して関連づけられてし

まっているから、学校へ行かなければ、ほかの生活、
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日常生活や仕事ができなくなってしまう、だから学校
へ行かないことが大変なことになってしまうというよ

うなところに追い込まれてきて、そう追い込まれて厳

しい状況があったから、学校外に居場所を作っていき

ましょうという、ある意味で涙ぐましい善意だと思う

し、そうせざるえない、そこで苦しんでいる子どもか

ら学んできたことだと思う。それをやってきた。とこ

ろが、それをたとえば文部省なんかが、東京シューレ

やフリースクールみたいなところに行った者に、単位

を認定しましょう、学校の単位として認めましょうと

いう形になってくると、はずれてもはずれても、学校

の単位ということに結びつけていくようにしようとい

うことで、やはり学校の単位に絡んでいないと、その

後の生活がなくなっちゃうというような、だから居場

所に行けないことがいよいよ深刻になってしまうと

か、そういうところにまた追い込まれてしまう。その

あたりがとても気になる。でも、微妙なことだから、

そのあたりのことを、今日、ほんとうに議論したい。

僕もまだ言い切ることができないが。

（花井）私自身の話だけれど、私は、大学まで行っ

た。不登校に関係する本を読んで、いろいろ勉強した

が、やっぱり子どもが、死にたいとかつらいと言って
いることが、あるいは自分はだめなんだと言っている

ことが、どういうことなのかが、どうしてもよくわか

らなかった。その中で、ちょっとおかしいな、変だな

と思いながら、理屈だけいっぱい回る。ところが、

やっぱり子どもたちというのは、なにか話をするとい

うときは、理屈で話をするのではなく、そのままを

持ってきてぶつかってくる。それが仕事だからとか、

部分的に、一面的にかかわるということではないんだ

なと、私は４年半スタッフをやっているが、気づかさ
れたところがある。そうすると今度はあまり難しく考

えないで、子どもが何を言ってるのか、どうしたいの

かを、聞くしかない。一緒に考えていく。私が何か答

えを持ってたり、誰かそういう子どもにかかわる人が

なにかあるものを持っているというのではなくて、ど

うしていこうかというところから、考えていくことだ

なというふうに思っている。そうすると逆に、私もシ
ステム化の中できているから、考えが貧困で、やはり



どうしてもある形にとらわれてしまっている。２４時間

の自分の時間で生活している子どもたちは、ものすご

く奇抜なアイデアだとか、それから自分のことをもの

すごく深く考えているから、考えていることも、切り

込んでくる切り□もすごく深い。そうすると、そちら
にむしろ話を聞いて、じゃあどうしようか、私たちの

方がちょっと年上だから、年の功で何か手伝えること

あるかなとか、そういう感じでかかわっていくのかな

と、いま感じてる。

（伊部）あまり長くならないように、いま話を伺っ

ていて、気になったことだけ言う。だから、その「あ

りのままに」と言われるときに、僕も障害を持ってい

る人たちが、ありのままに、そのままでいいと思う。

基本的に誰が誰であろうと。それは、障害児であろう
と、学校へ行かない子どもであろうと。ごくふつうの

町で暮らしている人にしろ。誰もがそのままでいいん

だと、一方で思う。と言うのと、「ありのままに受け

入れる」というのがイコールになっちゃうのかなと。
だってそれぞれ、相手の言い分がある、こっちの言い

分がある、それがクロスしたりぷつかったり、いろん

な要素ってあるわけでしょ、生きていくという中に。

その時に、シューレの方ってうかがったけども、病院
のカウンセラーの話かなあって聞こえちゃった。距離

の持ち方、通ってくる子どもと、シューレという受け

止める側の立場、それが明確に相互の役割づけができ

てしまっているように思えて、僕はそれはやっぱりま

ずいだろうなと。正直に言えば。と言うのは、それは

障害児にとっても同じ問題がある。町場の企業、ある
いは仕事に就けないことで。みんな養護学校にせよ、

終えたら、働くことからもはじかれているから。ある
いは、町の中で暮らすことからも、ぶらぶらすること

からも外されているから、通所施設などに行くわけで

しょ。受け止める心の優しい人たちがいるところへ。

最近は、自治体やなんかが、率先してやるよりは、民

間の努力に経済的にバックアップする、その方が安上

がりだから。正直言ってしまえば。責任問題も含め
て、町場の関係の中に、従来行政がやっていたもの

を、持ち込んでくる。それは、やっぱり僕はちょっと

おかしいなと思う。と言うのと、さっき言ったよう
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に、いろいろな問題で苦しんでいる人がいるのと同時

に、大人たちが安泰に心落ち着いて静かに毎日生活し

ているかといえば、やっぱりみんな悶々とした問題を

抱えながら、死ぬまで悶々とするわけでしょ。そのと

きに、その相互の関係ってどうなるんだろうって、僕

は思う。だから、僕の家の中でも、ふたり、朝子をふ

くめて３人、それぞれ言いたいことがあって、だけど

なかなか言葉にならないで、だけどやばいな、まずい

なと思ったときには、どうしたんだって言うけど、逆

におまえらねって、３人に対して、俺だっていろいろ

たいへんなんだよ、金の問題とか、家事どうするかっ

て、やっぱりいろんな問題があるわけ。ひとつの家の

中で生活している以上、やっぱり子どもは親に生活保

障されて、その上で子どもとして生きればいいという

話じゃないだろうと、僕は思う。だからいま都会部
の、地方をふくめて、個々の家庭の中で、家庭という

か家というか、家族の成り立ちの中で、日常的な掃除

だの洗濯だの買い物だのって、ほとんど子どもは手を

出さないで済んでいるところって多い。お母さんなり

が必死で駆け回る。一方で年老いた人間なんか抱え

ちゃったりするとか、そのへんで大方の子どもたちは

自分をふくむ生活の中に問われているのかということ

が、僕はやっぱりすごく気になる。その辺がある意味

で、かわいそうなうちの子ども、さてどうしたもんだ

ろうという庇護する側の視点で、子の問題を語っ

ちゃっていいのかなあと。それは障害児を含めて。

最初にお話ししたこの間２０年近くやってきたこと、

僕が、僕らがやってきたことがこのままでいいんだろ

うかというのは、ひとつはこの問題も含めてのこと。

明確に親なり、あるいはまわりの大人たちが、率先し

てある意味で代行して、行政なり、学校なりとぶつ

かって道を付けて来ちゃった。その中に、当事者とい

われる若い人たちをある意味で組み込んで来ちゃった

という側面だってあるんじゃないかという気が僕はし

ている。

その辺は言い出すと長くなるので、いまの話で感じ
たことと言えば、相互の関係、僕は「ありのまま」でい

いと思うけれど、相手に対して言いたいことがあると

きには、障害児だろうと何だろうと、怒鳴りつけたり
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もするし、逆に相手だって僕に対して腹立つことだっ

てあるわけでしょ。だけどなかなか言えない。大人た

ちに対しては、あるいは、町場の人に対しては。だけ
どそこのところを、手間暇かかったって、時間かかっ

たって、誰か媒介にしなければつき合えないんじゃな

くて、どんなつきあい方でもいいから、自分が自分で
つきあうしかないだろうと。障害児に限定した問題で

は全くないと思うが。そんな感じがちょっとした。言

い方が、もっと穏便に穏やかにわかりやすく言えばい

いのかもしれないけれど、極力抑えている。ちょっと

酒でも入っちゃうと、乱暴な、みんなの反発を買うよ

うなことを口走ることになるのかもしれないが。

だから、まっとうに生きる、みんなで生きあうとい

うことは、まっとうにぶつかり合うということでもあ

るし、負を負わない人生なんてないと僕は思う。その

辺はちょっと抽象的な言い方かもしれないけれど。

（能勢）いま夜学に通って、一人暮らしを始めて、
いろいろ新しいこと始めたが、私なりにいろいろこだ

わっていることがあって、今の「ありのまま」というこ

とだけど、私の名前もありのままに生きると沓く。そ

こに個人的にこだわっちゃうというのもあるが、この

子の「ありのまま」を見た時に、この子が、これで「あ
りのまま」だと思うのと、その子がほんとうにそこで

「ありのまま」かというところで、やっぱり何かそこで

勘違いされるのって、すごく多いと思う。そこで、

じゃあ「ありのまま」のこの子を見つけたわ、よしこれ

で「このまま」受け入れて行くんだわとか言っちゃう

と、そこはまたそこで、子どもとしてもまたそこで、

「ありのまま」の自分を作られちゃって、身動きとれな

い。ハア、じゃあ、この「ありのまま」の自分にならな

くちゃという、なんかそういう焦りというか、特に学

校とか行けてないと、どこにいって、どこで受け入れ

られたらいいのかわからないというところで、すごく

不安になるし、そういう時って、親とかいってもあて

にならないし、結局は、最終的には自分しかないとい

うことは、わかっているんだけど、でもやっぱりまだ

何かに頼りたいというか、こういう甘えも子どもにも
ちろん、ある。上からこうやってなでなでみたいなそ

ういう甘えは子どもにある。それはそれで、子どもの
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うちだからいいといえばいいんだけど、そこらへんな

んかこうお互いに誤解しちゃうとか、そういうとこ

ろ、うまく言えないけど、そこらへんはじっくり考え

てもらいたい。子どもとしては、「ありのまま」ってい

うレッテルを貼らないでほしい。

（竹村）「ありのまま」っていう言葉がいろいろなレ
ベルで使われているんじゃないか、もう少し緻密に考

えていく必要があるんじゃないかと思う。

（前田）町田から来た。私は親の立場で、いろいろ

活動をやっており、町田市でいじめで自殺があって、

学校に隠蔽されて、それで教員と戦った。悪いのは学

校とか教育委員会とかより、教員そのもの。組合の先

生たちが、隠蔽の中心であったという戦いで、７年

やってきている。その中で、「ありのまま」に生きてく

るというのを、わたしも自分が「ありのまま」であった

らいいなと思うが、ありのままに人に迷惑をかけると
いうか、それが大人、私に対して人権侵害をおこなっ

てきた教員たち。その段階でありのままであろうとさ

れると、たいへんなことになる。みなさん今日の話題
は高みから、子どもたち子どもたちという言葉が飛び

回っているけど、かなり高みからみて子どもたちにつ
いてと言っているけど、子どもも５歳なり１０歳なり２０

歳になれば、それまでの人生というのがあるわけで、

そのいやな社会に生きているわけだから、犯された中

で育ってきていると思う。その中での「ありのまま」と

いうのも、ほっといていいわけもないような気もする

が、そこらを議論していただきたい。

それと先生たちがありのままに生きていたら、体罰

をやっちゃうんじゃないかなあ。

（竹村）「ありのまま」という言葉で、基本的な存在
を認めるという意味があると思うが、またそれとは

まったく違った意味で使われることもあると思う。そ

の使い方を少し的確にとらえて考えていった方がいい

のではないか。

（武田）今の前田さんの話とうまく絡むかわからな

いが、とりわけ僕が最近の教師集団の中で、居心地が

悪くなっていて、今度動いた学校が６つ目だが、中学

校の先生なんかは３年たつと動いてしまう。動いても

結局同じだと思うが、他に動きようがないから動い



ちゃう。教員というのはやっぱりメンタリティの部分

において学校化されている形で、専門性を身につけさ

せられている人たちだという気がする。

ただ、僕は、学校化というときには、学校が学校化

しているというよりは、近代社会、いまの森さんの話

にもあったが、近代社会が総体として学校化してい

る、あるいは山本さんの言い方をすれば、学校化とは

近代の産業社会の様式であるという言い方をする。じ
つは、森さんの話を伺っていて思うのだが、根底に、

現在の、具体的にいえば資本主義社会、これは厳密に
いえば社会主義社会でも同じだが、近代の産業社会の

中で、仕事をする、あるいはその中で稼いで生きてい

くということが根底にあるだろう。がんぱれとか、き

ちんとやれとか、時間に厳密にやれというようなとこ

ろで、せめぎ合ってくる。学校の教員が、子どものた

めに一所懸命にやるというのに、なぜ一所懸命やるか

といえば、ようするに一所懸命に勉強していい成績を

取り、いい学校に入れて、いい会社に入れるというの
が使命だとかなりの教員が考えている。中学校・高校

段階では。小学校の先生は若干違うんじゃないかなと

も思うが。そう思っている。

それがさっき言ったように、一番たいへんな場にお

かれているのが中学校の先生で、高校の教育の場では

落っこちたなら浪人しろよみたいな話でとどまっちゃ

うところがあるが、中学校の先生の場合、１００％卒業

生をどこかの学校に振り分けなければならないから、

そういうプレッシャーも強く働いている。

それは、学校化されているということで言えば、

さっきの方も自分は大学を出たけれどとおっしゃって

いたように、たとえば、メディア・報道の仕方という

のが、非常に学校化されたものだと思っている。これ

は、一昨年、松田博公さんがオウムの報道の仕方の話

をされたときに、松田さんもほぽ同じことをおっ

しゃっていた。最近の新聞社、彼は通信社だが、通信

社の雰囲気が、僕が目指したころと全然変わってし

まっている、つまりエリートでなければ新聞記者にな
れないと。新聞記者が持っていたワイルドなものがな

くなってきてしまった。

学校もそういう意味では、時間がたつことによっ
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て、しだいにシステムがきつくなってくることによっ

て、エリートでないと教員になれない。エリートとい

うか、やっぱり倍率がかなり高いから、いまは相当勉

強して、学校優等生でないと教員になれないという状

況がある。

同じことが、イリイチは病院というような問題を取

り上げるわけだけれども、そこでも同じ。たとえば、

資格ということでいえば、かつて１９世紀の後半くらい

までは、大学を出た医者なんていうのは一人もいな

かった。アメリカなんかでも。弁護士も。大学を出た

弁護士というのはいなかった。それを逆に大学の側

が、これはうまい商売になるというので、うちの大学

を出るとはやく医者になれるとか、はやく弁護士にな

れるとかということで、大学の側が自らのソーシャル
ステータスを高めるために利用していくというような

経過がある。

資格社会というのはそういう形で一般化してくる。

学校のシステム化というのと同じようなこと。そう
なったときに、システムのありようそのものを問わな

いで、問題をたてちゃったら、さっきの話になっちゃ

う。

僕はだから、問題としては逆なんで、何でやっぱり

学校へ行かないということで、自分がだめだと思わさ

れてしまうのかということを問題にする。それはひと
つは、これはイリイチが言っていることだが、職業、

就職の時の条件として、アメリカでは、日本でもそう
ですが、どういう宗教的信念を持っているか、どうい

う政治的信念を持っているか、いっさい履歴沓には当

然、書かない。それから、最近では出身地を書かな
い。これは、被差別部落に対するあれがあるから。こ

れだって全国統一的に出身地を沓かないということを

認めるまでに１０年以上かかっている。最近、いま答申
の段階だが、雇用の条件として、アメリカではもう法

制化されているが、男性に限るとか、女性に限るとか
いう枠をつけてはいけないとなっている。日本もそう

いう方向で動き始めている。

あとは何かというと、イリイチがいっているには、

どういう教育観でどういう教育を受けたかということ

を、雇用の際の条件にすべきではない。これは、マス
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コミとか一部の企業、自治体では始めているけれど

も、そういうふうになればすべて解決するという話で

はないけれども、しかし少なくとも高校中退者の社会

的なキャパシティという部分がそのことで増えるとい

うことは、まちがいないこと。

ただモダニティという議論でいえば、そういうふう

にして、自由な寛容性を高めていくというこどは、逆

にモダニティを存続させていくことにつながるから、

そこはどっちに転ぶかというふうなところで申し上げ

たのだが、なぜ、教員がそういうふうになっていった

のかというところについては、そういうところ。

（井上）神奈川の高校の教員で、厚木南高校の通信

制に勤務して１２年目。その前の１０年間は僕たちの組合
の仲間と勤評の反対をしてきた。神奈川では形式的に

はともかく、実質的には勤務評定がなされていないと

いう状況があった。

勤評をちゃんとやっていないのに、先生は生徒を何
でそんなに厳しく管理するのかという問題がある。そ

の一つとしてあるのは、教員というものは生徒を評価

したりするという属性というか、そういうふうなもの

になっているところがある。たとえばＯ点Ｏ点Ｏ点で

ずーと来ている、どの教科もほとんどできない子ども

に、たとえば侯が１０をつけたとすると、井上おまえは

教師として何をやっているんだということになる。で

すから、最低限、その子には赤点をつけないよう３く

らいをつけてしまう。僕は簡単に落第点をつけたくな
いので。他の人は１、１、１…と評価がつく。僕が３をつ

けると、井上先生の見方はおかしいんじゃないと言わ

れる。だからやばいなあという感じを常に持ってい

る。だから、別に勤務評定なんかされないんだけれ
ど、そういうようなところでびびっている。

たとえば、この子、出席１個ごまかしてあげれば、

単位出るなと思っても、ごまかそうとするんだけれ
ど、ごまかしたのがばれたらやばいなというようなこ

とを思ったことがあった。そういう監視の中でやって
いたので、ほんとうにある意味では、人間としてその

子が好きだとか、あるいは気に入らないとか、「あり
のまま」にまさに出せないような状況の中で、きりき

りしてやってきたなという感じがあった。

６０

いま、通信制に行っているが、そういう意味では通

信ｆ制は非常に楽。

そういうようなところで、生徒を見るときに、教員

がありのままと言ったときには、自分たちの都合に

とっていいか悪いかということ。右から左にちゃんと

序列に並んでくれるというようなことがあれば、多少

お勉強ができなくても、その子が序列の中でぴしっと

収まってくれて右から左に行けばとりあえずはいい
と。自分は仕事が楽に終わるというような感じで、自

分にとって都合がいいか悪いかということ。

都合が悪い子には、おまえそれじゃだめなんだよと
いうような言い方で、変わってくれと相手に要求す

る。期待したり、要求したりする。そのとき脅したり

もする。

変わってくれなくてもいい子がいる。ちゃんという
ことを聞いてくれて、右から左にちゃんとしてくれる

子は、あなた「ありのまま」でいいんだよ、「ありのま

ま」というのがキーワードよといって接していける。

そういうふうなことになってくるとやっぱりいけな
い。そこで伊部さんがおっしゃられた話で、僕もいま

クラスで障害を持っている子がいるけれども、そいつ

にも、いまいないのでちょっと変に聞こえるかもしれ

なが、「やっ」とか、「おまえ」とかいう感じで、普通と
いう言い方も変ですけど、普通に接しているので、僕

もやつの気に入らないところがあるし、やつも多分、

僕の中に気に入らない部分がある。そういうようなと
ころで、やりとりしていくこと自体があれば、何とか

やっていけることができるのかなあと思って、少し気

が楽になってきた。絶対に、障害を持っているから、

この子がまず、この人が絶対なんだみたいなふうには

しないで、みんなとやっていけたらいいなと。そうす

れば楽に長い間、つきあっていけそうな気がする。そ

んなふうな気持ちを持った。

自分自身が教師として、「ありのまま」かどうか考え
たとき、どんどん変わって行くしかないのかなという

ようなことを思っている。

（若山）横浜から来た。学校化のことですが、モダ
ニティの産物である学校とかそういうもので、批判し

ていくことは非常に難しいことで、ある意味では子ど



もと同じように競争というものを内面化していく必要

があると思う。子どもはそれを引き受けていると思う

し、だから、必然的に先鋭的に、神戸の少年のように

もなっていく。それは非常に恐ろしいやり方ではある

けれど、多くの子どもたちがそういうものを引き受け

て、苦しんでいると思うし、大人でも本気でそういう

ものにあらがおうと思ったら、内面化して苦しんでい

るというところがあると思う。そういったことを考え

ると、たとえば、森さんの話は非常におもしろかった

けれど、やはりそういう子どもたちの前で、もう少し

かみ砕いて話をしたとしても、全然聞いてくれないん

じゃないかと。やはり森さん自身がそういったこと

を、どこまで引き受けていけるのかということを、子

どもたちの側から言われてしまうんじゃないかという

気がする。

（森）どうもありがとうございます。もっともだと

思う。登校拒否の問題がいま出てきたが、登校拒否と
いうのはいまに始まった問題ではない。戦後ずっと貧

困家庭の問題として登校拒否の問題があった。それ

が、比較的高学歴で豊かな家庭の子どもが学校へ行か

なくなったときに、登校拒否問題が現れてきた。だか

ら我々が、「ありのまま」とか、「子どもを引き受ける」

とか言ったときに、上澄み部分だけのことを言ってい

ないかと常に問わなければいけないと思う。若山さん

に言われたことはその通りで、何を引き受けるかとい

うと、僕はむしろその底辺部分です。つまり社会保障

制度さえ、しっかり整っておったならば、教育問題な

ど生じなかったのではないだろうかとか、できるだけ

教育の言葉で教育現実を見ない、それが一番重要なこ
とだと思う。結果的にそれが一番、子どもに対して責

任をとることだと思っている。

「ありのまま」という言い方が、私にとってここで何

か感じたなという気がするが、登校拒否業界でずっと

使われてきた言葉で、まずいと思っていた。このあい

だの子殺し事件の時でも、医者だかカウンセラーだか

知らないけれど、「ありのままを受けとめろ」みたいな

ことを言ったと。そういうことで、すごくこの言葉が

まずい役割を果たしてきたんじゃないかなと、私は

ずっと思ってた。私は私の子どもの関係でいえば、と
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てもありのままは認められなくて、それこそ、学校へ

行く、行かないの問題ではなくて、-緒に生活するも
のとして、非常に不都合なことが日常あるわけで、そ

こで葛藤してきたことがあると思うけれども、「あり

のまま」という言葉ではなくて、ほかの言葉は何かな
いかなとずっと考えていた。私は自分のことに関して

言う

と、自分を取り戻す作業というのが、一番まあ、そ

れでもまだはっきりしないところもあるけれども、

合っているかなと。その取り戻した自分が、そのまま
で良いというのではないんだけれども、とりあえず私

は、学校で子どもたちが自分を剥奪されているという

感じがすごくする。

だからその奪われているのをやめるためには、行か

なくていいと、そういうことが言えるんじゃないか

と。だからその呪文みたいなものとして「ありのまま

を受け止める」というのはもう言っちゃいけないじゃ

ないかと思う。

（浅香）相模原から来た。４人の親。非常に勝手に

親として生きているなと思うけれども、今日の森さん
のお話が非常に良かったなと思う。私もふくめて、学

校の、たとえば歴史だとか、社会的意味をふくめて、

明治政府、天皇制国家ができるときに、生活者として

学校に対して焼き討ちがあったということを知らない

できている。私たちが国家の中にからめ取られて、天

皇の赤子として、徴兵制に向けて、やってこられたと
いう歴史の中にあるわけだけれども、そういったこと

を押さえた中で、私たちが学んでいかないと、自分た

ちの方向性も見いだせないんじゃないかなというふう

に感じた。私は親として、いろんな子供の思いは別に

しても、自分なりに、子どもの通っている学校とのつ

きあい方というのは、学校というのは地域の中のひと
つの秩序として、非常に大きな力を持っているんじゃ

ないかなと気になるもので、そういうことを含めて、

そこで生きているみんなで、親として、いろんな子ど

もの思いのあり方とは別に、ひとつの秩序としてかか
わっていかざるえないなと思ってきている。やはりそ

ういうところで、「透明な存在」ということもあるけれ

ども、大人自身も、政治的にも、住民基本台帳法な
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り、国民総背番号制なり、ひとつのカードでその人の

問題を位置づけていくみたいなところへどーっときて
いる。たとえば銀行なんかで預金するとか、そういう

ときにも、あなたを証明するのは何ですかみたいなと

ころで、私は私なんだといことが言い切れない世の

中、まさにそのある意味では「透明な存在」としてしか

生きえないというようなことが大人の側にもある。

今日の話のような、歴史なり、そういうところのも
のをしっかり受け止めながら、学校の今の存在なり、

これからの方向性なりを考えていかざるえないんだな

ということを強く感じた。

（木下）横浜から来た。中学校の教員で、２０年目。

横浜市の中では非常勤を含めると、今の学校で８校
め。私も病気で休んだこともある。ものをいう元気が

ない。ものを言うと、結局仕事がすべてまわってく

る。中学校の職員会識は、非常に静か。原案が基本的

には通る。だから、私は静かな人間だが、ちょっとで

も発言すれば目立つ。発言ができない。高校のよう

に、元気があって職員会議らしいというようなこと

は、決して私の中学校ではないし、まして２０年くらい

前まではそのような状況もあったが、最近になって、

どんどんそういうふうな状況にない。今の職場では、

とにかく女の先生も非常に多いが、惘喝的な人間関

係。先日も、生活指導の先生等が、始末書を轡いても

らうとかなんとか言っていたから、私もまあ寝込みな

がら聞いてた感じだが、そこまではいわなくてもどう

かと思い、始末書とはどういうことかとちょっと言っ

た。そういうようなことが、珍しい発言。日の丸・君

が代問題などどこ吹く風という感じで、私が言ってい

ることなど、まあ、また言っているなということで、

今の勤務校は２年目だが、珍しい人が来たなというこ
とになる。いわゆる組合も含めて、はっきり言って組

合の主体になっている人が、そういう発言をする。

さっきの始末轡のこともそう。非人権的で、人権意識

などどこ吹く風で、その中でついていく。組合そのも

のが、長いものに巻かれろじゃないが、すり抜けてい

くというか、大変すぎる、忙しすぎるという中で、大

変なことは、大事なことであっても、邪魔するもの
は、感悄の、いわゆる「ありのまま」の怒りがでてく
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る。めんどくさいことをすることが怒りに通じるわ

け。いわゆる生徒等のいろいろな行動等に関しても、

基本的に際だったことをすると、結局、手間がかかる

と、私は考える。手間がかかるなら、排除したい、手

間がかかるやつに関しては悪いやつだという感じにな

るわけ。本来、時間をかけるべきところにかけられな
い。そういう実態がある。今の私の知る限りの中学校

では、発言しない、できない、とにかく、教員同士の

足の引っ張り合い、そういうような状況の中で、静か

な、表面的にはいい人間関係、中ではうじゃうじゃと

した、どろどろとした人間関係が実態というのが現

状。

（村和田）相模原から来た。私も十何年前高校を中

退して、九州から羽田に来て、通信高校を出た。先生

同士の足の引っ張り合い、いじめ、先生もたいへんな

仕事だなと思った。先生同士のいじめあいも大変。

（竹村）この問題に関しては、今日ここで話し合っ
て、明確な答えが出るという種類の問題でもない。む

しろこれから考えていく礎としたい。みなさんもこれ

から、この問題を自分の中に持ち帰って、考えていっ

て下さると幸い。

できるだけ当日の発題、議論の内容に手を加えず、

再現できるよう努めましたが、テープ起こしで聞き取

り不能だった箇所や挨拶、敬語、その他個々の発言者

独特の言い回し・繰り返しなどは、相当割愛して要約
しました。また、発題者、会場参加者の方のそれぞれ
の発言について、このような整理、まとめ方でよかっ

たかどうか、それぞれの方に確認作業もしておりませ

んので、大変申し訳ありませんが、間違い、異議があ

りましたらお知らせ下さい。この分科会での議論につ
いて、どなたでも是非ご意見をお寄せ下さい。
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ツルネン・マルテイさんの発題

参議院選挙で

日本人との共生ということについてお話したいと思

います。選挙と関係ある話ですが、選挙のＰＲをする

つもりはありません。私の選挙活動において、日本人

との関係でどのような問題がでてくるか、そういうこ

とを主なテーマにしたいと思っています。後３ヶ月後

に参譲院選挙があります。それに私は神奈川県から立

候補します。日本では初めての「青い目の国会議員」を

めざしています。２回目の挑戦ですけれども、今は

５００人の日本人が運動に参加しています。ツルの会と
いうグループです。登録上では私の支援団体でありま

す。この活動に参加している外国人は２～３人しかい

ません。ですからこの運動はあくまでも日本人に支え

られています。およそ５００人の日本人が私を日本の国

政に送ろうとしているのです。
いろいろな外国人が日本人とともにいろいろなボラ

ンティア団体の中で活動しています。でも今回は、日

本人が私を中心人物として国政に送ろうとしている。
つまり、私を自分達の代弁者として選んだわけです。

５００人の中には本当にすばらしい、ユニークな、変

わった人たちがたくさんいるんです。その人たちとこ

まれで３０年間日本の社会の中で生活しています。それ

でも私の背景、文化は違うからです。

私は政界に新風を起こそうとしています。メンバー

の５００人も同じことを期待しています。それでも政策

ややり方は日本人とフィンランド人ではかなり違うん

ですね。私たちの中にでてくるカルチャー・ギャッ

プ、矛盾、闘いをどのように乗り越えようとするか、

その試みについて少し話をさせていただこうかと思い

ます。

今私たちはどのような運動をしているか、ちょっと

お話します。４年前からこの運動はあるのですが、去

年の１月から本格的に選挙の準備に入っています。神

奈川県には３１０の駅があるんです。１年４ヶ月かけて

全ての駅にキャンペーンに行きました。それは３月に

終わって、今度は川崎、横浜のキャンペーンに集中し

ています。朝の６時から９時までです。湯河原ですか

ら、朝の３時に起きて４時に出発します。ボランティ

アの人たちも最低５人、多くて１５人が、私と同じよう

に４時に起きて駅に来てくださいます。４人の方は

２００日以上参加しています。他にも多くのことをボラ
ンティアの方はやって下さっています。選挙運動では

こういうことはめずらしくないのでしょうが、まった

くのボランティアでやっているのは国政選挙ではなか

なかないことだと思います。

の運勁を進めているわけですが、これは面白いチャレ選挙運動の中の摩擦

ンジですが簡単なことではない。私はフィンランド生
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では、このようなボランティア活動の中でどのよう

な摩擦があるかお話したいと思います。まず、政策を

作る時の話です。日本では十人十色と言いますが、国

政に対する考え方はそれぞれ本当に違います。それを

調整するのは雖しいことですね。例えば、今度の選挙
で何を主に訴えるべきか。ある人は「教育だけに絞っ

て下さい」と言い、ある人は「福祉だけにして下さい」

と言う。毎日のように私の所にＦＡＸやＥメールや手紙

が来るんです。私が応じないと、「私は応援している
のに、なぜ私の言うことを聞かないのだ」ということ

になります。

もともと自民党を応援した方で、保守的な考えの７５

才の人がいます。でも今度は私を応援して下さってい

ます。嘘も方便という言葉がありますが、都合の悪い

ところでは嘘もっきます。彼は「特に政界では、嘘も

必要です」と言うのです。本音とたてまえも使い分け

ます。日本ではよくあることですね。彼は根回しは本

当に上手です。会議の前にほとんど全ての人に手を回

して、ある結論にいくようにします。これは民主主義

ではないですね。私はそれに反撥しているのですが、

彼も頑固ですので、はげしい喧嘩がしょっちゅうあり

ます。彼はボランティアでは選挙は無理と考えていま

す。政策もほとんど私とはあわないんですね。それで

も彼は４年間毎日のように私を応援してくれ、国政に

送り込もうとしているのです。こういう人は仲間の中
にはいっぱいいるんですね。

２年前に仕事を辞めた方で、自衛隊ではかなり上の

方だった人がいます。彼は口が悪い。駅頭でビラを

配っている時、「あの外人は変ですが、それでも私は

あの人が好きです」と言・；ｉ？。彼は冗談のつもりなんで

すが、はじめての人はびっくりするんです。防衛に対

する考え方は私とはまったく違うんですね。それでも

２００回以上来て、毎日のように私を応援して下さって
いるのです。

仲間の中にビジネスマンもいます。ビジネスではゼ
ロからスタートして成功した人です。彼は毎月５万円

のカンパもして下さるのですが、経済に対する考え方

は私とまったく違いますね。私の家に来ると１時間位

激しい口喧嘩をします。「こういうことを伝えてほし
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い」と言い、いろんな本をくださるんです。私はそれ

に合意しないので怒るんですね。それでも毎月カンパ

をするし、私を政界に送ろうとしています。

ツルの会は、トータルで考えますと、日本の社会の
一つの模型となっています。ふつう、共通の理念・政

策を大きなことではもつことで、仲間をつくっていま

す。でも、ツルの会はそうではない。本当にばらばら

ですね。共通点は、日本ではじめて、外国で生まれ

育った人を新風をおこすために国政に送りたいという
ことです。その後で、私といっしょに政策をつくりま

しょうということなんです。だから当選した後、調整

するのは本当に大変なことだと思います。

警官だった人がいます。彼も２００回来ています。自

分なしではツルネンは国政では成功しない、と。まず

やらなくてはいけないことは、全ての国家官僚を刑務

所に送ることだと言います。悪い人ばかりだ、と。政

治家もそうです。そこから日本の新しい政治がはじま

る、と。私はポジティヴな姿勢で、非難するよりは新

しいアイディアを提案することだと言うんです。まっ

たく違います。それでも、彼は私を応援するんです

ね。

彼らはどうしてここまで私を応援してくれるのか分

からないんです。でも私はいっしょに選挙を闘うつも

りです。

社会の中の共生

で、その中での私自身の姿勢、日本人と共に一つの

目標に向かっていく時の姿勢として、いくつかの考え

方があります。一つは、Ｌｅｔ・ｓｂｅｌ、ｏｓｉｔｉｖｅａｎｄｆｒａｎｋで

す。私はｌ：、ｏｓｉｔｉｖｅという言葉が特に好きです。どんな

人間関係でも細かい考え方の違いがありますが、目標

が同じである時、前向きに、現実的な姿勢でいけば必

ずいい結果になると私は思っています。ｆｒａｎｋです

が、日本語で「あからさま」とか「直な」という言い方が

ありますが、日本人はどちらかというと曖昧な表現が

多く、いろんなことをぼかすんですね。その点も、私

は多くの日本人とは違います。でも私は意見が違って

いても素直に私の考えを言います。無理に周りに合わ



せない。といっても、ある程度は合わせるんですね。

私はフィルタ一役だと思っていますから。本当にいろ
いろな意見があります。何が国を良くしていくために

は一番いいのか、これは結局は私の判断にゆだねられ

るんですね。全ての意見を取り入れるのは不可能で

す。でも、こういう姿勢でやれば良いことになるので
はないかと思っています。

私たちのツルの会には、本物に近い民主主義がある

のではないかなと思っています。いろんな意見を持っ
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きたいと思っています。私が政界に入ろうとするのは

社会への奉仕の手段であると思っています。
これで私の話は終わりにしたいと思いますが、こう

いった変わった例も外国人と日本人との共生の中にあ

るということを考えていただきたいと思います。

尹チョジャさんの発題

ている人たちが自由に話し合っていて、文化の違いも日本で生まれたということ

もっている。でも、その中に「共生」というものもあ

る。この言葉はもともとは動物の世界に言われた言葉

ですね。いろんな種類の動物が互いに相手を利用しな

がら、生かしながら一緒に生きていく。私は、日本で

も多くの外国人はそんな気持ちで日本人とともに生き

ていったら摩擦も大きな壁にはならないのではないか

な、乗り越えることができるのではないかなと思って

います。

私の考えはツルの会の多くの人たちと違うんです

ね。でもこの運動の中で私も日本人から多くのことを

学んだんです。こういうことは難しいことですが、

けっして不可能なことではないと思います。

もしこうでないとすればマインド・コントロールに

なってしまいます。全ては上の人に従うということ

で、違う意見は認められないということですね。こう
いう団体もありますが、政界では良くないと思いま

す。彼らもマインド・コントロースされることを望ん
でいないし、私も彼らのマインドをコントロールする

ことを望んでいません。私はなぜこういうことを日本

ですることになったか。これは日本の社会への恩返し

でもあると思っています。私はツルネンですから、よ

く演説の中では「ツルの恩返し」と言っています。つま

り、この３０年間、日本の社会の中で本当に世話にな

り、ここまで生きることができたのだから、少しでも

日本の社会にそれを返すことができたら、と。これは

フィンランドのためでもない。日本という国のためで

もない。この社会、そこに住んでいる外国人たちも含

めて、この社会が少しでも良い方向へ、腐敗から蘇生
へと変わるなら、日本人と共にこういう活動をしてい

「日本を生きる」というテーマですが、在日韓国・朝

鮮人にとっては、生まれたのが日本であったというこ
とが特別な意味をもっているのです。韓国・朝鮮人は

世界で生きています。アメリカにも移民をしています

し、いろいろな国に住んでいるんです。ところが、日

本に生活している韓国・朝鮮人だけが、「どうして朝

鮮人に生んだんだ」と親をなじるという共通の体験を

持っています。私もそうでした。ＩＩ才の時に、父親が

朝鮮人であるということを母親から知らされたんで
す。朝鮮人であるということが分かると将来結婚も就

職もできない、ということをセットで言われたんです

ね。当時私は母とだけ暮らしていたんです。父とは小

学校１年生の頃に別れていました。「なんで私にはパ
パがいないの？」と聞いた時に、母は「それは、パパが

朝鮮人だったからなの」と言い、「あなたの将来のため

に別れたの」といったようなことを話したのです。Ｈ

才の子どもでも朝鮮人は差別されているということを

知っていたので、「ママありがとう」というような感じ

で、わけもなく抱き合って泣いたのを覚えています。

それ以来、私もこのことを知られてはいけないと悩

んでいましたので、何かあると母親をせめたんです。

「なんで日本で生んだの？どうせ生むならば朝鮮で

生んでほしかった」と。在日韓国・朝鮮人にとっては

「日本で生まれた」ということが大きな意味をもつんで

す。韓国・朝鮮人が日本をどう見ているかということ
です。

そういうことで、私の母親は日本人、父親は朝鮮人

２世なんです。父は３才の時に日本に来ていますの
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で、自分の祖国の記憶はなかったようです。私よりも

ずっと前の世代でしたから、結婚や就職の差別はもち

ろん、朝鮮人と分かっただけで石が飛んでくる、とい

う時代でした。そういう時代に日本の学校に通ってい

たんです。父は隠すということを覚えました。それで

も隠しきれなかったと思うんですが、自分の子どもは

日本人になってもらいたい、自分の味わった苦労をさ

せたくないという思いを持っていたんです。で、日本

人と結婚して、子どもを日本の国籍にして、日本の名

前を付けるというふうにした訳ですね。ですから、私
の名前、国籍は生まれた時から日本なんです。母親の

話によると、子どもができたとわかった時に、「頼む
からお前の戸籍に入れてくれ」と言い、婚姻届けを出

さずに、母親の「私生児」という形になったのです。

「私生児」はものすごく差別を受ける対象であったので

すが、朝鮮人と分かる方がもっと厳しいという判断の

下に、婚姻届けを出さずに日本の国籍を持つことに

なったのです。

父のことを隠したくない

私は、小さい時は、「いつばれるかな。誰かが知っ
ているのではないかな」とぴくびくしながら、本当の

素顔を見られまいとすごしてきたんです。で、高校に
なってから、そういう生活はもうごめんだ、自分の仮

面を脱ぎたい、本当の友達に出会いたいということ

で、友達に「私のお父さんは朝鮮人なのよ」と話してい

くわけですね。「そんなの関係ないじゃない」とか

「ふーん」と軽く聞いてくれて、「今まで通り関係なく」

という友達がほとんどでした。

その中にベトナム反戦運動、ぺ平連に関わっていた

高校生がいたんです。その人は私をすごく怒ったで

す。「そんなふうにこそこそ言うというのは、あなた

の中に差別があるからではないか。あなた自身が差別

しているんだ」と。私はせっぱ詰まった思いの中で、

勇気をふりしぼって相手に言ったのに、そうやって怒

られましたので、その時はじくじくっとしたものが

あったのですが、その言葉は転機になりました。こう
いうことをこそこそと悪いことをするかのように言う
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ことは、私自身差別意識をもっているのかなと、思い

あたるふしもありましたので、それからいろいろ本を

読んだりしました。
一番印象的だったのは朴慶植（パク・キョンシク）さ

んの沓かれた「朝鮮人強制連行の記録」です。日本の植

民地支配と、そこから抜け出せきれない日本における

差別の実態が細かく沓かれているんです。国会識事堂
の丸いドームやトンネルの一番大変なところなど、危

険とされる仕事に朝鮮人がつぎ込まれて、多くの人が

命を失っていく話、また朝鮮人慰安婦の話などを読み
まして、涙が流れて止まらなかったのです。その時、

ふっと父の顔が重なりました。

で父は強制連行ではなく、日本のために貧困となった

祖国で食いつめて渡航してきたのですが、苦労してき

た父のことを思った時に、これだけ差別されてきた人

間がこれ以上ばかにされる必要があるのかと、メラメ

ラと日本に対して反撥心がわいてきたのです。こうい

うことがきっかけで、私の父が朝鮮人であることを悲

しむような気持ちを変えていくことができるように

なったのです。

父は私にも「隠せ」と言っていたのです。私が友達に

父のことを言っているということを聞いて、「そうい

うことを言うたらあかん」と言いました。娘に自分の
ことまで隠せと言う。そう言わざるをえなかったくら

い、差別の痛さが身にしみていた父だったのです。

父が亡くなり、葬儀が行われました。その時の写真
は合成で紋付きを着せられていたんです。ものすごく

悔しかった。現世では、朝鮮人だとわかると、生活に
さし障るといったことがあったとしても、死んでから

も隠されることはないじゃないか、なんで朝鮮に帰し
てあげないのか、と。母方の親戚は「もう京都に行か

んでええ」と言うんです。京都は父の実家があった所

で、朝鮮そのものの生活がある所なんです。そこに行

かなくていいということは、死んでしまったのだから

縁を切れということだったんです。

父が亡くなってからは、他の人に、父を紹介すると
か、父に会わせるとかの機会もないわけですから、父

が朝鮮人であることを言う必要性はなくなったのです

が、自分でも少し不思議なのですが、私は父のことを



隠したくなかったのです。就職してから、結婚の話が

あった時、相手に父のことを言いたいという気持ちが
つのったのです。高校時代に自分の話をして、それで

も私から逃げていかない人が本当の友人だと思ってい
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「私の中に差別感覚があったんだな。ただ日本の空気

を吸っているだけでも、在日自身も差別をもってしま

うんだな」ということを改めて確認させられました。

たのと同じで、そのことを踏み絵みたいにしていたと国際理解教育

ころがあったとも思います。就職してからは、自分に

不利なことは言わなくてもいいといった処世術を身に
つけてもいたのですが、自分と一生を共にするパート

ナーには自分のありのままを言いたいという気持ち

だったと思うんですね。

母親は「言うな」と言うんです。「あんたが朝鮮人だ

と言うことは、私が朝鮮人と結婚していたと言うこと

でしょう。私まで差別される」と。母親と激しい喧嘩

をしました。でも、私の中に、「なぜ言いたいのか分

からないけれども言いたいんだ」というところがあり

ました。それは、父が隠されてきたからです。

そして自分でも隠していた。このまま私まで隠した

ら、父の存在はなかったことになるのではないか、み

んなが隠しても、私だけは隠さずにおこうという気持

ちだったと思うんです。それから、また父の話をする

ようになりました。

それで仲間と出会っていくんです。ｊｌｌ崎の「ふれあ

い館」一当時はまだ、公設の会館でなくて「大韓教

会」の場所で、同胞の子どもたちを見守る教育ボラン

ティア活動をやっていて「青丘社」と呼んでいました。
-に集まる同胞の青年たちなんです。北も南もな

い、クリスチャンもノン・クリスチャンもない、国籍

も関係ないよ、という所でした。日朝のダブルの人た

ちもいるよ、ということを聞いて行ったんです。そこ

で私の中の差別意識が消えていったと思うんですね。

かなり勉強したので、頭の部分では差別意識はなかっ

たのですが、感覚の部分は解けてなかったのです。

私は日本の教育を受けてきたものですから、偏見が

身体の中にしみこんでいたのです。頭では「差別はい

けない」と思っていたのですが。それが、仲間と出会

うことによって解けていったのです。韓国人の仲間に

すてきな人がいるとか、朝鮮の踊りがきれいだとか、

今まで耳を塞いでいた朝鮮語だったけれども興味がわ
いたとか、そんなふうにして感覚が転換していって、

教育について少しお話したいと思います。

私は小学校で教員をやっているんですが、新しい指

導要領で、国際理解教育ということが前面に打ち出さ
れてきました。私もいろいろな経験をもっているので

架け橋になれるのではないかと思って、いろいろ研修

を受けてみたんです。日本の国際理解教育は、表向き

は異文化理解なんです。よその国のことを知りましょ

う、と。もう一つの顔はナショナリズムだったので

す。自国文化理解と言われているのですが、国籍不明

ではいけない、日本の良さを世界のみなさんに知って

もらわなければいけないんだ、となっているんです。
ですから、予算の使い方でも、何百万円もする和太鼓

をいくつも買うのが国際理解教育となっているんです

ね。

全国全ての学校で日の丸を掲揚し君が代を歌え、と

新指導要領ではなっています。学校では、５時間、６

時間かけて日の丸・君が代について職員会議で話した
りすることもあるのですが、その時校長が持ち出して

くる論理は国際社会に通用する人間を育てるというこ

とです。自分の国の旗を大事にできない人間がどうし

て他人の国の旗を大事にできるのだ、と。国際理解教

育がそのように利用されているんです。

異文化理解も、自分の目の前にいる韓国・朝鮮人の
ことを素通りしているんです。それで留学生の人を呼

んで、こんな話を聞きましたとか、お料理を作りまし

たとか、やっている。仲良く交流するということと差

別しないことは全然違うんですね。「私たちはこんな

に仲良くしているんだから差別があるわけがない」と

言うんですが。
一つの例ですが、ある公立小学校で朝鮮学校と交流

して踊りを見ました。で、子どもは帰ってからの感想
で、「朝鮮人がなんであんなにきれいな着物をきてい

るんだ」と言ったそうです。そういうことを言われ
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て、そこにいる在日朝鮮人はどんな気持ちを持つので

しょうか。そういうことすら起こっているのです。

交流することと差別しないことは違うことなので

す。

必ず言われることですが、「日本は今や大国です。

世界の見本となるような国になった。だからよその国

に行った時に日本について良く知って伝えなければな

らない」といった論調なんです。

そういう国際理解教育の現状があるんですが、それ

を変えていくためには日本にいるいろいろな民族の人

たちのことが見えてこなくてはいけないと思うんで

す。積極的に見えるようにしなければ、変わっていか

ないと思っています。萱野さんが国会に初登院された

時に、アイヌの衣装でした。そのように、日本の中に
いろいろな文化があるんだ、いろいろな民族が生きて

いるんだということが見えていくようにすることがす

ごく大事なのではないかと思います。

名前の問題

状況を変えていかなければならないとすると、何を

武器にして変えていけばよいのか。私はとりあえず名

前で闘っているのです。名前は熱い思いがこもってい
るもの、そして社会的なものだと思うんです。名前な

んか記号ではないかと言う人がいますが、そうではな

いです。有名な劇作家で、つかこうへいという人がい

ます。あの人の名前は「いつか、公平に」ということで
“つかこうへい”と名付けたそうですが、名前は、私が

生きていく上での姿勢を示すものだと思うんですね。

私は尹チョジャという名前を名乗りはじめました。

父の死以来、父を隠せないと決意して、同胞の子ども
たちと出会った頃、私は子どもたちにはチョジャ先生

と呼ばれていたんです。ダブルですから、自分の名前

は「てるこ」と読んでいたんですけれども、それを子ど

もたちは朝鮮語読みにしてチョジャと呼んでいたんで

す。

ある時仲間が「ダブルだからって差別は半分になっ

たのか？」と聞いたんですね。私たちは血などにこだ

わって、ダブルだから両方と思うんですが、私が見て
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きたものは差別そのものなんです。国籍は日本ですか

ら就職差別などはすりぬけてきたんです。しかし、受

けた痛みでは違いはない。「お前は朝鮮人だ」と言われ

るのと「お前のお父さんは朝鮮人だろう」と言われるの

はそんなに違いはないんです。日本の社会に受け入れ

られないということでいえば、まったく同じだったん

です。

小さい時におばの家にあずけられていたことがあっ

たんです。その時に、「お前はお国が違うからね。ハ
ハハ」とせせら笑われたことがあるんです。朝鮮の血

が流れているからろくな者にならないぞ、といった
ニュアンスを言外に感じました。そのように、日本の

中で朝鮮人の血をうけているということは、社会的に
は朝鮮人という存在なんです。ならば、私は社会的な

存在として名前を使っていこうと思ったのです。朝鮮

人の痛みを分かったものとして朝鮮人の側で生きてい

こうと思ったのです。で、改姓を申し立てました。

日本の社会は朝鮮に対してすごく敏感なんですね。

「私はこういう思いで尹チョジャと名乗ります」と職場

で言った時、ものすごく抵抗があったんです。校長は

机をたたいて「ここは日本の学校ですよ。そんなこと
だったら採らなかった」と言いました。私が自分の名

前を轡くと、誰かがその上に日本の名前を貼るんで
す。次の日に私がはがすと、また次の日には変わって

いる。そういうことがたくさんありました。はっきり

と「尹チョジャ？そんな名前呼べないわ。勘弁して

よ」と言われたこともあります。それだけ朝鮮の音に

対して忌避的なものがあるんです。

日本の社会できちんと受けとめてほしいことなので

すが、父の名前は創氏改名によって奪われたんです。

父が私に日本名をつけたのは差別を受けたからなので
す。差別がなければ、どうどうと朝鮮の名前でいたか

もしれないのです。そういうことを考えると日本の社

会に貴任をとってもらわないといけない。戸籍制度の

上で「朝鮮名を認めろ」というような思い、日本の国籍

を持った朝鮮人がいてなぜ悪いという思いをもって、

改姓をしました。５年ごし、２回の申請によって裁判

所で認められたのです。



ダブルとして、日本籍朝鮮人として

私たちは婚姻届けを出さないで、日本人と事実婚を

しております。子どもは私の姓を継いで尹で、名前は

朝鮮語読みと日本語読みとが同じ名前をつけました。

改姓する時、戸籍筆頭人でなければならないというの

があるんです。一家族̶姓ということです。夫婦別姓

ではありませんので、私が戸籍筆頭人でないと改姓が

できない。それから戸籍制度は差別をつくるというこ

とで、つれあいは強烈に反対していましたし、私も同

意していましたので、戸籍制度には入りませんでし

た。

私は日本を良くしたいと思うのですが、日本を変え
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も社会意識をつくっていくものなので、みなさんに紹

介しました。

デレウゼ好子さんの発題

「国際結婚を考える会」のデレウゼ好子です。外国人
と結婚して日本社会に暮らす中で、たびたび「なぜか

な？変だな？」と感じることがあります。今日はそん

な私の体験をお話しして、「日本の常識は世界の非常

識」などと言われないような、日本社会を作っていく

ために一緒に考えてみたいと思います。

ていきたいという思いも強いんです。で、変えていく日本人の私が産んだ子は外国人

時に言葉も大事だと思っています。私のような存在は

混血と呼ばれていたのですが、これはものすごくいや

な言葉なんです。存在そのものが罪であるかのような

感じを与えます。ナチスに近い優生思想があると思い
ます。輸血でもない限り混血はありえないんです。な

のに混血という言葉があふれている。

私は自分のことをダブルと言おうと思っています。

混血とかハーフという言い方は半分しかないようなマ
イナスの考え方なんです。私の子どもも「朝鮮と日本

と両方あるんだよね。これって得だよね」と思うよう

に育てたいし、私も私自身の存在をそんなふう４こ捉え

たいと思っています。そういうことで、みなさん今日

から「混血」という言葉を使うのはやめてほｔ．。いと思い

ます。

私は自分たちのことを日本籍朝鮮人といっているん
です。日本人ではない。国籍にとらわれないで、日本

に籍を持っているということで、軽くしましょうとい

うことです。「朝鮮系日本人ではだめなの？」という議

論はさんざんしました。私に「日本人の中に入りたく

ない」と言ってくる人がいるんです。私は「日本人の中

にアイヌはあるのか？沖縄はあるのか？」ということ

を聞きたいんですね。日本の文化がそれをないものと

して大和だけをさしてきた。この日本人の中には入れ

ないということで、日本籍を持っている朝鮮人と自分
たちのことを言ってきています。こういう言葉の問題

私は２６年前にベルギー人と結婚しました。２４才の娘

と２１才の息子がおります。

現在は外国人配偶者が日本に滞在するために、「日

本人の配偶者」という一つの資格が設けられています

が、私たちが結婚した当時は、日本人と結婚していて

も、一般の外国人とまったく同じ扱いで、在留許可申

謂に本当に苦労しました。でも二人のことだけならま
だ大丈夫でした。本当に国際結婚の苦労を感じたのは

子どもたちが生まれてからです。

娘が生まれてすぐに、夫が市役所に出生届を出しに
いきました。住民課の窓□て出生手続きをしようとし

たら、窓口の人に「あなたはあっち」と外国人登録の窓

口に行かされたのてす。母親が日本人だから生まれた

子は当然日本人、と思い込んていた私たちでした。釈

然としないながらも「法律で決まっている」と言われる
と反論の余地はありませんでした。ですから私の戸籍

には夫との結婚の事実は載りましたが、子どもについ
ては何も記載されませんでした。

赤ちやんには何回も予防接種とか検診があります

が、近所の人達には役所から通知が届くのに私のとこ

ろには来ないのです。私たち親子は疎外されていると

感じました。役所に「知らせて下さい」と頼むと、「こ
れは住民届けをしている方たちに自動的に知らせいる

ので、外国人は対象にならない。受けたかったら当日
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来てください。」と言うだけ。

外国人は住民ではないという訳です。このような不

快な状態は、三年後に息子が生まれた後も全くおなじ

状況でした。

国際結婚を考える会の発足

そんな時、「国籍法の父系血統主義は憲法違反では

ないか」との新聞の見出しが目に入りました。外国人

と結婚した日本女性の産んだ子に日本国籍が継承され

ないため、沖縄などで無国籍児が生まれる、これは子

どもの人権侵害であり、憲法の男女平等条項に違反す

るもの、と社会党の土井たか子さんが国会で質問をし

たという記事でした。これだ！と思いました。すぐに

土井さんの事務所を訪ね私たちの状況を訴えました。

私と同じような訴えが次々と事務所に届き、土井さん

のアドバイスもあり、「国際結婚を考える会」が発足し

ました。１９８０年の４月でした。

会ができてすぐに取り組む問題は「国籍法」の改正

と、夫の在留の安定のために「入管法」の改正を急ぐこ

とでした。私たちは慣れない法律の勉強をし、国会や

法務省に陳情にまわりました。幸いに国連の「女子差

別撤廃条約」を日本も批准し、署名をするために国内

法の整備が急がれるという「外圧」と、土井さんたちの

強力な働きかけ、そして私たちの微力ながらの発言な
どで、ついに１９８４年に改正法が成立し、８５年には施行

されました。これで私たちのような家庭の子どもも日

本国籍が確保されることになりました。

すでに生まれていた私の子どもたちも経軽措置によ

り届け出で日本国籍を取得しました。上の子はＨ歳、

下の子は８歳になっていました。またこれより以前に

「入管法」も改正され、「日本人の配偶者または子」とい

とがあります。私の子ども達は日本国籍がないため、

学校に入る年齢になった時、日本の学校へ入れるか、

父親の母国語であるフランス学校へ入れるか、夫婦で

夜も寝られないくらい悩みました。子供たちの将来を
ここで決めることになると考えたからです。当時の日

本社会は今よりずっと「外国人」であることが不利な状

況でした。結局フランス学校に入れることを選びまし
たが、この選択は子ども達にとっても両親にとっても

決して楽な選択ではありませんでした。語学面で学習

用語と生活用語が違うため、フランス語、日本語とも

表現力では７割くらいの能力しか身についていないと

思いました。ただし両親のそれぞれの家族と等距離に

置きたいという希望は実現しましたが。

娘と息子は小学生で日本人になったのですが、地域
の公立中学校の入学式の日、校長先生がわざわざ自宅

に来られて、「本日の入学式にお宅のお子さんの名前

かあるのに出席していなかった。なぜなのか」と聞か

れるのです。そうか日本国籍を得たので自動的に名簿

に載ったのだな、と判りました。フランス学校へ通っ

ていると説明したところ、後日「就学義務免除願」なる

用紙が届きました。内容は「これこれの理由で義務教

育を受けられないため、義務を免除していただきます
ようお願い申し上げます。」と印刷されています。国

籍がないときには、外国籍の子供が日本の学校へ入れ

てもらうには「就学願い」というものを教育長に提出

し、お願いして入れてもらわねばなりませんでした。

ところが日本国籍を取ったら、こんどは日本人として

の義務を果たしていないと言われ、またお願いをしな

ければなりません。変形の日本人家族が日本に住むに

は、いろいろなところでお願いぽかりしなければ暮ら

していけないものなのです。

う資格が新しく設けられ、とりあえず目前の悩みは解外国人学校卒業生の日本の大学への入学は

消されました。とは言え、それらの法律の内容は決し

て 十 分 で は あ り ま せ ん で し た が 。 な ん と か 子 ど も 達 は フ ラ ン ス 学 校 の 高 校 を 終 え ま し

た。フランスの高卒資格であるバカロレアを得れば、

国 籍 は 得 た も の の フ ラ ン ス 、 ベ ル ギ ー は も と よ り 、 Ｅ Ｕ 域 内 な ら 能 力 が

あれはどこでも大学教育を受けられます。進路につい

子供たちが国籍を得たことで「ナンダ？」と思ったこて話し合ったとき娘は、自分は日本で生まれ日本で
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育ってきたが、あまりに日本のことを知らな過ぎると験するには「中学校卒」の資格が必要で、外国人学校の

思う。できたら日本の大学で勉強を続けたいと希望し中学過程終了はそれに該当しないのです。ただし、定

ました。私はとてもうれしい気持ちでした。日本語を時制高校または通信制高校に在籍する生徒は受験でき
マスターするだけでも将来の可能性が広がると思ったます。こういった事情を十分理解していれば外国人学

のです。私は意気込んで日本の大学一覧の本を購入校の生徒も、たとえば通信制の高校とかけもちで勉

し、十数カ所電話を入れました。結論としてダメでし強、卒業するとか、中学まで日本の学校へ行き、大検

た。国公立はもちろん私学でさえもです。その理由を受験し、資格を得て日本人と同しように大学受験に

は、日本国内にある国際学校の卒業生は入学資格がそ挑戦することが可能なのです。しかし私の場合は時す

もそもない、というものです。私は耳を疑いました。でに遅しでした。

日本国内のほとんどの大学には外国人留学生、海外結局、娘は日本国内で受け入れてくれる、たった二

帰国子女の受け入れ枠があります。私が電話を入れたつの私立大学の一つに入り卒業、今はカナダて自立し

大学の担当者は、おおむね親切で、留学生と海外帰国ています。息子の方は現在アメリカ系大学日本校で学

子女の説明をしてくれました。留学生とは「外国の高んでおり、いずれはやはり、外国で自分の生きる道を

校を卒業した外国人」すなわち、国籍、住所とも外国探すことになると思います。

にある者のこと。また海外帰国子女は「日本人の子女私の子供たちの通ったフランス学校の卒業生も、昨

で、親の仕事の都合で外国に住み、日本の大学に入学年から日本の大学受験がてきるようになった、と新聞

する者」すなわち、国籍が日本で住所が外国にある報道で読み、先日この学校の先生にお話を聞きしまし

者。ゆえに、「お宅のお子さんの場合、留学生の枠にた。「確かに受験資格はもらったが、日本人と同じ試

も、海外帰国子女枠にも当てはまりません」という解験内容で受験しなけれはならず、合格することは絶対

説でした。ようするにうちの子の場合、外国籍でフラ不可能だ。フランスやＥＵ域内の大学に無条件で入れ
ンス公立高校を卒業しても、この学校が日本国内に存る高校卒業資格を持っのに、日本人と同じ条件で受験

在していることと、住所が日本国内であるため留学生せよというのは非常識な話だ。外国からの留学生や海
にはあてはまらず、かと言って、日本人として帰国子外帰国子女で、うちの学校の子供たちよりずっと成績

女枠にトライしようにも、やはりフランス学校か日本の良くない子が、枠があるために楽々と入学している

国内にあること、親が日本国内に住んでいること、とのを見ると、腹だたしい限りだ」と、相当憤慨してお

い う 理 由 で 駄 目 な の で す 。 ら れ ま し た 。 日 本 国 内 に は 数 多 く の 外 国 人 学 校 、 特 に

本人の能力、成績以前の問題でスタートラインにも韓国、朝鮮系、また中華系の学校があります。大多数

立てないことが判ったのです。最後に私も意地になっの生徒が日本で生まれ、日本で育って一時滞在の者は

て文部省に電話を入れました。言われたことは結局同少数だと思いますが、いまだこの子供たちが日本の大

じでした。「日本人として大検を受けて、大学受験を学に入るため、苦労していることを考えると、日本と

したらどうですか」と、無責任なアドバイスをもらっいう国は何か勘違いをしているのではないかと思って

て し ま い ま し た 。 し ま い ま す 。

最近になって私が得た知識によりますと、国内の外

国人学校の卒業生が日本の大学に入るためには、子供子どもたちのアイデンティティ

たちが大変な負担を負うことがよく判りました。

外国籍であっても、日本の義務教育を終了し、高校私や私の仲間の子供たちは、二つの国籍と同時に、
を卒業すれば、大学受験ができます。成績は別とし父親と母親の二つの言語、文化を受け継いで育ってい

て、資格が問われることはありません。ところが外国ます。言語については両親の教育方針で、同時進行し

人学校卒業者は「大検」も受験できません。「大検」を受ないケースもたくさんありますし、日本社会で日本人

７１



社会臨床雑誌第６巻第３号｛・ＩＳ｝９９．３．）

として生き続けることを前提の家庭教育をすすめてい

る仲間もたくさんいます。それでも子供たちには二つ

の国にまたがって家族が存在しているのです。私たち

夫婦の場合、子供たちが小さい時から、二つの国の家

族を等距離におきたいと希望し、日本国籍がないこと

もあって、「日本で育つ外国人」として子ども遠の教育

を考えました。フランス学校にはさまざまな国籍の子

供達、髪の色も、肌の色も、目の色も違う子供達が

通っています。そんな環境の中で「みんな違うのが当

然」という価値観を持ってくれました。日本の学校の

「異質を排除する」といういじめはまずありません。

娘や息子にいろんな人が、ときに私の友人でさえ

「あなたは自分のことをベルギー人だと思う？、それ

とも日本人だと思う？」と質問します。娘が小学校終

わりの頃、きっぱりとこの質問に答えたことを、今も

とても印象的に思い出します。「ペルギー人と日本人

の区別はどこにあるの？私にはその区別が判らな

い。私は私！」。国と国には国境があります。だけど

二つの国籍を持っていても、人間の心にも体にも国境

線は引けないのです。ベルキー人の頑固な教育パパ

と、なにごとにもいい加減な日本人母親に育てられ

て、娘は「私は私」と言い切ったのです。

子供の世界にもそれなりにつらい経験がありにの
ことは、ずっと後に娘が教えてくれました）、子供な

す。国際結婚もずいぶん増えました。法的にも、社会

的にも規制されることがありますが、以前より少しづ
つ改善されてきていると思います。でもわが家のよう

な家族が、日本社会の中で、遼和感なく自然に受け入

れられるのはまだまだ時間がかかると思います。家族

と一緒に私まで外国人扱いを受けるような、なんだか

居心地の悪い思いをたびたび経験しますから。

私の思う「国際化のなった日本」は、どこの国の人で

あれ、地域の一員として、あるいは家族の一員とし

て、日本人と同じになれと強制することなく、違いは

違いとして素直に受け入れ、普通に付き合っていける

社会だと思います。外国人の方も当然、同じように地

域社会に溶けこむ努力をしなければなりません。

私たちは常に二つの国と関わって生きています。そ
れだけに少なくとも二つの国がいつも仲良く、平和で

あって欲しいと心から願っているのです。そんな人間

が日本に増えて、外国とのかけ橋になれば、日本に

とって貴重で有益な存在、人材だと思いませんか。

私たちの子供たちも外国系日本人として、日本のた
めにお役に立てると信じています。夫の国にもフラン

ス系、オランダ系、ドイツ系、アフリカ系のベルギー

人フ！ｌｔいっぱいいます。みんなベルギー人です。日本に

も○○系日本人がいてもおかしくないのです。

りに考えて出した結論で、これこそ自分のアイデンこれから

ティティ、自分が生きていく拠りどころだと自分で出

した答えだったと思います。

私は日本のＯＬにはなれない、自分に合った仕事を

見つける、とアルバイトで貯めたお金でカナダまで行

き、なかば押しかけで働かせてもらい、２年経って

やっと正式なポジションを得た娘の生き方を、母親の

私はまぶしい思いで見守っています。

外国系日本人て変ですか

今、日本に外国籍で暮らしている人が１４０万人余り
います。皆さんのご家族や親戚の中にも、なんらかの

形で外国人に関わっている方がいるのではないでしよ

うか。またご近所にも外国人が住んでいると思いま
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夫と結婚して銀婚式も過ぎ、これからは子供たちが

巣立った後の生活を真剣に考える時期か近づきまし

た。子供たちは日本人として、すでに選挙権を得てい

ます。子供たちが生きてきた年月よりなお長く日本社

会に生きる夫は、規制も義務も多い中で、非常に真面

目に暮らしています。仲間の夫たちもみんなそうで

す。そんな彼等に、せめて自分の暮らす地域の代表者

を選ぶ権利くらいはあげたいと思います。「定住外日

人の地方参政権」の獲得を、個人としても、会の活動

としても目指しています。また先程お話しした「外国

人学校卒業者の大学進学」が、杓子定規なきまりのた

めに、子供たちの勉強の機会を奪われることがないよ

う、なんとか改善を訴えていきたいと思っています。



日本人も外国人も、皆が楽に呼吸できる日本社会を
つくるため、お互いに努力をしたいと思います。あり

がとうございました。

桑江博幸さんの発題

こんにちは。桑江博幸と申します。私のような普通

のニーニーがどうしてこの場にいるのだろうと思いな

がらも、それも社臨らしいかなあと思っています。

日本を生きるというテーマですが、私的に解釈する

と「ヤマトゥを生きる」ということになりますが、いま

現在は那覇に住んでおります。ですから今日のテーマ

と少し離れているのですが、ヤマトゥで暮らした３０年

を思いだしながら話したいと思います。

名前の問題

私は自分のことを「在日琉球人」と称しております。

日本人というアイデンティティはさらさら持っており

ません。

今日はアイデンティティ、名前の問題を中心にお話

したいと思います。そのためには、みなさんにはご迷

惑な話かもしれませんが、私の家族史、体験を話さざ

るを得ません。

私は琉球人の父と日本人の母の間に生まれた合いの

子です。内縁だったので、私は私生児として母の戸籍

に入りました。父と母は私力！生まれてすぐに別れ、私

は父との生活経験はありません。家庭の中で父の話は

タブーになっていたので、沖縄というものに積極的に

近寄るようなことはありませんでした。

社会臨床雑誌第６巻第３号（１９９９．３．）

京の不動産で「沖縄の方お断り」という貼り紙を見たこ
とがあるくらいで、取り立てて差別された経験はあり

ません。こうして自分のことを日本人と思い、日本名

を名乗って大学を卒業し、その間韓国に留学もしまし
た。

ところが９２年の暮れに友人と飲みにいくことにな

り、誘われるまま新宿にある沖縄料理屋に入りまし

た。途端そこは異人の世界でした。訳の分からない言

葉が飛び交い、「こりゃ差別されるや」と思いました。

夜もふけ、マスターに父が沖縄人であることを告げる
と突然満面の笑みを浮かべて「そうね」と言って三線を

もって沖縄の歌を唱ってくれました。隣りにいた初老
の男性に「沖縄行ったことある？」と聞かれ、ないこと

を告げると「一度行っておいで。僕もこっち生まれだ

けれど一度行くと違うから」と言われました。それが

きっかけとなって琉球の歴史や文化について学び始め

ました。そこで見えてきたことは日本と琉球の問題は

ある種「民族問題」だということです。朝鮮が日本にさ

れたことととても似ていると思いました。

そして９３年の暮れに初めて琉球を訪れました。飛行

機から初めて島が見えた時の感動は今でも忘れられま
せん。滞在中に６０代後半の男性に出会ったのですが、

この方に「ここは沖縄だから、君はここでは桑江君だ」

と言われ、とてもしっくりきたのを覚えています。そ

れ依然は日本名と琉球名とふたつあってもいいかなあ

と思っていたのですが、その時から桑江姓だけを使う

ようになりました。今思うとはずかしいのですが、自

分こそは琉球名を堂々と名乗ろうと思い、喜屋武とか

渡嘉敷とか具志堅といった言い訳のできない名前が良
かったのに…と思っていました。

こうして琉球への思いが募るにつれ日本人が嫌いに

中学の頃、中野というウチナーンチュが多数いるとなってきました。とは言っても友人は圧倒的に日本人
ころに住んでいて、学校ではヤマトゥンチュがウチが多い訳です。その友人たちが「日本人」という仮面を

ナーンチュのことを「変な物を食べる」「本土の悪口をかぶったのっぺらぼうに見えてきてしまうのでした。

言う」と言っているのを聞いたことがあります。友人何とも言えない不快感を感じ、友人たちと語り合うよ

に「あんたもよく見ると沖縄の顔だね」と差別的に言わうにしました。そこで解消されていったことも多かっ

れたことがあるくらいで、他には大学時代にバイトをたと思います。

していたバーでお客さんが「朝鮮人と沖縄人はひが次に沖縄出身者へのコンプレックスが顔を出しまし

み・っぽい」と言っていたのを聞いたことや、９０年に東た。言葉もできなければ、顔も言わなければあまりば
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れません。そこへの後ろめたさというかコンプレック
スがありました。文化を背景にした琉球人ということ

に縛られていたのだと思います。そんな時沖縄出身の

沖縄の方に出会いました。その方は沖縄の代表的な料

理であるテビチ、豚足のことですが、それが嫌いで食
べないのだそうです。私は好んで食べるのですが、な

んだそんなものかと思いました。それから最終的に私

を楽にさせてくれたのは、ディアマンテスというバン

ドのアルベルト城間でした。彼はペルー出身の琉球人

なのですが、堂々と母語であるスペイン語で唱うので

す。私は日本で生まれたのだから、日本の文化を持っ

ていて当たり前なんだと思いました。それからは友人

とカラオケに行って、「沖縄の歌歌って」と言われる

と、南沙織の歌を歌っています。

でも、妙に沖縄好きの日本人や沖縄ロマンを求めて
いる日本人、妙に沖縄に詳しく勝手に親近感を持って

いる日本人を見るとイライラします。基地反対と言っ

て沖縄にやってくる日本の運動家たちも同様です。そ

れは自分が大切にしている物を土足で踏み込まれて、

奪われていく感じがするのです。自分に原因があるの

だろうと思いつつ、抜けきれずにいます。

そして昨年、９７年に父の弟、つまり叔父にはじめて

連絡をとり、２月に沖縄に渡って祖先の墓参りをしま

した。その時にああ自分の名前は桑江なんだと思いま

した。父とも再会を果たしました。

そこで改姓の裁判をすることにしました。普段は桑

江姓で生活しているのに公の轡類は日本名で送られて

きたり、ふたつの名前が面倒だったことと、身分証明

書に日本名が書かれていて、桑江姓でないことに違和

感を感じた、このふたつの理由からです。今日ここに
いらしている尹さんにも色々と教わりながら、裁判を

起こしました。結果認められたのですが、審判文に

「自らを沖縄人と表明して生きていこうと思い……」と
いった表現があったのですが、尹さんによれば画期的

なのだそうです。役所への届けは記念に３０才の誕生日

にしたのですが、桑江姓を「取り戻した」のか「なった」

のか分からずにいます。

アイデンティティについて
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ところで、アイデンティティについてですが、私は

選べないものだと思っています。よく勘違いしている

人がいるのですが、私に「どうして沖縄人を選んだ

の？」という質問をする人がいます。良く聞いてみると

「合いの子」には三つあって、一つは沖縄、一つは日

本、もう一つはハーフ、この三つの立場を自ら選択で

きると思っているのです。でも、どれが自分にとって

有利か、どれにしようかなという様に選んだ覚えはあ

りません。唯一裁判の時に「元の名前に戻れませんよ」

と言われて判断をある意味迫られた他に自主的という

か積極的に選んだことはありません。だからアイデン

ティティというものは強要できるものではないし、ア

イデンティティの確立というのをよく聞きますが、は

なからあり得ないことだと思います。それとアイデン

ティティというのは揺れ動くものだと思っています。

２５才まで自分を日本人だと思っていたのに、今は琉球

人だと思っているし、また、後悔する日が絶対ないと

も言えないと思います。このままウチナーンチュ、琉

球人として生きていくかもしれないし、そんこと言い

出さなきゃ良かったのにと思う日があるかもしれない

ということです。

なんとなく事務的に話してきましたが、これだけの

体験をしていると、ちょっと話しただけで感動してし

まう人って結構いたりします。だから、日本人を感動

させたり、罪悪感を持たせたり、糾弾するのはある意

味簡単なことだと思っています。「被差別者」と言われ

る人の中にこれに酔いしれている人が結構いるように

見受けられるのですが、これは、単に相手を黙らせる

だけで□封じだと思うんです。この問題について一緒

に考える契機を奪ってしまうように思うのです。私は
一緒に考えることが重要だと思うので、こういったや

り方を好みません。

それと沖縄と日本の問題についても差別者対被差別

者という二元的というか二分法で語ることの危うさと
いうものも感じます。具体的な顔の見えない関係性は

危ういと思うのです。お互い立場性は引きずると思い

ます。でも引きずりながらも語り合えるはずだと体験

的にそう思います。



どうは言っても、現在沖縄に住みながら、「鼻につ

く日本人」がいます。街中を水着で歩くヤマトゥン
チュ、ひめゆりの塔の前でビースをして写真を撮る日

本人。でもこれを「いけないことだ」と言うのではなく

「腹が立つ」というところから語り合っていきたいと思
います。

アイデンティティとは他者の存在、対になるものが

あってこそ存在が成り立つものです。ある時は自分を

守ってくれるし、ある時は・自分を苦しめます。かと
いって棄てようと思って棄てられるものでもありませ

ん。難儀なものです。

出会った人に、具体的な顔の見える関係性の中で、

ウチナーンチュ、琉球人の代表をすることなく、私の

快不快を、私の体験として語っていきたい。そう思っ

ています。ありがとうごさ１いました。

討論

分科会「日本を生きる」の討論は、当日午後約２時間

にわたって行われました。ツルネンさんは参議院議員

選挙直前ということで、お忙しく、残念ながら参加さ

れませんでしたが、３人の発題者を中心に、活発な議

論がなされました。貴重な意見が多く出されたのです

が、紙幅の関係で完全な形での報告はできません。こ
こでは、幾つかの討論の柱にそって、まとめて報告し

たいと思います。

発題者から

討論はまず、発題者の方、タがお話をつけ加えるとい

うところから始められました。

デレウゼ：私の子はよく「あなたは自分のことを日

本人と思う？それともベルギー人と思う？」と聞かれ
ることがある、と言いましたが、私は子どもたちによ

くこう言っていました。「あなたはベルギー人でもあ
り、日本人でもあり、ダブルなんだから、「純粋な日

本人」よりももっといろんなことを持っているのだか
らすごく良いことなのよ」。ハーフだの、混血だのと
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いうことが、コンプレックスにならないようにと思っ

ていたからです。先ほども申しましたが、子どもが小

学校を終わった頃、私の友人が「自分のことベルギー
人だと思う？日本人だと思う？どっち？」と言ったん

です。そうしたら「日本人って何？ベルギー人って

何？説明できるんだったら説明して」と娘は言い、

「そういう質問を何度もされるけど、私は答えられな
い。私は私なのよ」と反論したんです。私はその時、

やったと思いました。

日本人かベルギー人かというふうにひっくくって民

族性を押しつけるというのはおかしいことではない
か、と思っていたからです。そういうアイデンティ

ティは理解できないところがあります。

尹：差別されるから意識するというところがありま
す。他者から投げつけられて、そのことを自覚すると

いうのが私たちの世代だったんです。日本に基盤を移

した１代目は、自分の中にどんなふうにしても奪われ

ない朝鮮があるんです。しかし、２世は朝鮮のことは

ほとんど覚えていない、あるいは見たこともないんで

す。親の苦労だけを見ていたんですね。だから日本人

にならなければ損だという思いがあるんです。３代目

の私は前の代の屈折した思いに悲しさを覚えて、自分

の代ではそういうことはしないでおこう、子どもは自

由に生きていけるようにしようと思っているわけで

す。代を重ねていくごとにラフな考え方ができるよう
になり、それぞれ違うアイデンティティがもてるよう

になってきています。

これからは多様さがキチッと見えることが大事だと

思います。みんなが日本名でかたまっていて、そこに

ぽつんと違う朝鮮名があるということがつらいんで

す。ブラジルの名前があって、沖縄の名前があるとい

うようにそれぞれが多様に見えてくるところで、自分
のありのままを素直に受け入れられるようになるので

はないかなと思います。

桑江：私の話ぱ軽やがという印象を与えたかもし

れませんが、実際はドロドロしています。でもこうい

う討論の場で僻積したものをわっと出してしまうと、

糾弾の場になってしまうんです。「日本人、お前が悪
い」ということになると、相手は「はい」としか言わな

７５



いことが多いんです。それはいやなんです。だからこ

ういう場では軽やかにしゃべろうとする自分がいるわ

けです。でも１対１の時はドロドロしたことを言う可能

性もあるんです。
リケット：名前の問題、戸籍の問題、子どもの問題

などが出てきたのですが、これらの問題を生み出す制

度は何に向けられているかというと、日本人なんで
しょう。理想的な日本人をつくるために法律制度、教

育制度が存在するんです。で、日本人ではない、ある
いは理想的な日本人ではないとされている人間が大変

苦労させられます。では、あまり苦労しないで育って
いる日本人はどうなのでしょうか。

これは「日本人」対「非日本人」といった二分法的な問

題ではなく、日本社会の問題だと思いますが、みなさ

んどう考えますでしょうか。討論というより話し合い

たいと思っています。この制度を意識しないですむ人

も、いやでも意識せざるをえない人もさせられる人も
いると思うのですが。みなさんどうお考えでしょう

か。

アイデンティティ

この後、会場からの発言も加わり話し合いがはじま

ります。大半の時間は「アイデンティティ」というテー
マに関して識論されました。幾つかの意見をまとめて

報告します。
Ａさん：今アイデンティティが議論の柱になってい

ますが、私は日本を考える時にアイデンティティを表

に出して考えることは危険なことだと思っています。

アイデンティティを前面に押し出してしまうことは、

国際理解教育がナショナリズムの裏返しになっている
というのと同じこわさがあると思うんですね。アイデ

ンティティが現実の政治的・社会的な力関係を見えな

くさせる装置になりえてしまう。一納税者として、こ

ういう制度の下で、こういう形で他の抑圧にかかわっ

ているという部分を見えなくさせてしまうと思いま

す。私はアイデンティティよりも、；ｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐというこ

とで考えたいなと思っています。

Ｂさん：私は精神障害者です。練馬区内の精神障害
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者向けの作業所に通っています。

私はアパートを借りる時に、私が梢神障害者である
ことを明かしてしまったら、大家さんに断られてし

まったんです。また、行政のサービスを受けに行くの

ですが、窓口は保健所になっています。しかしその前

にかかりつけのお医者さんを決めなくてはいけない。

要するに医療の管理の下に福祉を受けるという形に

なっています。自分は日本人なんですが、生産から脱

落した時点で管理の対象になっているのだと思いま
す。このように、アイデンティティ、自分の立場を考

えざるをえなくなっており、それで日本をどう生きよ

うかとさしせまられているんです。

中島：他人がアイデンティティを迫るということが

指摘されていると思うんですが、僕は制度が迫るとい

う面があると思います。知り合いのトランス・ジェン

ダーの人は、学校時代が一番つらいと言います。学校

には制服があり、男か女かというアイデンティティを

迫ってくるわけです。制度の仕組みが男か女か、ある
いは日本人なのか非日本人なのかを問うようなシステ

ムになっていると思います。その意味で、アイデン

ティティを制度との関係で考えていく必要があると思
います。そうでないと、現実の力関係を見えなくさせ

てしまうことになってしまう。

Ｃさん：多民族国家では、それぞれの民族にもアイ

デンティティがあり、国家としてのアイデンティティ

もあります。アイデンティティといってもいろいろな
レペルがあるんですね。そうすると一括りにアイデン

ティティといっても分からないのではないでしょう

か。

リケット：アイデンティティという言葉を使うので

あれば、与えられてきた、もしくは、押しつけられて

きたアイデンティティと、意識的に選び採るアイデン

ティティの二種類を考えなければいけないと思いま

す。僕は欧米人、白人ですから、日本にいれば「お前

は欧米人・白人だ」と意識させられてしまうんです。

だいたい軽視されるのか、おだてられるのか、という
パターンです。友人とは対等ですが、社会的には対等

につきあっていってはいけない仕組になっているんで

すね。



アメリカに帰ると白人になってしまうわけで、自分

の民族・アイデンティティは意識しないんですね。し

ないことが問題なんです。アフリカ系やヒス八二ック

系は意識させられてしまっている訳ですが、教育制度
の中ではみんな平等という幻想になっていて、ＷＡＳＰ

と呼ばれている人たちは、アイデンティティを意識し

ないように、しなくていいように、制度はうまく出来

ているのです。

日本でも日本人は意識しないように出来ているので

はないでしょうか。だから、逆説的にいえば、日本人

はもっと日本人であるということを意識してくれれ

ば、もう少し制度が見えてくるのではないかなと思い

ます。

Ｄさん：意識させないようにできているということ

ですが、こういう法制度の中では、理想的な日本人像

から脱落した時に、意識するようになると思います。

デレウゼ：そうすると、血統的に１００％日本人で、

健康で、迷いをもたないような日本人でなければちゃ

んとした日本人ではないという社会なんでしょうか。

しかしいろいろな人がいるのが今の日本なんです。

みなさん、ピュアな日本人ではない部分がどこかにあ

るのではないでしょうか。そういう意味でみんなの問

題なんです。

Ｅさん：精神障害者というアイデンティティを持

ち、いっぺん社会からドロップアウトすると日本とい

う制度のおそろしさがせまってきた、というお話があ

りましたが、私はたまたまそういう方々が困った時に

相談にのる仕事をしているのですが、本当にいやな社

会です。金があっても住む所を見つけるのが大変で

す。そうすると日本は自分がいる場所なのに、住んで
いる気がしない。よそ者としてはじかれたような感覚

があるんです。

尹：私は障害を持っている子どもたちの教員をやっ
ていたことがあります。当時は彼らの親の多くは子ど

もの障害を隠して、家庭の中に閉じこめていたんです

ね。そこで、外に出ていこうという運動があったんで

すね。みんなで車椅子で出ていく時は、自分を隠すこ

とはできません。街に出る、みんなの前に存在すると
いうこと自体が闘いなんですね。私は自分を隠せると
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いうところが落とし穴だったとずっと思っていまし

た。日本国籍を持っていて、日本語も話すということ

で日本人にまぎれられる。そのためにすごく無理をし

ていたと思います。素直に自然体で生きるためには、

自分の生まれを認め、それを他人に言うという関係が

必要だったんです。

「私は精神障害者です」というお話がありましたが、

そうやって言って、周りが受けとめて考えていくこと

がアイデンティティなんだと思います。それをみんな

がやっていけばよいと思うんです。私がかかわってい

る雑誌は「ムジゲチョロム（虹のように）」という名前で

すが、いろんな色があって、いろんな違いがあるから

面白いし、豊かではないかと思います。

Ｆさん：在日韓国・朝鮮人には年金権が認められて

いなかったのですが、１９８２年改正国民年金法により、
一定の年令要件を満たす者に受給権が認められるよう

になりました。しかし経過措置がなかったものですか

ら、十分な過去遡及とかの対策はたてておらず、また

受給権が認められていない者は放置される形となりま

した。

その問題を問おうとする京都訴訟（１９９９年春頃に提

訴の予定、１９９９年２月現在で厚生省保険局社会保険審

査会で再審査中）を展開する予定ですが、法廷慣行に

よると、元号しか認めない建て前となっています。原

告になる予定の者が韓国領事館や朝鮮総連事務所で

うっかり日本の元号を使うと「なぜ西暦を使わないの

か。おまえは日本人ではないのだ」と怒られたという

事実があります。朝鮮民族に固有の年号「檀紀」という

ものがありますが、民族に関わるアイデンティティを

求められる場面によくぶつかるのが「年号」問題によく
みられます。結局は、自分がどのように認識している

のかということにつきあたることになります。自己葛

藤の原因がそこにあるのではないかと思います。

桑江：アイデンティティというものがある意味では

自分を苦しめていているというのは分かっています。
こんなものやめたらきっと楽だろうなと思うのです

が、これをとってしまうと宙ぶらりんになってしまい

そうで怖いんです。ですからそこにしがみついてしま

う自分もいます。具体的に顔の見える関係の中で、そ
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の状態を理解してほしい、ヒ思っています。

Ｇさん：桑江さんは、アイデンティティは選べない

と言われたのですが、そこは分からなかったのです。

名前にしても、生き方にしても、その人が選んでいる
と思うのですが、選べないと言われたのはどういう意

味なのでしょうか。

桑江：「あなたは琉球人、日本人、ハーフという三
つの立場を選べるのに、どうして琉球を選んだのです

か？」とよく聞かれるのですが、私は選ぶ余裕などまっ

たくなかったのです。ある日そうなっていたとしか言

いようがないのです。そういう意味で、選べる話では

ない、余裕がある話ではないということです。

市民権・民族・国民

リケット：市民運動などという言葉が使われ、「～

市民」とよく言われるのですが、外国人には市民権は

ないのですから、僕は市民という範瞬には入りませ

ん。参政権などはないのです。でも同じ税金を払って
いるのですから、住民ではあるんです。当然同じ住民

サービスを受ける権利もあるはずです。

アメリカでは市民と民族、国民は各々違うんです。

市民権は政治的市民的権利なんですけれども、民族は

民族意識あるいはその表現の自由にかかわるもので

す。国民ですが、日本では戦時中内籍、外籍という区

別がありました。外籍の人たちは二流国民といういわ
れ、一流国民と同じ義務はあるけれども権利はないと

いう状態でした。アメリカでも同じような区別が存在

しているんです。グアムやプエルトリコがそうです。

つまり７０年代までは国民として兵役に行かなければな

らない義務はあったけれども、大統領選挙で投票する

ことはできなかったのです。そのようにアメリカでは

市民・民族・国民という三つのカテゴリーをうまくあ
やつりながら、のぞましくない人々を管理してきたわ

けです。

尹：私も国籍と民族の問題で苦しみました。まず国

籍＝民族ではない、ということをしっかり頭にいれな
ければなりません。ラモスが日本に帰化した後、日本

人ならお茶潰けが一番といったＣＭに出させられまし
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た。日本国籍になったら身体の中まで日本人にならな

ければいけない、と。そういったことは、そのものを

そのものでなくする力だと思います。

帰化制度自体おかしいんです。日本の場合、国籍取

得制度ではないんです。はっきりとした基準があって

それをクリアーしたら得られるものではないんです。

無限に日本人らしくしないと得られないんです。まず

書類を受けてもらえるかが第一段階で、最終的なだめ

押しは日本的な名前です。恩恵で与えられるという制

度なので、申請者はお願い調になってしまいます。本

当は「就職にさしつかえるから日本の国籍がほしい」と

書きたいのですが、そんなことを書いたら絶対もらえ

ないので「自分は日本が好きだ」とか「日本人になりた

かった」とついつい書いてしまい、そういう書類を出

さざるをえないのです。名前も窓口で「元の民族が分
かるような名では、子々孫々までわかってしまいます

よ」とあからさまに指導されていたんです。今はあか

らさまな指導はしてはいけないということになったの

ですが、以前は係官の手引き書に「日本的な氏名をつ

けるよう指導する」と沓いてあったのです。

在日の歴史は７０年に及びます。すでに骨格なども本

国の人とは違ってきているんですが、在日は外国籍で
ある限り市民権は与えられない。日本の帰化制度は

まったくおかしいものです。国籍も基準を明らかにし

て権利として得られるものにしてほしいと思います。

国籍が日本になったからといって、日本人になるわ

けではない。国籍と民族は違うのです。日本にもいろ
いろあるよということをちゃんと分かってほしいと思

います。

Ａさん：アイデンティティでは制度の暴力を越えら

れないと思います。そこでｃ：ｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐで考えたいので

すが、それを市民権と言いたくないと思っています。

もう少し広く、制度の中でみえなくなっている人も含

めて、この社会で生きている市民がどういう人権の社

会をつくっていくのか、そういう広い視点で考えたい
と思っています。

桑江：桑江という名前は日本読みになっています
が、琉球ではクエーと言います。「琉球処分」以降は日

本読みにかえるという形になってしまっているので



す。

アイデンティティは不要だというような意見もあり

ましたが、そこに執着しながらやっと生きている人に

対して、不要と言い切ってしまえるのだろうかと思い

ます。そう簡単に言えることなのでしょうか。

Ｈさん：今日はいろんなお話を伺いました。あらた

めて自分の身近な問題を見ることが出来たと思いま

す。そのことによって自分の言葉がもてるのではない

かと思います。私は芳言という言葉を使います。自分

の香りがする言葉を持とう、と。外国語でも方言でも

いいのですが自分の言葉を持つために身近なところを

見てみることが必要だと思っています。そういう機会
としてとてもよかったと思います。これで終わりでは

なくて、続いていろんな話をしていけるきっかけとし

て面白かったと思います。

以上が分科会の報告です。紙幅の関係で多くの貴重

なご意見を掲載できなかったことをお詫びします。掲

載できなかったご意見も今後の社会臨床学会の運営の

ために生かしていけたらと考えています。なお、会場

からのご意見は発言者のお名前をＡさん、Ｂさん、と

いった形で表記させていただきました。お名前を確認

できない方が多かったためです。

社会臨床雑誌第６巻第３号｛・ＩＳ｝９９．３．）
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総会参加費
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雑収入
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カンパ
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日本社会臨床学会運営委員会

支出
摘要
雑誌印刷費
ｎｅｗｓ等印刷費・封筒・紙
誌紙郵送費
運営費（事）
印刷費（事）
消耗備品費（事）
通信連絡費（事）
雑費（事）
会場費・茶代（運）
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予備費
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お詫び
日本社会臨床学会第六回総会報告の一貫として、ここに「１９９７年度決算」、及び「１９９８年度予算」を報告するの

ですが、この報告が大幅に遅れたことをここにお詫びしたいと思います。とりわけ１９９８年度が後二月で終わろ
うとしている時期に１９９８年度予算を報告するというのは、明らかに運営委員会の不手際と言わざるを得ないと
思います。申し訳ありませんでした。
なお、会計報告が遅れたのは、雑誌編集の際の不手際によるもので、会計報告自体は、第六回総会席上で承

認されております。念のため、申し添えます。
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義肢装具の社会学的考察（４）
一義肢装具障害者としての傷痍軍人-

渋 谷 典 子

１記憶のなかの義肢装具

近代日本における義肢装具のパブリック＝メモリー

とはどんなものであろうか。おそらくそれは、傷痍軍

人の姿であるにちがいない。

それは、太平洋戦争を経験した人々にとっては、敗

戦と重ね合わされた、敗北と転落の記憶、苦々しく忌

まわしい記憶でもあるだろう。また、それ以前の日

清・日露戦争の経験者であれば、もしかすると名誉あ
。る武勲の印として、皇后恩賜・７：）義肢装具とともにある

記憶かもしれない。

また、そこから少し下った年代の人々にと。って、つ

まり、戦後育ちの若い世代にとっては、白い装束や

カーキー色の軍服に身を包み物乞いをする「怪しげな」

人々、傷痍軍人の記憶となるであろう。

私力拗い頃には、よく神社などで、本殿の両脇に並

びテープレコーダーで軍歌を流して物乞いをする、そ

うした四、五人の人々一皆、白い装束や軍服に身を

包み、判読しづらい字で沓かれた布の名札をつけ、松

葉杖をついたり腕を三角布で首から吊って座り込んだ

りしていたーを見かけたものである。その中には、
一目で手や足を「欠損」していることが分かる人々がお

り、義肢を着けないまま手足が空っぽの袖やズボンを
ぷらぶらさせていたり、手先が鈎爪状になった義手を

つけていたりした。

幼い頃、私はそうした姿を「怖い」と思ったと同時

に、悲しげな短調の軍歌を流して無言で佇んでいるそ
の男の人たちをじっと立ち止まって見ていたのを覚え

ている。そうした私の腕を、祖母はいきなり掴んでそ

の場から連れ離し、「あれは、手や足を服の中に隠し

て無いように見せているだけだって噂だよ。人を馴し

８２

てお金をとっている悪い人たちかもしれないんだ

よ。」と言った。私はそのあと家に帰ってきてから、

足の無い真似をしようとして叱られたのだが、いくら

努力しても、足を折り曲げてずっと立っていることは

出来なかったので、あれは本当なのか嘘なのかという
ことについては、ずっと疑問のままであった。いずれ

にしてもそうした人々のことは□に出してはいけない

ことなのだということだけは、幼いながらにも理解

し、それ以降家で話題にすることは一度もなかったの

である。

１９７０年代初めの頃には、まだそうした風景が見られ

たのである。しかし、そうした人々もいつの頃からか

姿ｉｒｉｌｌｊし、いまではそのような風景カ吻であったかの
ような静かな境内となっている。

戦後生まれの人の多く、また都会などでは、実際に

「欠損」者を見かけたり、義肢を目にしたりすることも

少ないのではないだろうか。実際、調査を進めていく

なかでも、「ギシ」と聞いただけでは何のことか分から

ずに何度も聞き返されることが多く、いかに「欠損」者

や義肢が社会的に見えなくなっているか（見えなくさ
れているともいえる）ということを思い知らされたの

である。それは義肢が「欠損」を覆い隠したと同時に、

「欠損」を覆い隠す義肢自体も公領域から隠れたことを

意味しているのであろう。
日本は、日清・日露戦争以降の諸外国との戦争にお

いて、多くの戦争傷病兵を生み出してきた。天皇の名

において戦い、手足を失った多くの傷病兵たちには、

恩賜の義肢が与えられたという。だがそれは、彼らの

失われた「機能」を補う為というよりも先に、つぎのよ

うなことを覆い隠そうとするものではなかったのだろ

うか。すなわち、たとえ誇り高き皇軍の兵士であって

も、手足をもぎ取られてしまえば、生身の弱さをさら



け出し、生身の人間の生物学的限界／死を生きながら

にして現前させてしまうという事実である。

しかし、白衣を着て物乞いをする傷痍軍人の姿は、

公領域においてはひっそりと隠すべき身体の欠損や義

肢装具を、過剰に露出させるパフォーマンスであっ

た。それはもはや人々の同情を引くものではなくな

り、むしろ嫌悪の対象となりながら、私たちの記憶の

中に埋もれていったのである。

２天皇の軍隊一徴兵制と障害者

戦前の日本の障害者政策は、盲学校・聾唖学校の制

度化が行われていたが、肢体不自由者に対しての施策

は皆無といって等しかった。肢体不自由者に対する制

度的保護を唱える者もいたが、肢体不自由者に対して

国家予算を投じることは非国民的であり、国家にとっ
て不利益として斥けられたのである。

また、戦前期の国家と結びついた健常イデオロギー

は、徴兵検査においてはよりあからさまにあらわれ、

肢体不自由者への差別意識を利用する形で、皇軍兵士

に求められる健常な身体を特権化し称揚したのであっ

た。

国家総動員法が制定され、徴兵検査は戦前の国民の

義務ではあったが、兵役法で免除規定が設けられてお

り、肢体不自由者についても「奇形」「欠損」者は、あえ

て徴兵検査の会場に出向いて身体検査を受けなくて

も、診断書の提出によって免除されることになってい

た。

しかし実態はというと、必ずしもこの規定通りには

運営されてはいなかったようである。寝たきりであっ

たり、歩くことのできなかったりする障害者にまで、

徴兵検査会場に出頭させ、他の男子と一緒に徴兵検査
を行ったのである。憲兵は呼びつけた障害者を非国民

となじり、罵晋雑言を浴びせかけたという。このよう

に法規と実際とが異なっていたことについて、清水寛

氏は単なる運営上のミスではなく、「戦前の日本の徴

兵制度の本質とその運用の実態の一端が、露呈してい
るように思われてならない。」と記しているｏｌｌ）。

おそらく、清水氏が感じとっているように、わざわ
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ざ肢体不自由者を検査会場に呼びつけたのは、彼らの

身体を、健常で強健な皇軍兵士の理想と対極にある身

体として、他の被検査者の前で見せしめにするためで

あったのではないだろうか。また戦争に行けない大人
の障害者が非国民とされただけではなく、子どもに対

しても、虚弱児や障害児は、非国民とされ学童疎開に

参加できないなどの差別があった（ｏ。こうして障害

者への差別意識を利用する形で、甲種合格者の男子

を、皇軍兵士にふさわしい健常な身体として理想化し

たのであった。

しかし、徴兵検査で甲種合格とされ誇らし気に検査

会場を後にした者の中には、皇軍兵士として戦場に駆

り出された結果、手足を失い障害を負って本土に戻っ

て来る者も少なくなかったのである。

天皇の軍隊は、健常で強健な皇軍兵士であるべき

「天皇の赤子」の身体として、天皇から厳しくも熱い眼

差しを向けられ規律化される存在であったが、そのよ

うにして、自らを健常イデオロギーをもって律し鍛え

てきた兵士は、現実には戦場において傷つき障害者と

なって戻って来るという、大きな矛盾を抱えたもので

あったのである。

そこで、戦前期の国家は、傷痍軍人となって本土に

帰還した者たちに、皇后の名をもって恩賜の義肢装具

を与えたのであった。それはまるで、国家の父として
の天皇に代わって、傷ついた「赤子」の身体をその慈愛

によって気づかい癒すのは、国家の母としての皇后で

あるかのようであった。

しかし、この恩賜の義肢は、実際にはあまり使用さ

れてはいなかったようであり、またとても実用に耐え

るものではなかったようでもある。その恩賜の義肢

は、細部においても本物の身体に似せた凝った造りと

なってはいるが、それはあくまでも象徽的なものであ

り、実用的な工夫に欠けるものであったようである。

かくて、天皇の眼差しの下、肢体不自由者の対極に

位置付けられた皇軍兵士は、傷痍軍人となることに
よって、同じ障害者の位置に転落するのであった。戦

死した者が「英霊」となるのに比し、廃兵と呼ばれ惨め
な扱いを受ける傷痍軍人を救うには皇后恩賜の義肢は

無力であったのである。

８３
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去る廿七八年の戦役に際し皇后陛下より負傷兵

士に御下賜ありし義手足を製造せる本郷匿万木商

店にては今回御思召に依り右拝受者の義肢修理改

造として陸海軍吏員の各地に出張するに際し再び

明治３５年１０月１９日の「東京日々新聞」には、次のよう

な記事がある。

３廃兵と恩賜の義肢一天皇のまなざしと皇后の慈愛

『
ノ

御用を命ぜられたるが同店製造の義肢は成績何れ

も良好なりといふ。

明治３５年といえば日露戦争の少し前である。日清戦

争の時にこうして義肢か支給されたということである

が、ここで注目したいのは、「皇后陛下より負傷兵士

に御下賜ありし義手足」というところである。日中戦

争の頃にも、義肢は、傷病兵に「一、義眼義肢右北

支事変傷痍者へ皇后陛下以思召下賜」と書かれた手紙

とともに桐箱に入れて贈られていたようである（写真

１

●Ｆ
-

写真２

ぢ恣

写真４

ｉ



１、写真２参照。ともに、川村義肢（株）大阪寝屋川事業る。

所展示室にて、１９９３年８月１７日筆者撮影）。

しかし、この恩賜の義肢は、実際にはあまり使用さ

れてはいなかったようある。第二次世界大戦中、陸軍

軍医として、とくに作業用義手（写真３）や鉄脚（写真４）

などの義肢研究や義肢を装着するための整形手術、義

肢訓練などをおこなっていた保利清氏（匹は、その著

書「義肢に血の通ふまで」のなかで、「義肢研究を志し

た」きっかけを、恩師である「田代先生」（当時の整形外

科の権威、田代義徳のことと思われる）の次のような

言葉だったとしている。

（保利氏の恩師田代先生は、）本邦義肢學につい

ては、日頃不満を感じておられたのである。機会

ある毎に私にいわれた。「保利君、兵隊は義足を

神棚にあげたり壁に掛けたりして拝んでゐるとい

う話だが、あれだけはこの際大いに改善して根本

的に革新してゆかねばならぬ事だ。ああいふこと

をして松葉杖をついて歩いてゐるのは、畏いこと

ながら大御心に副ひ奉るゆゑんぢゃないのだ。こ

の弊風を一掃して義足をほんたうに生かす事、こ

れが外ならぬ君の責任だ。。１（ｉ゙ ４）

たしかに、当時のことが沓かれた資料や、きれいな

まま現存している恩賜の義肢（写真１）を見る範囲で

は、恩賜の義肢はほとんど使用されていなかったよう

なのである。そして、恩賜の義肢を使用しない言い訳

として、皇后から頂いたありがたい義肢を身につける

のは、もったいないため、神棚にあげたり壁に掛けた

りしているというように言われていたようである・ｉＥ
５’。だが、「田代先生」が言っているように、これがす

べての理由ではないのである。実際的な理由は、皇后

から賜ったという恩賜の義肢そのものが、使用するに

はかなり無理のあるものだったからだと思われるので

ある。この義肢は、きわめて装飾的なもので、実用的

な機能の復元というよりは、健常な姿形の復元を第一

義においたものであったようである。また、たとえそ
れがどんなに精巧にできていたところで、傷痍兵に

とっては、しょせん自分の手足とは違う偽物なのであ
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ところが保利氏は、義肢をしないことの原因を、

「松葉杖に甘んじてしまふ」「気の弱さ」のせいであると

して、「鬼と云はれて」も「訓練」させようと考えたので

ある（ｉＥ６’。

４ 廃 兵 の 心

健常で強健な皇軍兵士と太鼓判を押されて戦場へと

出て行った者にとって、手足を失う時の気持ちは計り

知れないほどの屈辱であろう。かつて、兵隊になれな
い身体の障害者を、甲種合格の己の身体の対極にある

ものとして差別した自分は、今度は障害者となった己

の姿に向き合うこととなるのである。保利氏はその著

沓の中で以下のように書いている。

一戦傷兵は語ってゐる。「深い眠りから覚め

て、いよいよ足を切断しなければ生命があぶない

と軍医殿から宣告されました…（中略）・‥切られた

瞬間は相当に痛いものでありますから何事も考え

る余裕はありませんでしたが、二、三日経って少

し気分が落着いたときに初めて自分の切断箇所を

みて、何とも云いへぬ哀れさを自分の肉体に感じ

まして、思わずお母さんと叫んで、ホロリと涙を

こぼしました。立派な義肢が出来てゐるとは聴か

されましても、実際にこの眼で目撃したわけでも

なく、またたくさんの患者のうち切断患者は自分
一人だったものでありますから、なお一層考へさ

せられたわけであります。…（中略）…それから後

方に下がりますと、今度はあまりの傷の痛さにさ

ういう感傷は吹き飛んでしまいひ、一刻も早くこ

の痛さから救はれたいといふ思ひでいっぱいでし

た。従って向うにゐる間は、自分の将来はどう

やってゆかうかなどといふことは一向考へなかっ

たのであります。ただ向うでは、切断患者は非常

に大切に取扱はれるものでありますから、自分は

重傷患者だといふ誇りは多少感じてをったのであ

ります。」‘“１７’
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この聞き杏きは、義肢装具訓練を指導していた保利

氏によるものなので、多少の脚色は加えてある可能性

がないとはいえない。だが完全なフィクションでもな

く、多くの切断者の気持ちを表しているのではないだ

ろうか。すくなくとも、廃兵となった自分の身体に

「思わずお母さんと叫んで、ホロリと涙をこぽ」すほど
の「哀れさ」を感じても不思議ではないという空気が、

存在していたはずである。また、「立派な義肢が出来
てゐるとは聴かされましても、実際にこの眼で目撃し

たわけでもなく」というくだりは、手足を失った兵士

の本音にかなり迫るものなのではないであろうか。た

とえ義肢が、皇后から下賜されたものであろうとも、

自分の本物の手足を失うことの悲しみや不安を消し去

ることはできないのである。

医師である保利氏は、後の文章でこのように続ける

のである。

手を失ひ、足をなくして極端に悲観してしまふ
のである。お母さんと呼び、妻子兄妹、友人を思

ひうかべては涙を澪すのである。さうかうしてゐ

るうちに、病院船がやって来て、戦病者、戦傷者

を内地へと搬ぶ。みな征くときとちがった身豊で

内地に還送されるのである。病院船が芝浦に横づ

けにされる。それから病院までは、軍自動車で運
ばれる。温かい出迎へをうけて、とにかく懐かし

い内地の地面を踏むのである。自分は生きて再び

この地へ還ることが出来た。もうここまで来たら

大丈夫だといふーつの安堵の気持が湧いて来る。

しかしそれと同時に、初めて自分は将来どうして

生活してゆけるのか、どうしたら再起奉公ができ

るのか、或いはこんな身盟なって果たして配偶者

があるのだらうか、生涯松葉杖の御世話にならね

ばならないかも知れないなど、さまざまの不安な

落ち着かない気持に襲はれはじめる。外地では漠

然としか感じなかった不安がにはかに強く、脚下
の問題として解決を迫られてくる。（ｉｌｓ）

「向う」（戦地）では、名誉の「重傷患者」だという「誇

り」を多少持つことができた「一戦傷兵」も、「懐かしい
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内地の地面を踏む」と同時に、「生涯松葉杖の御世話に

ならねばならないかも知れない」「こんな身穀」でどの

ように生きていけばよいのか、途方にくれるというの

である。

５不具者か傷痍兵か

昭和１３年の「中央公論」の記事に、次のようなものが

ある。

今度は従来の軍人傷痍記章を改正して、成るべ

く華やかな意匠色彩を加え、その佩用者の名誉を
ー見識別し易からむるやうに目下当局で考案中の

由である。然るに先達ても当局の或高官の談によ

ると、傷痍軍人の方々の集まりでこの話が出た時

に、ある傷兵は希望を述べて、それは極めて有難

い改正だが、序でに吾々が裸になった時にも首か

何かに懸けられて、肌身にその標識を示すものを

御工夫が願えまいかと真面目に問うたさうであ
る。町の銭湯に入った時、如何に名誉の傷兵で

も、赤裸となればー介の醜き不具者、衆人の忌み

憚るを憂へての痛切の要望である。…（中略）・・・初
めは国民挙って感謝と同情の念を献ぐる白衣の勇

士が、一応傷癒えて軍籍を脱し、街の不具者とし

ての生活に入る時、人情の弱点、当初の感激が漸

次冷却して去るもの日々に疎しの嘆発せられん日

に備へて、今から官民協力、断じてその事あらし
めないやうに努めるのが問題の急所である。（回

ここでは、傷兵たちが銭湯でも使える記章を望んだ

というのが事実かどうかということは問わない。いず

れにせよ、この記事から伺えるのは、「醜き不具者」と

「名誉の傷兵」とは、区別される必要があったというこ
とである。兵隊が戦地で負った傷は、名誉の負傷で

あって、決して「醜い」姿と見られてはならなかったの

である。

同じく、「中央公論」の別の記事では、傷痍軍人に対

して敬意を表すようにと呼びかけ、そのためには小学

校から教育しなければならないとしている。



日本人は廉恥心の強い国民であるから、傷痍軍

人に対しては…（中略）・‥ちょっとした事でも、例

えば汽車電車などの乗物で、傷痍軍人に近く乗合

はしたものは帽子を脱つて敬意を表するぐらいの

作法はあって然るべきものと思ふ。社会的習慣に

倣して傷痍軍人の廉恥心に背かないことができ
る。…（中略）…やはり小学生時代の教育から頭に

入れさして置くのがよいやうに思ふ。゛’ｏ’

しかし、いくら傷痍軍人は他の「不具者」とは全く異

なる英雄なのだといいたてても、それは建前でしかな
いのである。そして結局、「戦時とか、事変とかいふ

様に国民の緊張した心持ちのっづく間は…（中略）・・・よ

く行きとどいた御世話をして下さるでせうが、平時と

もなれば、一切は忘れられ、ともすれば不具になった

人を軽蔑し、少なくとも厄介視する様にな」““１’り、そ

うした建前はすぐに消えていってしまうのである。

このように、日常のなかでは「醜き不具者」と「名誉

の傷兵」という区別など、はかないついたてであっ

た。皇軍兵士と障害者の身体の間に引かれた分割線

は、天皇のまなざしの下で絶対化されたのであった

が、その同じ天皇の命令で戦場に赴いて負傷し、皇軍

兵士から傷痍軍人になることによってその分割線は相

対化され、曖昧なものになるのである。

しかし、傷痍軍人はあくまでも「名誉の傷兵」であっ

て誇り高く生き続けなければならず、元皇軍としての

「名誉の傷兵」と「一介の醜き不具者」という二つの身体

を生きねばならないのである。つまりそれは、一方で

は、生身のからだが欠損しても、天皇の方を向き続け

ることによって不滅の誇り高い皇軍兵士の身体であり

続ける「名誉の傷兵」の身体であり、また一方では、現

実の人間の生身のもろさを現前させる「醜き不具者」の

身体でもあるという二重性をはらんだものであったの

で あ る 。 。

こうして、傷痍軍人となった元誇り高き皇軍兵士

は、何らかの方法で己を差別化しなければ、健常者で

あったころ対立する位置にあった肢体不自由者と同じ

位置に転落することになったのである。その傷痍軍人
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が、絶望の淵で出会うもの、それが義肢装具だったの

である。それは、本物ではないまでも、「一介の醜き

不具者」のままでなく、元皇軍兵士としての誇りに己

を繋ぎとめておくことのできそうなもの、また現実

に、他の肢体不自由者と己を差別化するには職業更正

の道しかなく、その可能性を与えてくれそうなもので

あったのである。

同じ昭和１３年の「話」という雑誌では、切断者向けの

当時の義肢製作工場兼、義肢訓練・職業訓練施設であ
る財団法人啓成社の取材記事偕、義肢をつけて作業す

る人の４枚の写真つきで載せられている。その１枚は両

足義足で、はしごに昇っているもの、残りの３枚は作

業用義足でそれぞれ大工仕事、畑仕事、洋裁をしてい

るものである。
この施設は、「大正１２年の大震災を動機として成立

したもので、この惨事に手足を失った不幸な人々を収

容して、優良なる義肢を研究装着せしめ、職業更正の

途を計るのを目的としたものであった」という。だ

が、記事の題名は「戦傷勇士の光明の殿堂啓成社を

見学する」と、傷痍軍人にとっての「光明」として強調

され、「「実はもっと暗いところかと思ったのですが、

まったく意外でした」」との記者の感想付きで沓かれて

いる。また、職員の談として、「毎日陸軍病院から交

替で見学に参り」忙しいということ、取材の日も記者

は「陸軍病院の白衣の勇士」たちの見学と居合わせ、

「白衣の勇士一行は、（見学したのち）ここで小休憩の

後、大いに新生活に希望を持つ事が出来たと、改めて

謝辞を述べて…陸軍病院へひきあげて行った。」と述
べられている““２’。さらに、施設の費用は、軍人は無

料とされている。
ここは財団法人ではあるのだが、毎日陸軍病院から

交替で見学来るほどの所であった。戦争によってこう
した施設のニーズが増加する中、義肢装具訓練施設が

こうした施設をモデルとしてつくられていったと思わ

れるのである。

６国民の再教育と傷痍軍人の再教育

８７



社会臨床雑誌第６巻第３号（・１９９９．３．）

恩師の義肢、復帰への援助、恩給、勲章など、この
ような傷痍軍人に対する、物心両面からの救護策の

数々を見ていくと、戦争による障害者の援護が、大変

に善意に満ちていて、充実していたかのように思われ

るかもしれない。しかし、こうした援助の裏には、

「欠損」して帰ってきた男の兵隊たちが、恨みをもって

反社会的な存在と化すことへの不安と、その社会的予

防（健常者に対しては、社会不安対策）という側面も

あったのではないだろうか。例えば、次の文章にも、

そうした障害者となった軍人の不良化に対する懸念が

あらわれているのである。

傷痍軍人は大抵生活が安定しているし、銃後の
人もよく援助してくれ、且つ尊敬してくれるの

で、自分に何か魔がさして悪いことをたくらんで

も、それがっひに出来ないのである。…（中略）・・・

戦場で国家のために働いてきたといふ衿持がその

後の訓練によって真の自覚を呼び起こして、謙遜

となり、勤勉となるのであらう。（ｉｌｉｌ３’

ここでは、傷痍軍人は「何か魔がさして悪いことを

たくら」む可能性がある、ということが前提となって

いる。外側から多くの援助があって、「戦場で国家の

ために働いてきたといふ衿持」や「謙遜」、「勤勉」とい

う態度が欠けていては、「何か魔がさして悪いことを

たくらんで」しまいかねないという考えが表明されて
いるのである。また、更正のための訓練をさせること

で、「謙遜となり、勤勉となる」というのである。した

がって、傷痍軍人を何もさせないで放っておくのは望

ましくないこととされるのである。

そして、救済保護を主張する論の最後には、常に添
えられる論理展開がある。例えば厚生省社会局長で

あった山崎巌氏の次のような記事である。

：４；

殊に当の傷痍軍人は、速に健康を回復し、更に

皇軍第一線へ、せめて第二線に於てでも尚余生を

捧げて社会の福祉に靖さんとする強き念願と自負

とを持って居るのである。…（中略）・・・斯かる人々

を徒らに廃人扱いするがごときは、断じて名誉あ

る傷痍軍人を遇する途でないばかりでなく、国家

にとっても洵に大きな損失であると謂わなければ

ならぬ…（中略）・・・而して之が徹底を期する為め、

傷痍軍人に於ても如上の趣旨を充分に了解し、各

自修養に努むると共に、免もすれば弛み易い気持

ちに対して、側から常に鼓舞激励が与えられ…

（中略）・・・一般社会が常に温き気持をもって日常感

謝し相扶けて行かなければ、是等の人々の余生は

到底快適のものとなり得ないのである。（自４’

つまり、健常者の偏見をなくすことも大事だが、最

後はやはり、傷痍軍人が「各自修養に努むる」ことが必

要であるというのである。

東京帝国大学教授で、当時肢体不自由者教育の第一

人者であった高木憲次氏の論のなかにも、そうした論

理がある。彼も、まず「国民の再教育」という小題で、

家具師として職業更正した傷痍軍人の言葉を取り上
げ、「私共の手がけた患者で、直して餓いたのは有難

いが、併し幾ら勉強しても、私の如き片輪のつくった

家具は売れが悪く、縁起でもかつぐのか買ってくれ

ず」嘆いているとし、「一般国民の、不具とか傷痍その

ものに対する根本観念を矯正する必要」があり、「此の

国民の再教育の為めには、例へば小学校の講堂の額、

教壇、机などを傷痍軍人の製作品を以て飾り、これは

紫金山で名誉の負傷をされた勇士の作品だといって、

先づ第二国民の観念そのものから変えて行かねばなら

ぬと思ふ」というのである。だが、論の最後には、「傷

痍軍人そのものに対する希望」として、次のようにい

うのである。

もっと自身の傷痕や不具に対して衿侍を持って

貰いたいことである。…（中略）・・・自身の肢体不自

由な個所を隠蔽せず、平気で、寧ろ誇りとして欲

しいのである。変にひがんだり、人目に触れない

やうに隠したりしないで欲しいのである。…（中

略）・・・かくの如く、自身の肢体不自由を恥ぢたり

隠蔽するやうでは、例えば義手など、勢い装飾的
なものにのみ走り勝ちとなり、機能的なるものよ

りも、只単に外観に重きを置く傾向に陥る因とな



るのである。が、一般国民の認識が是正されれ

ば、些々たる見得の必要もなく、従って外形より

も寧ろ機能的に完全な義手を進んで装用するやう

にならう。従って叉、各作業の種類に適応させた

作業用義手の応用範囲も広まり、社会的生産能力

も高まり、ひいては国家国民の福利も増進すると

いふものである。叫Ｉ夕

彼は「国民の再教育」と題しているが、沓かれている
ことの実際は、「兵隊の再教育」でもある。傷痍軍人が

「変にひがんだり」せず、自ら職業更正に向けて努力す

れば、自ずとそれが「一般国民の、不具とか傷痍その

ものに対する根本観念を矯正」し、国民を再教育する
ことになるというのである。

また、日露戦争を振り返って、東京文理大学教授で

あった本庄繁氏は、次のように述べる。

日露戦争後の我が国に於ける状態を見るに、…

（中略）…国家として実施した保護対策も洵に不十

分なものであり、又国民の傷痍軍人に対する同情

心も年と共に漸次冷却して行ったのである。又傷

痍軍人の側にも今日から考えて見て多少遺憾なと
ころが絶無であったとは言い難いのである。…

（中略）・・・保護対策の成功すると否とは皇軍の志気

に関する處重大であり、延いては国家の進運に及

ぼす影響も重大であると考えるのである。…（中

略）・・・斯くのごとく朝野を挙げて誠心誠意考究せ

られつつあるのであるから、傷痍軍人自身の自粛

自戒を亦希望するのである。国家国民が深き理解
と感謝をもって遇するに怪れること無く、戦場に

於いて各自が任務を遂行せる崇高なるが軍人精神

を、除役後も益々昂揚し、上皇恩の萬分の一に応

え奉り、下国民の誠心に答へねぱならぬのであ
るｏ（注１６）

「傷痍軍人自身」が「崇高なるが軍人精神を、除役後

も益々昂揚し」、「自粛自戒」することによって、はじ

めて「国民の傷痍軍人に対する同情心」が続くものであ

るというのである。そしてさらに、それは「皇軍の志
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気」「国家の進運」に貢献するものであるという。
また次の年、傷兵保護院総裁陸軍大将男爵という肩

沓きになった本庄繁氏は、次のようにも述べるのであ

る。

国民諸君にお願ひしたいこ、とは戦時のこの熱烈

なる常勝皇軍への感激と白衣の勇士への無限の感

謝とを、今後いつまでも戦争のため身体不自由の

傷痍軍人と化した人たちの上に注ぎ続けていただ

きたい。…（中略）・・・如何にして再起せしむべきか

との親心とも云ふべきところまで誠意を発展さ

せ、彼等が傷痍疾病を克服して、再起奉公へ烈々

たる希望を湧きあがらすまで協力支援して戴きた

いのである。…（中略）・・・傷兵たちが明朗溌刺たる

心持ちで支障なく再起出来るように仕向けていた

だきたい。傷痍軍人諸君もまた絶えざる精神力の

錬磨によって身体の不自由に打克ち、その過去の

功を誇らず依頼心を起こさず、国家国民の感謝支

援に応じて傷兵たるの名誉を永久に保持し、公私
ともに郷里の模範となるよう心掛けねばならな

ｘ、ｙ、唯１７）

国民（健常者）に要求されるのは、障害者を差別しな
いことではなく、「戦争のため身体不自由の傷痍軍人

と化した人たちの上に」、「無限の感謝」を注ぎ続け、

支援を続けることなのである。それを怠り、傷痍軍人

をその他の障害者と同一視することは、「明朗溌刺た

る心持ちで」「再起」することを妨げることになるとい

うのである。また傷痍軍人は、国民（健常者）の支援に

応えるためにはもはや自身の「自粛自戒」だけでは不十

分であり、「絶えざる精神力の錬磨によって身体の不

自由に打克ち」、「公私ともに郷里の模範とな」り、「再

起奉公」へと再び向かわなくてはならないというので

ある。
かくして、かつて健常な皇軍兵士として編制され、

「身体不自由の傷痍軍人と化し」て戻ってきた者たち
は、「再起奉公」に励む傷兵というかたちで再編制され

るのである。

８９
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７七生報国

言うまでもなく「再起奉公」とは、義肢馴練に他なら

ないが、ここで、その義肢装具「訓練の理念」について

書かれた資料に触れておきたい。保利清氏は、著沓

「義肢に血の通ふまで」で、「義肢訓練の理念」について

それを「七生報国」の精神に基づくものであるとし、次

のように述べている。

七生報国の精神といふのは、ただ七度生まれ替

わるといふだけのことぢやない。何遍死んでも自

分は死なない。悠遠に生きて国に報いるといふ大

生命を示してゐるものである。…（中略）…楠正成

が生まれる前からすでに日本には七生報国の精神

は存在していた。…（中略）・・・私・７）義肢馴練の指導

理念はここにある。悠久不滅の皇国生命を命とし
て臣道実践に精進する、これが唯だーつの指導目

標だｏ（注ｌｓ）

永遠に再生すること一死んでいるわけではないの
で、戦死して英霊になれなかった死にそこないの状態

からの再生、これが義肢訓練の目標なのだとされるの

である。なかには、負傷して「片輪」にはなったが、戦

場から帰ってこられたことに安堵し、家族のもとで休
むことを期待した者もいたかもしれない。しかし傷痍

兵は皆、そのまま放免とはならず、こうした理念に基
づき、次のような言葉で、訓練に励むようにとされる

のである。

９０

訓練に出渋る者にむかって「そんな弱い気持で
どうするか」と怒鳴って手荒い仕打ちを加えたこ

とも一再ならずあった。…（中略）・‥「お前等とに

かく手がない、足がないのはなんのためか、なん
のために失くなったのか知つてゐるか。陛下の御

為になくしたのではないか。これは日本男子とし
て最大の名誉である。最大の貴任を果たしたので

ある。それがほんたうにお前等にわかってゐるの
か。わかっていないなら、お前等日本国民ぢゃな

い。前世において何か悪いことをしたので、その

報いでお前等は足をとられたのだ。気のきいた者
はみんな神様になってゐるではないか。靖国神社

に祭られてゐるぢゃないか。お前等はだらしがな

いのだ。…（中略）・・・気のきいた人は靖国神社の神

様になってゐるのに、お前等はロクな手柄も立て

ずに手や足をなくしてこんなところにうろついて

ゐるんだ。」叫１９’

回りくどい言い方をしているが、「前世において何
か悪いことをしたので、その報いでお前等は足をとら

れたのだ」という、肢体不自由者に対して言われるこ

との多い、差別的な言葉を敢えて用い、保利氏が言い

たかったのはこういうことである。つまり、訓練に出

ないような「弱い気持」では、「前世において何か悪い
ことをしたので、その報いでお前等は足をとられた」

単なる不具者と同じであるというのである。「手がな
い、足がない」ことを半分死んだようなものとし、そ

のことの意味を、戦死して「靖国神社に祭られてゐる」

者たちと同等の「陛下の御為になくした」名誉とするた

めには、今まで「七生報国」の精神で手柄を立てるべく

働いたように、引き続き「七生報国」の精神で「再起奉

公」に励まなければならないというのである。した

がって、次のようにもいう。

患者などといふことでは取り扱わぬ、その方が

結局いいのである。…看護婦はゐない。・・・先輩が

賓に親切に手をとって餓脚の歩き方を教へてくれ
る。「餓脚の貸元」があらはれては、七生報国の大

精神を忘れるなと大聾で云ふ。看護婦にチヤホヤ

されてゐるのもわるくはないが、こっちの方がず
っと将来のためになりさうだ。先輩はいつまで松

葉杖のお世話にならうと思ってゐるんだ、と毒づ

くが、成程さう云へばそのとほりだ。初めはこれ

も癩にさはったが、それは自分の根性がひねくれ

てゐたせゐだ。再起だ、再起奉公以外にどんな道

が自分に残されてゐるのだ？それしかない。いつ

まで松葉杖のお世話にならうと思ってゐるんだ。

畜生、何糞ツと思ふ。しかし、それは先輩に対す
る爛爛ぢやなしに、自分の辛抱のなさに鞭うっ言



葉であり、怒聾とかはつて来る。かうして戦傷兵

の胸にほのぽのと希望の光が射して来るのであ

る。私にはこの気持の推移がよつくわかるのであ

るｏｌ注２０）

手を切り足を切り私心私情に囚はれてこの熱情

を忘れ、七生報国の決意をかたむるに由ない戦傷

兵に対して、軍治療によって手をつけ足をつけ

「わたくし」の生命を再燃せしむるときに念々に思
い、事々に説くのも亦これである。つまり、義肢

訓練に際しての究極理念はこの熱情の再興であ
り、この決意の再現であらねばならないのであ

る。…（中略）・・・だから、私どもは常に私共の病院

はいはゆる「病院」でもなければ、いはゆる「病室」

でもないといふやうなことをバリバリ云うてやる

のである。あの熱情、あの決意において戦場もこ

こも同じだ、ここは戦場の延長だ、おまえの手足

はなくなったかも知れないが、それは靖国神社へ

行ったのだ、…遠慮せずに怒鳴ってまで教訓して

やるのだ。（ｉｌ２１）

戦場で負傷した患者として扱ってもらえることが当
たり前の、欠損のままでも受けいれてくれる「看護婦

にチヤホヤされてゐ」ては、不具者のままである。だ

から「病室」と思わず、「戦場」と思って精進するように

とされるのである。

こうした訓練施設は多くが、寮制であった。そこで

は、力を抜いて過ごせる日常 欠損した身体のまま

社会臨床雑誌第６巻第３号｛‘ＩＳ｝９９．３．）
こともあったが、かうした時は大抵面会人を恋し

がり、患者は鉄の脚などすっかり忘れ訓練を怠り

がちとなって、それこそ逆効果をあらわすやうな
こともあった。‘ｉＥ２２’

再起奉公は、傷痍軍人の二つの身体-「名誉の傷

兵」の身体と「醜き不具者」の身体-の不一致によっ

て動機づけられる。しかし家族の面会は、傷痍軍人

を、その不一致を忘却する日常へと連れて行ってしま

うのである。保利氏は、あくまでも、傷兵にとって

「退院後にも相宿苦しい、いやな目に逢ぷｏ’」ことの

ないようにするために「残されてゐる」「道」はたったひ

とつ、義肢装具訓練であるというのである。

けれども、その「道」も、決して楽なものではないの

である。「義手・義足を嵌めるにはその前にどうして

もニ、三回は断端改善手術をせねばならない。ことに

よれば四回も五回もやることもある４２４’」し、「切った

あとの脚の尖端というものは、チヨツト叩いても飛び

上がるほど痛いのである。それを私は始終手でもつて

たたく。段々慣れて来ると今度は板でもって殴る。か

うして神経の慣れて来るのを待つのだが、それを辛抱

するのが生易しいことではな（‘Ｅ２５）」く、「余程しつかり

した精神力の持ち主でない以上、とても耐えられない
４２６` 」ものなのである。

また、どんなに義肢装具訓練に励んでも、次のよう

な決意が必要なほど、義肢使用は容易なものではない
のである。

訓練に専念した兵隊は、大抵帰郷してから松葉

杖を焼いて義肢のみに頼る決意をさらに一層強く

かためるものである。さうしなければ松葉杖に対

する信頼心が払拭されないと云ふのだ。心２７’

いやそもそも、義肢訓練は「再起奉公」なのであり、

そうした困雛を理由に放棄すべきものではなく、むし

ろ重傷であったり困雖であったりすればするほど、

「美徳」を身につけることができ、ありがたみがあるの

である。しかも、そうした困雛に耐えているというこ

とを見せずに密かに耐えることに、その「美徳」のあり

９１

でも温かく受け入れてくれる家族や知人と切り離さ

れ、常に「戦場」のような非日常のなかで、気を抜くこ

となく訓練に励むことが望まれるのである。したがっ

て家族の面会についても、次のように述べられる。

「傷兵の再起奉公には、是非とも銃後の人達の

しかるべき後援にたよらなけれぱならないが…

（中略）…度が過ぎると患者を甘やかしていよいよ

他力依存にしてしまふ嫌ひもなくもない。…（中
略）・・・一ト頃、面会人がぞろぞろやって来て、廊

下が盛り場の群衆の出盛時のやうな状況を呈した
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方があるというのである。

戦場で国家のために働いてきたといふ衿持がそ
の後の馴練によって真の自覚を呼び起こして、謙

遜となり、勤勉となるのであらう。電車のなかな

どで、傷痍軍人に席を譲りませうといふ標語を

人々につきつけて、おれは傷痍軍人だぞといふ横

柄な態度をとるやうな者は、この衿持もなければ

自覚もなく、のみならず大抵傷の小さいやうな手

合いにきまつてゐる。手がなかったり足がなかっ
たりするやうな重患の者は、大１１１１謙遜の美徳を発

揮し、人が空けてくれてもなかなか坐りさうにな
いこともあるものである。萄扉慌

８血の通った義肢

これは、実際を考えてみると、かなりストイックな

義肢使用の態度であるといえる。付けているだけで大

変な義肢をつけ、しかもその障害を表明せず、坐れば

その苦労が少しは楽になるであろう席に坐るというこ
ともせず、ひたすら黙って耐えるのである。

だが、こうした姿は、保利氏の恣意的で例外的な要

求ではなく、義肢使用の障害者が置かれている立場を

表しているように思われるのである。保利氏が義足の

患者と汽車で旅をしたときの別のエピソードも紹介

し、説明を加えたい。

保利氏は患者を、汽車である老人の隣りに坐らせ

た。老人は、「二人分の席をものにしてゐたかった」の

で、不機嫌となり、患者が義足であることに気付かず

に、「横着な」態度をとった。そして、患者は、その老

人の煙草を買いにいくはめとなった。買って手渡した
とき「初めてこの男が切断患者だということに気付い

たらしく、」「「とんだことをしました」とさっきの横着

さとはうってかはつ」て、感心し、お金までくれたと

いうのである。Ｑ２９‘

なぜ、そのとき患者は自分が切断患者だと言わな

かったのか。切断患者だからと断わってしまえば、障

害者であるということで終わってしまう。だが、がま

んして努力し、ｆＳき常者のように振る舞えば、健常者の

９２

仲間になる可能性がまだ残されている状態であり、後

で切断患者だと明かしても、感Ｃヽな人物として受け入

れてもらえるのである。

現在でも、切断障害者は電車やバスなどで、優先席

に坐るか否か迷うという場面が生じることがあると思

われるが、坐ってしまえば障害者で終わり、密かにが

まんしている間は、健常者の仲間になる可能性がまだ

残されている状態なのである。そして、誰もが、でき

オｔば障害者で終わりというよりは、健常者の仲間にな

るｉｉ］’能性がまだ残されている状態のほうを選択したい

と思うであろう。

義肢装具障害者は、このように常に賤と聖との在り

方のどちらかを選択するよう迫られるかたちで生きな

ければならないのである。

そして、こうして密かに努力する義肢装具障害者の

対極に、白衣募金の傷痍軍人があるのではないだろう
か。みせびらかす義肢装具障害者と、密かに努力する

義ｉ肢装具障害者。密かに努力しているあいだは、美徳

の持ち主だとするが、みせびらかす義肢装具障害者に

対しては、嘘を言ってお金をだまし取る悪い人なので
はないかという回路が開かれるのであるのｏ・。

義肢を使用していることや、義肢使用の困難などを

言うことも、障害を表明してしまうことになる。健常

者は、目にしたくない障害というものをまともに見せ
つけられると、その人に対して、嫌悪を抱くのであ

る。したがって、義肢は、義肢であると悟られないほ

ど密かに使用してこそ、目的が達成されるのである。

私には、保利氏の著書の題名にもある『血の通った

義肢』という表現は、そうした静かな義肢装着の完成

を夢見る気持ちの現れであるようにも思われるのであ
る・注３１`ｏ

注

注１：清水寛（１９９０）「天皇の軍隊と障害者」全国障

害者問題研究会「障害者問題研究」第６３号

注２：清水保（１９９３）「「ボクの戦争」教育史料出版会

注３：レントゲン診断治療の権威で、保利式義手、義



足を考案し陸軍技術功労賞を授与されている。

１９５７年１１月２１日、６８歳で死亡。晩年は、日赤中央

病院物理療法科の部長であった。以上の情報は

朝日新聞１９５７年１１月２３日死亡記事、および日

赤医療センター業務部の協力による。

注４：保利清（１９４３昭和１８年）「義肢に血の通ふま
で」汎洋社ｐ．３

注５：日本義肢協会編（１９９２）「わが国の義肢装具業界

の歩み」社団法人日本義肢協会

注６：「」内、保利清（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．８．な

お、傷痍軍人には、恩賜の義肢支給や義肢の訓

練の他にも、恩給や勲章など、さまざまな援護
がおこなわれたようである。ただし、それは軍
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注１８：保利清（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．１７０

注１９：保ｊｌ；！ｊ清（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐｐ．１０２-１０３

１主２０：保利清（１９４３昭和１８年）前掲轡ｐｐ．６０-６１

１主２１：保利ｉｉｌｉ（１９４３昭和１８年）前掲沓１，ｐｊｊ５２-１５３

注２２：保利清（１９４３昭和１８年）前掲轡１，１）．８８-８９

注２３：保利ｉｉｌｉ（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．１２８

注２４：保利滴（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．６４

注２５：保利清（１９４３昭和１８年）前掲轡ｐ．１０

注２６：保利清（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．１０

注２７：保利ｉｉｌｉ（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．１２９

注２８：保利清（１９４３昭和１８年）前掲轡ｐ．１２９

注２９：「」内は，保利清（１９４３昭和１８年）前掲沓

ｐ．８５
人としての階級に応じたものであった。このこ注３０：（１９５３）「国立相模原病院、廃兵は死なず現

とについては、藤井誠一（１９５６）「軍人遺族、傷

痍軍人の援護はこれでいいのか」「経済往来」

１）１：・．１０４-ＩＩＩ参照．
注７：保利清（１９４３昭和１８年）前掲杏１、１）．３０-３２

注８：保利ｉｉｌｉ（１９４３昭和１８年）前掲沓１、１、．：３４-３５

注９：前田多門（１９３８）「特輯傷病兵の諸問題一問
題の急所」「中央公論Ｊｐｐ．３４８-３４９

注１０：岡本-平（１９３８）「特輯傷病兵の諸問題-

廉恥、Ｃヽ の尊重」「中央公論」１）１）．３５６-３５７

注１１：田子一民（１９３８）「特輯傷病兵の諸問題-

国家、國民は感謝し傷痍将兵は傷まず、羨ま

ず」「中央公論Ｊｐｐ．３４９-３５０

注１２：下田春吉（１９３８）「戦傷勇士の光明の殿堂啓
成社を見学する」「話」１）ｉ１１２８-１３６当時の啓

成社と、Ｏは、筆者

注１３：保利清（１９４３昭和１８年）前掲沓ｐ．１２９

注１４：山崎倣（１９３８）「傷痍軍人を如何に保護すべき
か一保護指導の方法」（話Ｊｐｌ）．２４２-２４４

注１５：高木憲次（１９３８）「傷痍軍人を如何に保護すべ

きか一医学的対策について」「話Ｊｐｐ．２４８-

２５０

注１６：本庄繁（１９３８）「特輯傷病兵の諸問題一一傷

痍軍人と國民」「中央公論Ｊｐｐ３２０-３３４
注１７：本庄繁（１９３９）「國民と傷痍軍人」「文芸春秋

臨増」１）１１１０４-１０５

地ルポ白衣募金の行方を探る」『週刊読売』

１）１）。４４-４７、（１９６２８月２０日）「白衣の下は汚
れていた一戦後１７年いまも残る白衣募金の実

態をさぐる」「週刊文春Ｊｐｐ．１００-１０４

注３１：時代的に新しいものでは大塚哲也（１９６８）「幻

想肢と体感像」「臨床整形外科」第３巻１０号

ｐ．８７３のなかに、この表現が見いだされる。

９３
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〈“ここの場所”から〉

教育の改善より、教育への対応を

はじめに一虚しく繰り返される教育論議

こんにち、子どもをめぐる問題や事件が、世間を騒

然とさせている。

しかし、このような大騒ぎは、今に始まったことで

はない。これまで何度となく子どもが荒れていると言

われ、子どもがわからないと嘆かれてきた。そのたび

に教育論議が盛り上がり、教育改革も繰り返されてき

た。

ところが、教育論議はいつも混乱して結論が出ず、

教育改革も効果が上がっているとは言い難い。

理由はふたつある。ひとつは、教育の定義（真の教

育とは～である）が百人百様なので、議論がかみ合わ

ないこと。もうひとつは、教育の改善は一朝一タには

実現しないことである。それでもなお、われわれは概

念の定まっていない“良い教育”の実現をり見るしかな
いのであろうか。良くも悪くも、教育は日々行われて

いる。したがって、今最も急がなければならないの

は、教育の改善策を議論することではなく、現状の教

育に対する自分たちの姿勢のほうを考え直すことであ

る。

教育を再定義する

それでは「現状の教育」とは何か。それは、現代日本
で主流になっている「教育の姿」と「人々の教育観」の、

最大公約数である。そこでこの際、これまでに人々が

提案してきた数々の“理想の教育像”は全て棚上げした

うえで、現状に即して教育の意義とイメージをつくり

直して、これを「現代日本の教育」と定義し、それが現

代社会のなかでどのような意味を持ち、われわれ現代

９４
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人がそれにどう対応していけばよいのかを、あらため

て考えるべきである。

すなわち、現代日本において教育とは「子どもの人

格と能力を向上させるための“管理”ど強制または操

作”による行為」と定義できる。

そのうえで、教育のイメージ、つまり具体的にどの

ような行為や意識を教育と呼ぶかについて私は、たと

えば「意図的かつ非日常的である」「おとなが教育する

側、子どもが教育される側-という関係になってい

る」「技術（テクニック）や効果にうすれば子どもが良

くなる）が強く意識されている」などをはじめとする、
いくつかの要件を考えている。

そして、それらの要件に該当するものとして、次の
ような行為が挙げられる。

１。学校や多くの民間教育機関（塾、予備佼、けいこ

ごとの教室など）で行われている指導

２．家庭における子育てのなかで、早期教育や塾通い
の指示など「しつけ」に含まれない働きかけ

３．心理職（カウンセラー等）、医療職（精神科医等）、

福祉職（児童福祉施殴の指導員等）などカ哨用者に

行う指導

教育過剰の時代

戦後の日本は、食生活の向上によって栄養状態が改

善し、栄養不足に起因する病気を減少させ、寿命を大

幅に伸ばした。ところが、近年では慢性的な栄養過多
と便利な生活によっで生活習慣病大国”と化してし

まった。
これと同じととが、教育にも起きている。すなわ

ち、急速な経済発展により、義務教育への就学率１００
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％をほぽ達成し、さらに上級学校への進学率を大幅にさて、不登校に限らず、教育が過剰である現代の社

伸ばした近年のわが国では、おとなが子どもの教育を会状況がもたらす問題はいろいろある。そこで、教育

熱心に考えるようになり、管理教育や早期教育が流行への対応策を、次のように行うべきである。

するなど、教育は盛んになる一方である。しかし、そ
れにもかかわらず、不登校などはかえって増加してい（｜）教育とそれ以外との区別

るのである。

子どもにとって教育は、栄養と同様自分の体のなかまず、前述の「教育を再定義する」の項で列挙した要
に 取 り 込 む も の で あ る 。 件 を も と に 教 育 の イ メ ー ジ を つ く っ た う え で 、 教 育 関

しかるに現代日本では、教育はすでに子どもの取り係者なら仕事を、親なら子どもとの生活を、教育とそ

込み可能な量を超えており、多くの子どもは、そうとうでないものとに分けてみる。つまり、子どもに対す
は気づかず日々教育を自分の体に取り込んでいる。そる意識や言動のうち、前述の要件に該当するものは教

の結果、おとなの要求や評価に縛られずにありのまま育、該当しないものはそれ以外、というふうに、大ま

の自分で主体的に生きられる心のゆとりを、失いつつかに線引きするのである。

あ る 。 す る と 、 子 ど も に 対 す る 意 識 や 言 動 の う ち 、 教 育 の

占める割合がどのくらいかわかってくる。

不登校と教育との関係

たとえば、不登校児のなかには、現代日本の教育

を、自分の心と体に取り込みすぎで消化不良”を起こ

した一教育に忠実な自分とありのままの自分とが引

き裂かれたーことが原因と考えられる子どもが少な

くない。だから、それに対して再登校させる教育を行

うのは、胃腸の悪い人に濃厚な食事を与えるに等し
い。本人は「学校を休んではいけない」「ちゃんと勉強

しないと落ちこぼれる」などといった教育的価値観が

体に染みついているからこそ苦しむのである。それな

のに、子どもが教育を受けていないと、おとなたちは

不安になってしまう。

（２）非教育の拡充

現代のおとなは、自分の生活と意識のなかで、子ど

もの教育を考えたり子どもを教育したりする割合が大

きい。そこで、その割合を小さくすることが必要であ

る。たとえば、子どもの教育を考える情熱や子どもの

教育に使用する時間を、他のことに振り向けるなどし

て、子どもとは当たり前の日常生活を共に過ごすよう

にするとかである。また、子どもに対して前述の要件

と逆の言動をしていれば、互いの関係は好転してくる

はずである。

すべては、教育を絶対視する現代日本の社会状況が（３）教育からの主体性の獲得

もたらす悪循環である。まさに“教育信仰”“教育依存

症”である。しかし前述のとおり、教育はひとつの概

念であり、数ある営みのひとつにすぎない。教育の枠

組みのなかに居て「あんな教育をすれば」「こう教育す
れば」などと考えるのをやめ、教育と一定の距離を置

いで教育とつきあう”という姿勢に転換することが、

不登校解決のポイントである。

“教育依存症”への処方箆

子どもも、教育をおとな任せにするのではなく、理

不尽な教育からは自ら身を守．ｌ、心がけが必要である。
つまり、受け身で教育されることをやめ、教育が自分

の重荷にならないよう取捨選択し、重荷になったとき

には適当にやりすごすなどして、教育からのストレス

を回避するのである。このように、教育を“従うもの”

ではなぐ利用するもの”として受ければ、自分の人生

を主体的に生きられるようになるし、教育する側との

関係も変わるであろう。
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おわりに一理念を実践に活かす

以上が、私の立案した「教育状況への対応理念」の概

略であるが、これを具体化して実践することを通じ

て、人々に理念を提案していくための拠点、それも、

専従を置いて人々がいつでも利用できる場が必要と考

える。

そのために、非営利団体か事業所を設立するわけで

ある。そこでは「教育機関」ではなく「教育対応機関」と

して、青少年問題または関連諸問題に対し、上記理念

を活かした内容と方法論に基づく、さまざまな援助業

務や啓豪活動が展開されることになる。（設立時期は
皿年４月です）

以上の主旨に対し、賛同してくださった方、または

関心をお持ちくださった方は、下記連絡先宛ご連絡く
ださい。詳しい説明をさせていただきたいと思いま

す。

（連絡先）
：Ｚ５１-００３１

神奈川県藤沢市鵠沼藤が谷：３-１２・２８

ＴＥＬ．０４６６-２７-７４７９

ＦＡＸ０４６６-２７４６０８

丸山康彦
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〈“ここの場所”から〉

「精神障害者」グループごかい

２０００年より１年前の正月３日、今年も元気で、ごかい

で正月を迎えられた。元旦の日私は、料理当番で、ハ

ヤシライスを２０名分作りました。昨年から、この日の

ことは、分かっていた。金曜日の料理当番だからだ。

ごかいは、土曜目以外の夕食を３００円で、作ってい

る。ときには、とんカツ、かきふらい、豚汁、酢豚な

ど、３００円では、食べられないものもある。私らに

とって、この３００円食堂は、生活において、なんにも

かえがたいものである。

紹介が遅くなりましたが、私はごかいで、伊予弁で

言う“よもだ”の事務局長と「へんな古本屋」の店長をし

ている藤原礼子です。

ごかいとは、病者＝キーサンのたまり場。しいて言

えば、患者会となります。私らキーサンは、盆も正月

もありません。毎日狂っているけれど、だからこそ、

ごかいという場所が必要になってくる。それは、私ら

にしか分からないものだと思います。家族とも違う、

ましてや、デイケアや、病院が毎日、開いているだろ

う か？ そ れも 縦 関 係 も な く 。

しかし、昨年の予算の中に、緊急体制を組むという

情報も、ごかいに入った。私も含め、ごかいの多くの

人は、ひどい閉鎖病棟の経験をしている。私らの心の

中には、もう二度と入院はゴメン、と感じている。た

とえ、唯一開かれている、昧酒内科神経科でさえ、そ

れほど、この１８年間ごかいでの生活、キーサンがキー

サンのまま、町で生活をしている自由を勝ち取ってき

たからである。ここまで至るには、私らの先駆者の犠

牲もあった。去った健常者、それより、失ったキーサ

ンの方が多い。それほど、ごかいの生活は、変わり映

えも な く 、 毎 日 は 、 重 い も の で あ る 。 そ の 日 常 を

ちょっとのぞいてみよう。

午前９時頃には、ごかいの扉を開けて、朝の得意な

社会臨床雑誌第６巻第３号｛・ＩＳ｝９９．３．）

藤原礼子（「精神病者」グループごかい）

人が、前日の食器を片づけたり、お茶を沸かしたりし

ている。誰と決めたわけでもないのに、知らず知らず

身にっいた、自分の役割をこなしている。言葉も発し

ない人が、ゴミ当番をしてくれたり、お茶を入れてく

れたりする。私はそのころ、寝ているか、アパートで

ラジオを聴いて、たばこをふかしている。やっぱりよ

もだでしょ。

ごかいの朝当番も終わり、一息っいた頃、希望者が

内職を始める。一ヶ月数千円になる内職も１８年間、会

社にも信頼されているようだ。内職部長も安定感のあ

るキーサンがやっている。始めた頃は、健常者がリー

ドしてやっていたが、この十数年キーサンだけだ。ご

かいの初め頃は、いつも健常者の後をついていたよう

に思う。幼い子供が、母親の手を借りるように。現在

は、生活においては、キーサンだけだ。その名残で、

ごかいは、健常者が入っているから、患者会でないと

言い張る人も周りの雑音から聞こえる。

私がこの文章を轡いているのも、一つの役割だ。な

んのとりえもない私の表現が、沓くことにつながった

のも、「ごかい通信」や社会評論社の「わしらの街じゃ

あ！」や「天上天下病者反撃！」を出したりしているうちに

身についたものである。そう、毎朝の当番をしている

人と同じなのである。

午前１２時頃に「へんな古本屋」の開店である。｜時間

交代で、６時頃まで開ける店の前には「世直しの店」「あ

らゆる差別と闘おう！」「貧乏人泣かせの消費税反対！」

「軍事費は弱者に回せ！」などと当然の事を沓いている

ようだが、それは、手前みそ、この店に入ってくる人

は、はじめは勇気がいるだろう。そして無愛想な店員

にあきれて、二度とこない人も多くいるだろう。しか

し１３年目になるこの古本屋、古着、古物、食料など安

く売られている。全部カンパである。取り寄せている

９７



社会臨床雑誌第６巻第３号（・１９９９．３．）

のは、前進友の会から、手作り石けん、福岡わらびの

会より椎茸、また、好意で送ってくれた、大分の家族

からの餅米も売っている。昨年から作業所に認定され

たが、まだまだ慣れないことばかりだ。この古本屋

は、もうけよりも、息抜きになったり、生きがいに

なったりする。バザーやフリーマーケットにもよく出

ている。堀江病院バザーでは、約１０万円、他のもの

は、約１万円の売上がある。 “ごかい健在なり ”と訴え

ているのと同じなのである。

ごかいは１９９０年に古ぽけた２階建てのアパートから

土地を買い取り、３階建てのビルになった。２階３階は

ごかいの病者のアパート。Ｉ階は事務所、台所兼大食

堂、会員の財産を入れている大きな金庫も置いてあ

る。役員にキー当番をしてもらっている。片隅には、

日直の机、３時間交代で変わっている。その日の日直

さんが引き出しのキーを持っていて、お金の管理、ク

スリの管理のいる人は、預かっている。しばしば、ト

ラブルがあるが、なんとか役員たちが処理している。

ごかいのビルがある周辺に、私たちその他の会員が、

アパートを借りて住んでいる。忘年会の時にだいたい

４５人集まる。それがごがいの全会員と言っていいだろ

う。その人たちは、良くも悪くも、ごかいで人生が変

わった人ばかり、健常者もしかり。

恵まれているのは、ごかいの近くに、安い商店街が

あったり、スーパーがあったりと、多くの精神病院み

たいに、人里離れた所ではないという所である。だか

ら、歩きか、自転車か、せいぜい原付である。内職、

バザーなどで必要になってくる車は、ひがき号ＩＶと、

軽トラを備えている。運転手は４人いる。

ピル借金返済中であるが、今が元気でまだまだまし

な方かもしれない。借金返済は「へんなたばこ屋」「へ

んなジュース屋」「へんな古本屋」の売上から返せると

いっても過言ではない。自分の足を食べながら、生き

ながらえるタコのように。他に喫煙室２部屋、禁煙室

１部屋となっている。テレビは３台、エアコン２台、光

熱費もバカにならないが、毎日通う３０名の住み家でも

ある。ここには、他のグループからの情報や資料が

ＦＡＸや郵送でくる。健常者的なものは苦手、難しい理

屈も苦手、何気ない素朴なキーサンのはがきや手紙が

９８

心を和ませる。

私たちは、ごかいを拠点として、この日常を繰り返

し、キーサンがキーサンのまま、生活できるように、

世間にアンテナをたてる。時にキーサンカクメイ闘争

もある。それは、私らにとっては、氷山の一角であ

る。私らにしてみれば、毎日の生活が、虚栄の健常者

社会に対して一石投じている。それがキーサンの生き

た証なのだ。そしてある程度固定化され、年とってき

た私たちの、人生の終着駅だ。私たちは、生活保護や

年金で暮らしている。それは、キーサンにとって、当

然の権利だろう。健常者が仕事をして、生活している

ように、私たちは、「病」と闘いながら「生きる」ことが

「仕事」なのだから！！
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編集後記

先日、運営委貝の平井さん、矢野さんと、川俣正の個展・シンポジウムに行ってきました。川俣正は僕の好きなバーフォー
マーです。いろんな所に木材や木の椅子を使って建物のようなものを作り、しばらくしてから撤収するといったことを繰り

返しています。３年ほど前に原宿の近くで「水の波紋９５」というイベントがあったのですが、そこにも彼は参加しています。

ある幼稚園の庭に木材で組み立てたバラックのような建物をたてていました。内部の薄暗い部屋に、かなり高価なＦ・ベーコ

ンの絵画とコルディエの像が無造作に置かれていたのを思い出します。奇妙な空問の中で、絵画の人物が声にならない叫び

をあげているようで、かなりインパクトがありました。今度は、都内三ヵ所にまさにバラックを建て、短期間だけ人に住ん

でもらい、すぐに撤収するというイベントです。大きな看板の後ろや自動販売機の間などにほとんど気づかないような形で

建てています。トイレも台所もない家なのですが、住む人は近くのコンビニや銭湯を利用して普通に生活したそうです。三
ヵ所ともかなり交通の激しい道路に面した場所なのですが、ほとんどの人はそんな所に人が住んでいるとは気づかなかった

ようです。

僕は、小さい頃、押入の中や、机の下など、閉ざされた小さな空間に入１）こみ、本を読んだＳ）するのが好きなタイプでし

た。ですから、都市のわずかな隙間に入り込み、短期間住み着き、撤収して、すぐまた別の隙間に入り込むといった動きが

大ｌｇｌ！即宋深いものに思えてきます。ただ、三ヵ所の家は「水の波紋９５」の時のような美しさが感じられず、「住んでみたいな」

という気分がおきなかったのは残念です。

さて、編集作業も終わったので、また、平井さんたちと何か見に行きたいものです。あ、平井さんはこれからイタリアに

行くのだっけ・・・うらやましい。（中島）

たまに新聞を読んだりすると、面白い話にぶつかってしまう。埼玉県の竃類語物処理による野菜のダイオキシン汚染を

報道したテレビ局に、地元の農業者が抗誰に行ったという。悪いのは報道ではなくて、そんな産業廃棄物処理の状況を作り

出し放置した人々だと思うのだが。なんでもマスコミは槍玉にあげられてしまうんだなと少し同情する。かと思えば、日本

では認められていない代理出産をするために、渡米する日本人が後を絶たないという。代理母の報酬はー回一七〇万円から

二二〇万円位。十月十日で数えると、妊婦職の月給は十七万円弱から二二万円弱。労働に対する対価として、これは妥当な

線なのだろうか。ちなみに双児を産むと給料は倍になるというのだが、ということはこの報酬は、代理母職への給料ではな

く、子供一体当たりの値段ということなのだろうか。

ところで、国立劇場に文楽を見に行った。「鑓の権三」、「傾城反魂香」、「お夏済十郎五十年忌歌念仏」、「夕霧阿波鳴渡」と

四本立て。地方に住む悲しさで、「夕霧」は最後まで見られなかったのだが、一日どっぷり人形芝居に漬かった。

それにしても、人はまったく変わらない。恋愛、不倫に嫁いび１）、人の気持ちを惹くものはいつの時代も同じ。それにし

ても、近松は、モデルになった妻敵討の一月後には、「鑓の権三」を上演していたという。それが今見ても面白いのだからさ

すが近松というところか。だが、この妻敵討は当時大層評判で、近松だけでなくす・Ｃ’に浮世草子も売りに出されたというの

だから、当時の歌舞伎、浄瑠璃は、今の週刊誌、ワイドショーのようなものだったのかもしれない。

それはそうと、「鑓の権三は伊達者の、どうでも権三は好い男。油壷から出すような、しんとろとろりと見とれる男」なの

だが、どうして、「いい男」は油壷から出てきたｓ）、水がしたたっていたりするのだろうか？（林）
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精 神 医 療
ＰＳ ｙ Ｃ ｆ ｆ ／ ｊ ４ ７ ’ Ｒ ｙ
１９９９／ｎ０．１５

ｔトラウマ的外傷

年 会 費 ／ 購 読 会 費 に つ い て

日本社会臨床学会の運世は、会員／購読会貝の会費／購読会貧によって行われています。

会計年厦は、四月より翌年三月までをー-年とし、年会費は、会員、購読会員とも年六〇〇〇円です。翌年

度分を、現乍度中に納入いただくことになっています。
会員／附読会貝の皆様には、「社会臨床雑誌」・「社会｜出床ニュースｊを、通常郵送でお送りしていますが、

その際に、封貧むに貼付してある送り先の住所ラペルの右下済みの数字は、現在納人いただいている会貧の最

終年度を示しています。
例えば、「１-【１９９７】」となっていた場合、一九九七年皮分まで納人済、「１-［２０００］」ならば二〇〇〇年度分ま

で納入済ということになります。もしも［１-Ｉ］」となっていた場合、「一度も会賞を払っていない」ということ

になります。
ちなみに、年度の数字の前の「１」は「会員、または購読会員」を示しています。

会費は、「郵便振替０００１７０-９-７０７３５７日本社会臨床学会」に納入下さい。

阪神大震災・地下鉄サリン事件以降、
ＰＴＳＤ（刺激反応）の概念が変わった。
ＰＴＳＤとトラウマ、アダルトチャ
イルド等との関係、またハーマンを
取り上げ治癒論・回復論を考える。
精神医療に新たな問題提起を行なう。

-
「精神医療」編集委員会・編
Ｂ５判並裂／本体１７００円
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ｃｈｉｏから生まれたおもしろくて使える学校ＢＯＯＫ
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特集予定

瓢

Ｎ０．１［９８年１１月］たとえは迦上がりでたとえば分数で……

学 校 で つ ま ず く 人 生
Ｎ０．２［９９年２月］出すか出さぬか、観の本音はどこに？……

え 一 っ 、 宿 １？
麗 麗

Ｎ０．３［９９年朗］校内人事のドキュメント……

担任にはずれた！？
Ｎ０．４【９叫叩ｊ
し つ け を ど う す るＰ

Ｉ●

Ｎ０．５［９９年１１川
友 だ ち が で き な い

Ｂ５判／１２０Ｐ．／
定価（本体１２００円十観）
年４回（２・５・８・１１月）刊行／
輿集人・小学校歓員岡崎勝

ｌｌヽ、

；；；１●・

］；ズｊｉ７・ｅ心
「おそい・はやい・ひくい・た力・い」は．既成の｜ｌｊｉｊｌｌＩＩ‘．奴に

とらわれないで、自ｌｉｆＪ・の考えなと方法で少レｒつ教育や学校を
叱 に 川 £ ｒ ７ こ ｔ へ

学校をすみずみまで支配しているｉはやぐご鳥いことが良きこと」という価価観を
いちど凍砧してみませんか
みなさんがＦにとったこの「お・は」は、斬新で叶のある「おそさ・ひくさのが刈といった砂のような

みずみずしい笥縮琵浸「現火の巾」に上み出すことをねらっています
学校マガジン「お・は」を１１１しく（？）使って、ユーモアと笑い、意外性、そして、したたかな知心を身につけ、

十咬を町ｉたに則りかえることを埠ｌｉいＧＩ小ｊしま寸

こどものからだ・こころ・いのちを考える健康ＢＯＯＫ

Ｉ ● ｌ ｌ ●

ＩＮ０．２２【９９年胡】

●

Ｂ５判／１００Ｐ／
定価（本体９５２円十税）
年４回｛２・５・８・１１月｝刊行／
毛利子来・山田真輿集代表

偏食・朝食ぬきでキレる子に！？
Ｎ０．２３１９９年５月］

女 ら し さ 男 ら し さ の ふ し ぎ
Ｎタ．２４［９９？Ｓ］＿．‥＿
むし歯予防と治療のホント
Ｎ０．２５［２０００年１１月にんなに便って大丈夫？

抗 生 物 質
Ｎ０．２６〔２四ね月〕
し つ け と 叱 り 方
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